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一








　ベッドに運ばれ、口づけを交わす。

「んっ……ふ……」

　唇を啄まれ、薄く開くと口内に舌が差し入れられた。

「んぅ……、ん……っ」

　悠ゆう矢やの胸を押し返し、快楽に溺れそうになる意識を引き留める。でも、きっと無意味な抵抗だ。

「明あす純みさん……可愛い……」

「っ……ぁ……や、だめ……」

　彼の声が耳元に落とされるだけで、頭が芯からくらくらする。痺れたようになにも考えられなくなる。

「ふ……んっあ……あ……っ」

　ジャケットの前が開かれる。焦らすように身体をなぞられ、ゆっくりとシャツのボタンが外されていく。

「悠……、あ……っん……」

　ブラのホックも緩められ、ぐいと押し上げられる。あらわになる胸を彼の大きな手が鷲掴みにし、形を変えるように揉みしだく。

「あ……んっ……ああ……っ、ふ……」

　胸先の飾りを指先が掠めた。背中に電流のような刺激が走り、腰を揺らして彼の身体に押しつける。

「もっと……僕を感じて」

　彼の腕が腰を抱く。熱っぽい瞳に見つめられ、互いの吐息が混じり合うと、引き寄せられるように口づけを交わした。

　ゆっくりと手が下肢へと下っていくのを、期待に鼓動を高鳴らせながら感じる。優しい手つきで腿を撫で、内側へと迫ってくる。脚の間に手を入れられ、左右に割られるとドクッと心臓がひときわ大きく跳ね上がった。

「っ……恥ずかし……」

「明純さんのその顔、大好きなんです」

　彼は私が恥ずかしがると喜んでくれるようだ。そんな彼の顔を見るのも、私は好きだった。恍惚と蕩けてしまいそうな、触れると危うい獰猛さをにじませるような、雄の本性。

「悠矢……もっとして……？」

　彼の首筋に腕を掛け、引き寄せながらねだった。うれしそうに目を細めて彼の指がショーツの隙間から忍ばされる。

「んっ……」

　秘裂を探るようになぞられ、ぬるぬると滑っていく。ジャケットもシャツも脱がされ、ブラも剥がされると上半身を覆うものがなくなって少し心細い。

「明純さん……好きです……」

　何度も繰り返される言葉に心が震える。そして、愛おしげに肌へ顔を寄せられ、口づけられると身体の深い場所が歓喜するのだ。

　跡を残すように肌を吸い上げられる。

「悠矢……んっ……ぅ……」

　私の身体を撫でていた手が離れていく。その動きを目で追いかけた。長い指が彼自身のネクタイを外す。シャツのボタンを外して肌を覗かせる。そして、そのシャツの下にある裸体を想像して、私はまた興奮を煽られていく。

「もっと僕を見つめてて、明純さん」

　額を擦り合わせて甘えるように囁かれた。

　スーツを脱いだ彼の手が再び秘所を弄る。ぬちぬちと水音を立てて花芯を擦られた。

「っあ……ああ……っん……」

　蜜を絡め取りながら指を滑らせる彼を見上げると、すぐに目が合って噛みつくようにキスをされた。

「んっふ……、ぅん……っ」

　舌が絡み合う。唾液を混ぜ合って、火照って疼く身体を彼に擦りつけた。それを合図にするように、ぬるぬると滑る彼の指先が蜜口から押し込まれ、中を圧迫される。

「っ……あ、ああ……っは……」

　ぐっと強く中を押し上げられ、膣壁の敏感な場所をぐちゅぐちゅと擦られた。

「っあ……ふ……んっああ……、あ、そこ……っあぁ……」

　反応が大きくなると、執拗なくらい責め立てられて頭が真っ白になっていく。全身が暴れ出しそうな衝動を少しでもこらえようとシーツを掴んだ。だが、急速に迫ってくる快感に身体が大きく跳ね上がる。

「あ……ああっ……！」

　びくびくと絶頂に打ち震え、気だるくなる身体に悠矢の肌が重ねられる。吸いつくような感触にうっとりしながら彼の胸にすり寄った。

「明純さん……」

　甘えるような声に蕩かされ、彼の仕草をぼんやりと目で追いかける。彼の手が自身に避妊具を装着し、それを蜜口に押し当てた。位置を合わせると、強い圧迫感に膣壁が震える。

「あ……、ああっ……待っ……、あ……っ」

「……待てないです」

　腰を掴んで、達したばかりの敏感な肉壁を屹立する熱がこじ開けていく。

「っは……あ、ああ……あ、んっぅ……！」

　一息で最奥まで貫かれ、目の前で光が白く弾ける。びくびくと膣壁が震えて彼のものを締めつけ、意識が遠くなりながら彼の身体を必死で抱きしめた。

「悠矢……、あ……あっ、んっ……」

「大丈夫……もっと感じて」

　なだめるように優しく抱き返され、キスが顔中に落とされる。

　身体の震えが止まらない。気持ちよすぎて、このままふたつの身体が溶け合っていくような錯覚を覚えた。

「あ……っ、気持ちい……、あっ、ん……」

　腰を掴んで子宮口をぐりぐりと擦られる。

「ああっ……は、っん……あ、悠矢……あ、ああっ……んっぅ……」

　さらに強く腰を打ち付けられ、身体が大きく仰け反る。とめどなく与えられる快感に頭がおかしくなりそうだ。身体をくねらせ、その快感から逃げだそうとすると彼の腕がしっかりと私を抱きしめる。

「もっと深い場所……好きですよね」

　身体をうつ伏せに反され、腰を高く引き上げられた。

「あ……、ああっ……んっあ……」

　彼の熱が再び挿入されると、いままでよりずっと深い場所まで届く。ぐちゅぐちゅと水音を立てながら激しく揺すり上げられ、子宮がびくびくと痙攣していくのがわかった。

「ああ……っ、ゆう……や……あ、んっふ……」

「すごくきつい……気持ちいい……ね、明純さん……」

　手を前に回され、秘裂を弄られる。

「あ、だめ……いま触られたら……、っあ、ああ……っ」

　膨らんだ肉芽を見つけて擦られると、膣内にある異物をぎゅうぎゅうと締めつけてしまう。

「明純さん……もっと……」

　ねだるように耳元へ声が落ちた。これ以上気持ちよくなったら頭がおかしくなる。快感に溺れることが怖くて頭を左右に振ったが、彼は私の腕を掴んで後ろに引いた。

「悠矢……それ、だめ……」

　肉壁が歓喜に蠢く。蜜壷がさらなる快感を求めてひくつき、欲望を締めつけていく。

「明純さんの好きなところ、ちゃんと教えてくださいね」

　ずんっ、と強く打ち付けられ、身体が大きく仰け反った。

「ああ……あ、ああっ……は、んあっ……」

　パンパンと乾いた音を立てながら打擲され、お腹が壊れてしまいそうだ。

「ふ……っんあ……、あっ……悠矢……ぁ、強……あ、あっ……」

「頭、変になりそう……」

　抱き込まれて耳元に声が落ちる。彼の声は、頭の芯を痺れさせて快感以外のなにもいらないと思わせてしまう。

「あ……あ、っふ……んっく……あ、ああ……！」

　激しい抽送に、絶頂へ上り詰める。ビクビクと膣壁が痙攣し、感覚がどんどん鋭くなっていく。ズッと深い場所へ彼の熱が届くと、それは大きく膨らんで弾けた。

「あ……っん……」

　呼吸を荒らげ、ようやく解放されると安堵したのもつかの間。彼は自身を引き抜くと、新しい避妊具を付け直して再び膣口から欲望を挿入する。

「っあ、は……んっ……悠……矢……あ、あっ……もう……」

「もっと、あなたがほしい」

　獰猛な牙に、意識がなくなるまで穿たれ続けた。







二








　その日の私は浮かれていた。ヒロヤマホールディングスという大企業でのプレゼンの手応えがよく、美人営業部長から「頑張ってね、今いま岡おかさん」なんて言われたら紺色のジャケットがご機嫌にはためきもする。さらにずっと通い詰めていたテーラーで、ようやくシャツを作ってもらえて、今日仕上がってくるとなれば二、三歩弾むようなスキップだってする。いいこと尽くめの一日だった。だからお節介をしてしまったのだろう。

　ヒロヤマホールディングスの近くにあるファミレスに入り、店員さんに席まで案内してもらう。私の足取りは踊り出しそうだったし、特上サーロインステーキを特大サイズで食べるぞ、なんて意気込んでいたのでちょっぴりわくわく、ドキドキしていた。

　案内されるまでの通路で不思議な人だかりができていても、それさえ日常にある風景くらいに思っていたのだ。なんかおかしいぞ、と思っていま通り過ぎたばかりの人だかりを振り返ると、壁側の席に座る紺色のスーツを着た男性と目が合った。驚いた表情をしているように見えたのは、気のせいかもしれない。でも次の瞬間。

「せ、先輩っ。僕を無視してどこ行くんですか！」

　と声を掛けられたのだ。人だかりを作っていた人たちが一斉に私を振り返る。みんな女性だ。オフィスカジュアルな装いで、たぶん社会人。

　思わず自分で自分を指さし、首をかしげた。私？

　はっきり言う。人だかりにいる全員、知らない人だ。呼び止めてきた男性も知らない。でもわかった。彼は私に助けを求めている。……で合ってる？　本当に合ってる？

　困惑する私に、男性がさらに続ける。

「今日は僕がおごる約束ですよね。先輩っ！」

　あー、間違いない。助けを求められてる。でも、どうしようか。助けに入って変にこじれる可能性だってある。少しためらったが、男性がいまにも捨てられる子犬のような空気を漂わせていて、見捨てられない気持ちが押し寄せてくる。トラブルに巻き込まれるのは嫌だが、ここで男性を無視したらすごく後悔する気がした。話を合わせて割って入るか。そのあとは席を移ればいい。今日は気分がとてもいいし、きっと大丈夫。よし、と決めて店員さんに声を掛けた。

「すみません。待ち合わせしていたのを忘れていました」

　そうして来た道を引き返し、男性の前に座った。人だかりが、すうっと道を作ってくれたので、この人たちは決して悪くない人なんだろうなと思ってしまう。少し申し訳ない。

「ごめん、すっかり忘れちゃってたよ」

　知り合いの振りだ。たぶん私はこの男性の先輩だから、口調はこれでいいはず。

　確認のためにちらっと視線を送ると、男性の雰囲気が一変した。捨てられそうな子犬から、尻尾をぶんぶん振り続けるご主人様大好き忠犬へと早変わりだ。かと思えば、ちょっとむくれた顔をした。

「ひどいです。猛アプローチしてランチしてもらえることになって浮かれてたのに」

　そういう設定なんだ？　私は彼に猛アプローチを受けた、頼れる先輩ってところかしら。それはちょっとうれしいぞ。むふふ、と笑うと彼が身を乗り出してきた。

「先輩。なにを食べますか？」

「今日はね、ステーキを食べる気できたの。あとね、チョコレートパフェも食べる！」

　うっかり素の自分が出てしまったたが、彼が優しい笑顔で頷いてくれた。

「わかりました。いっぱい食べてくださいね」

　集まっていた女性たちの視線がぐさぐさ刺さって痛いが、華麗に無視して話を進める。

　女性たちがなぜ彼の近くへ集まっていたのかはすぐにわかった。彼は、ものすごい美形なのだ。さらさらと揺れる髪は癖のないストレート。自然にスタイリングされていて、ちょっとあどけなさが残っているが顔立ちは相当いい。通った鼻梁に形のいい唇。目はすごく優しそうで、人懐こく見えた。二十代半ばくらいだろうか。スーツはかなり仕立てがよく、上質なものを着ている。ダークカラーのピンストライプかな。無地ではなさそう、なんて思いながら注文のためにテーブルに置かれたベルを鳴らした。

「先輩。一緒に食事できてうれしいです」

　彼に手をぎゅっと握られる。ここまでしてもあの女性たちは引き下がらないのか。なにか言ったほうがいいかな、と視線を向けようとすると、彼がさらに身を乗り出してきた。距離が近くてびっくりしたが、それよりも心臓をとくんと高鳴らせたのは、彼の大切なものを見つめるような優しいまなざしだ。

「先輩。明日も食事に行きましょうね。僕としてはぜひディナーをご一緒したいです」

「ディナー……」

「はい。そのあとは夜景のきれいなホテルへ行って、先輩と熱い夜を過ごしたいです」

　笑いかけてくる彼を見て、なるほどと納得する。夜のデートといえば、当然その先も考えるよね。すごくわかる。それを期待しての笑顔だよね。でもたぶん「この男性にバリモテ先輩」はいいよとは言わないはず。言わない……よね。彼を袖にするような人物像っぽいし、夜なんて期待を持たせる状況は作らないと思う。だったら。

「ランチなら考えてあげる」

「本当に!?」

　妥当な返事だと思ったのに、彼が前のめりで腰を浮かしかけるほど食いついてきた。いや。いやいや。演技だとしてもそれは喜びすぎ。本当にどれだけ好きなのよ。だいたい、なんか上から言っちゃってるけど、演技じゃない通常運転の私なら彼に頼み込んでお願いする立場だ。あまりに傲慢すぎる気がして自分の発言にげっそりする。とはいえ、女性たちはいまだにこの席を取り囲んでいるので、あまり変に感情を出さないほうがいいだろう。ここはなんとしても役目をまっとうしなければ。せめて女性たちが諦めるまで。

「ランチ、楽しみです」

　遠足へ行く子どものようにわくわくしている彼を見て、事実じゃないのに胸が痛む。もしも素の状態の私がこんなアプローチを受けたら、たぶん少しだけ迷って頷いちゃうんだろうな。この人、なんか可愛いし。

　少しして店員さんがやってくると、そこでようやく女性たちは諦めたようだ。渋々といった様子でテーブルを離れていく。

　注文をしたあと、彼はさらに手をぎゅっと握ってきた。もう離れても大丈夫じゃない？

「すみません、助けていただいて」

　ものすごい笑顔で、だけど声だけは低めてそんなことを言われた。表情と声のギャップがすごい。私にはとても真似できないので、こちらから身を寄せてひそひそと話す。

「お困りでしたか？　対応、合ってました？」

「はい。だいぶ粘られて困ってたんです」

　爽やかな、という表現がしっくりはまりそうな笑顔で対応してくれているが、決して声音は明るくない。見た目は人懐こい年下の後輩という雰囲気なのに、話し口はすごく落ち着いていて、見た目と言動の違いに混乱する。

「粘られて……？」

　演技と、素のときの両取りみたいな感じだ、となんとか理解させて会話を続ける。

「面識もないのに連絡先を教えてほしいとか、同じテーブルで食事しないかとか。全部断りましたけど」

　それは私でも困るだろうな。でも、あの女性たちの気持ちもわかる。目の前にいる男性は、思わずひれ伏したくなるくらいきれいなのだ。顔を近づけてわかったが、まつげも長いし、すごくいい匂いがする。私、汗臭くないかな？

「でも設定が無理すぎません？」

「ああいう人たちに一切誤解されたくないんです。できるだけはっきりとお断りをしているつもりなんですが、効果がないようで。だから恋人設定にしました。意中の先輩がいるなら、近づくこともためらうかなと」

「なるほど」

　苦笑いを零すと、彼は真剣なまなざしで私の手をぎゅうっと握りしめる。

「ご迷惑をおかけして申し訳ないと思っていますが、あなたが気づいてくれてよかった」

　妙に「あなたが」が強かった気がするが、偶然だろうと気にしないことにした。モテる人は大変だ。でも、手を握りすぎのような気もする。すごいぎゅうぎゅう握られている。

「あの、そろそろ手を……」

「さっきの女性たちがこっちを見てるんですよね。だから、もうちょっとこのままで」

　きっと彼女たちは私からは見えない位置にいるのだろう。そして、彼からは見える。いま演技をやめたら、嘘だとすぐにばれてしまう。

「私、演技とか全然得意じゃないので、すぐにぼろが出ると思うんですが」

「気負わず、いつもどおりにしていてください」

　そのあとに続く言葉はきっと「僕が合わせますから」かな。私の演技力がダメダメのブレブレでも、彼がどうにかしてくれる。それくらいの場数を踏んでるということかな。

　彼の気苦労を思ってげっそりしてしまう。

「……大変ですね」

　同情めいた言葉が口を突いて出た。彼は苦笑いを浮かべて小さく頷く。

「恋愛に発展させようとされるとちょっと……興味がないので困りますよね」

　私の勤めている久く隆りゅう繊維にも恋愛に興味がないという後輩がいる。一人の時間を大事にしたいとか、プライベートでまで他人と関わるのが苦手だとか。そのときは気にせず聞いていたのだが、目の前の彼も同じなのかもしれない。

　手を握られて、にこにこと見つめられること数分。しばらくして注文した料理が届くと、ようやく彼が手を離してくれた。私、手汗がすごい！

　男性に手を握られることも久しぶりだし、相手は美術館に飾られていても驚かないだろう美形。緊張しないわけがない。

　意味もなく咳払いを数度したあと、気持ちを切り替えてナイフとフォークを握った。

「それじゃ、いただきます！」

「いただきます」

　ざくざく肉を切って頬張る。肉。肉！

「美味しい！」

「先輩って美味しそうに食べますよね」

「ここ数ヶ月の節約生活でお肉なんて久しぶりだもの」

「節約？」

　うっかりどうでもいいことを口走ったが、なんでもないと話題を逸らすのは不自然だろうか。親しい後輩設定なら話すべきかな。

「ずっとほしかったものを買うためにね。ちょっと高いんだけど、一番ほしいものを買うための一歩と思えば！」

「プレゼントしましょうか？」

　ごほっと咽せた。初対面でそれを言う？　いや、親しい先輩と後輩の設定だからか。

　演技もここまで本気でやられると真実味が増す。全部嘘に決まってるのに。それに……。

「ほしいものが買えないのは、たぶん私が女だからなのよ」

「それは気になりますね。男なら買えるってことですか？」

「うん。私がほしいのはスーツだから」

　仕事で知り合ったテーラーがある。店主は老紳士でスーツ姿が多く、その店主が着ているジャケットに一目惚れをした。

　テーラーは、既製品を取り扱わないオーダーメイドスーツの専門店。完璧な型紙から作られるそれらは、仮縫いの段階でも一品とわかるクオリティだった。縫製も文句なく美しい。

　私も営業職をしているし、日常はスーツ姿がほとんどなので興味があった。私のために、あの老紳士に私だけのスーツを作ってもらいたいと思ったのだ。

　だけど、「僕はレディーススーツを扱わないんだよ」と言われてしまった。それでも諦めきれなくて、営業に出たときにお店を手伝って仲を深め、ようやくブラウス一枚くらいならいいよと言ってもらえたのだ。そしてそのブラウスが今日受け取れる！

　値段は相当張ったが、あの紳士の逸品だ。惜しくない。たとえこの数ヶ月がもやしか特売のお蕎麦だけの食生活だったとしても、だ。

「オーダーメイド品……ですか？」

　彼がぽつりと零した。はっとして彼を見ると、思案するように顎に手を当てている。伏し目がちで目の表情を読み取ることはできないが、先ほどまでの設定なんてやはり嘘だったと思い知るくらい、やけに大人っぽく見えた。

「……なんでわかったの……？」

　男性が、私のほしがっているものをすぐに当ててしまったことに驚いた。

「しかもたぶん、ただのオーダーメイドじゃないですよね。量販店でもオーダーメイドをしてくれるお店はありますが、比較的安価です。そこまで節約しなくても買えるはず」

　たしかに、贅沢品ではあるけれど数ヶ月もやしとお蕎麦生活にしなくても頼める価格帯のものがある。仕立ててもらいたいだけならそちらを選べばいい。

「女性だから買えないとなると個人経営の、歴史あるテーラーとか……」

「すごい……。みんなそこまで気にしてくれないのに、うれしい……」

　ちょっと涙ぐんでしまった。同僚とはあまり話が広がらなかった。

「父がスーツにこだわっていて、いいものを着ろと言われるんです。印象が変わるから」

　めっちゃわかる！　と腰を浮かしかけるほど前のめりに同意してしまった。

「私が男性に生まれていたら、節約するだけで買えたのになぁ」

「僕にもそのお店、教えてください。先輩より先にオーダーメイドで作ってもらうので」

「なんでそんな意地悪言うの！」

　歯ぎしりしていると、彼が可笑しそうに顔を背けて笑う。最初は緊張したけどすごく話しやすい。彼が聞き上手なのかな。スーツの話なんて会社じゃなかなか広がらないのに。

　お店、教えてもいいかな……。思案したところで、お店を教えても私が彼のオーダースーツを着た姿を見る機会はないんだったと思い出して肉を平らげる。美味しかった。

　満足してナイフとフォークを置くと、彼がちらりと私の様子を気にしたのがわかった。

「パフェ、持ってきてもらいます？」

　この人、こういうところまで完璧なの？　さらっと相手の食の進み具合とか気を配れるものだろうか。驚きつつも、デザートへの期待がじわじわと勝っていく。

「うん。チョコレートパフェ、楽しみ！」

　本当に、職場の後輩のように接してしまっているが、まだ例の女性たちはいるのだろうか。店員さんを探すふりをして後ろを見てみる。鬼の形相で睨まれていたら怖いなと思ったが、たまにこちらを気にする人がいるくらいで、平和な午後のファミレスだ。

　店員さんを見つけてパフェを頼んだあと、身体を元に戻す。そして、目の前の彼を見た。所作がきれいな彼は、黙っているとすごく静かな印象を与える。にこりと向けられる笑顔に胸がキュンとしてもなにもおかしくない完璧な造形。きれいな人だなぁ。男前とか、イケメンとかじゃない。美人なのだ。肌だって毛穴も見つけられないくらい……。

　手を握られたところで、彼がまた身を寄せていることに気づいて椅子の上で後ずさる。

「なんで乗り出してくるの……」

「先輩の顔を見たいからです」

　まだこの設定続いてたのか。

「思わずきれいな肌だなって見ちゃったじゃない」

　照れ隠しのつもりが、まじまじと見てしまったことを白状してさらに恥ずかしくなる。そんな私を、彼はまぶしいものを見るように目を細めて、うれしそうに見つめてくるから圧に負けて顔を背けた。美形の好きアピールってすごい破壊力だ。

「先輩のほうがきれいですよ」

　ぐぬっと変な声が出た。肌がきれいだってお世辞を言ってくれたのはわかるが、思わず胸が高鳴ったなんて、私はなにを考えているのか。もう、心臓打ち抜かれそう。

　深呼吸をしていると、待望のパフェが運ばれてきた。バナナとウェハースが飾られて、チョコレートソースがかかって、生クリームとソフトクリームにコーンフレーク！

　これぞ王道という感じのパフェだ。

「パフェ、好き！」

　演技だの設定だのは忘れてはしゃぐ。早速スプーンを構えて堪能する。演技を続行するなら、一口食べる？　と聞いたほうが自然だったかな、と視線だけを上げて彼を見ると、絵画か写真かと思うくらいのきれいな笑顔を向けられてびっくりした。映画のワンシーンにありそう……。

「美味しそうに食べるあなたが好きです」

「へ……」

　演技。設定。わかってるけど、そんな笑顔で、穏やかな口調で、愛おしそうに言われたらバナナを突き刺して彼に差し出したりもする。なにかしてないと落ち着かないくらい照れくさいよ……！

「た、食べる？」

「いいんですか？」

「うん。一生懸命食べて」

　そして、おそらく赤面してるだろう私の顔を見ないで。

　無造作に突き刺して渡されたバナナをどうすればいいのか私にだってわからないが、彼はしばらく思案したあと、身を乗り出してスプーンに口をつけた。

「あっ……ごめん。使ったスプーンそのままで……」

「先輩と間接キス、って思ったらうれしいですけど」

「そういうことを涼しい顔で言わないで。もう……」

　恥ずかしいなぁ、なんて照れながらパフェをばくばく頬張った。さっきからこんなことばかりだ。落ち着け私。だいたい、初対面の人とこんなことして大丈夫？　恋愛に興味ないって言ってたけど、恋人のフリはかなり上手じゃない？　本当に彼と同僚だったら、私みたいな恋愛経験値の低い人間は一瞬で恋に落とされてしまう。見知らぬ人でよかったと思うほど、彼の言動のひとつひとつが心臓に悪い。

　パフェのグラスがカラになったあと、少し雑談をして彼が視線を向けてきた。

「……そろそろ出ましょうか。出たくないけど」

「仕事に戻らないと」

　苦笑いして席を立って鞄を手にすると、奥から出てきた彼に手をぎゅっと握られた。

「もうちょっと先輩と二人でいたいです」

　寂しそうな顔をされるとぐらつくのは母性本能というやつだろうか。可愛い。頭を撫でてあげたくなる可愛さだ。

「……仕事ほっぽり出すわけにもいかないでしょ。さ、いきましょ」

　ここは演技に徹して先輩面をしながら通路に出た。が、そんな不注意の私に、子どもがぼふっとぶつかってしまった。男の子が不思議そうに私を見上げている。

「！　ごめんね！　痛いところない？」

「大丈夫だけど、ジュース、お姉さんの服に零しちゃった……」

　言われて見てみると、コップに入ったオレンジジュースが服についている。ジャケットにも、ストッキングや靴にも、ブラウスにも……。

「お姉さん、ごめんなさい……」

「ううん。私は大丈夫。ジュース、ごめんね」

　ドリンクバーのものだろうか。一緒に戻って取ってきたほうがいいかな。でも子どもを連れて行くのは不審かな、と迷っていると男の子の母親とおぼしき人が慌ててやってきた。

　平謝りされたが、見ていなかった私も悪いのだ。気にしないでほしいと伝えると、申し訳なさそうに二人はジュースを取りに戻って席へ着いた。

　ジャケットが肩から掛けられる。いい匂いが香ってきて戸惑う私に、彼が耳打ちした。

「先輩。胸元がちょっと……」

「えっ」

　見下ろしてみると、オレンジジュースで濡れて透けてしまっている。どう浴びたらこうなるのよ。でも、これはまずい。

「外へ出ましょう」

　手を掴まれ、店の外へ連れ出される。ジャケットの前をかき合わせてちゃんと待っているようにと言われたあと、彼が再び店へ戻っていく。

　程なくして戻ってきた彼は、使い捨てのお手拭きをもらってきてくれたようだ。

「これで拭いてください」

「ありがとう……」

「シャツを替えに行きましょう。タクシーを停めるので待っていてください」

「じゃあジャケットをお返ししま──」

「その格好で行かせられません。でもジャケットは必要なので、僕も一緒に行きます」

「でもあなたも仕事がありますよね」

「仕事は都合がつきます。僕が引き留めたのがいけなかったので、ちゃんと弁償します」

　見上げた彼は、ずいぶんと大人びた表情をしていた。これがきっと彼の素の表情なのだろう。判断も、私より全然早い。

「あれは私の不注意……」

「それに、シャツを買いに行けばあなたともう少しいられる。僕がそうしたいからするんです。それではだめですか？」

　こんなことを彼のような美男に言われて、だめなんて言える人いる!?

「わ、わかっ……わかりました……」

「……これでまだ一緒にいられますね、先輩」

　今日見た中で一番妖艶な笑みを浮かべて彼が耳元に顔を近づける。思わず心臓がドキドキと早くなって、そんな自分が恥ずかしい。

「その設定まだ続くの!?」

　懸命に強がったが、彼は意に介した様子もなく手をぐいと掴む。停めたタクシーに押し込まれ、聞き覚えのある、でも馴染みのない店へ連れて行かれた。




　タクシーが停まったのは、ハイブランドで有名なお店の前だった。スタイリッシュなロゴが描かれた看板を見上げて間抜け面を晒す私の肩を、彼がそっと抱く。

「行きましょうか」

「い、いや……こんなハイブランド……」

「ぱっと思いつくところがここだったので。とりあえず中へ入りましょう」

　入店を促されるが、こういうところってシャツ一枚いくらするかわかったものじゃない。そりゃあ、憧れるけどこんな上等なものを買える身の丈じゃないのだ。

「今日、ステーキ奮発したの」

　あたふたしながら言うと、彼がわざとらしいくらいのため息をついた。

「食事は僕がおごるって言ったじゃないですか。言った以上は守りますよ」

　この程度では引き下がってくれないか。

「あっ。そうだ。さっき言ってたテーラーでシャツを作ってもらえたの。それを今日取りに行く予定だったから、そこで受け取って着替えれば……」

「それでもいいですけど、スーツを汚して替わりのシャツを買いに来ました……なんて言って、そこの店主はいい気分がするでしょうか」

「うぅ……そうだね……」

　店主は柔和な人だけど職人気質だし、スーツに並々ならぬこだわりがある。代替品として取りに来たなんて言ったら、優しい笑顔でほっぺをむにむにされるかもしれない。

　むうっと顔をしわくちゃにしていると、彼が隣で忍び笑いを漏らす。入り口の前に立たされて、店内のスタッフがこちらに気づいたのがわかった。ここまで来て逃げ帰るほうが恥ずかしい。ぐっとお腹と顔に力を入れ、覚悟を決めて入店する。白い木目調の床は、天井の照明を柔らかく反射している。入り口にはかっこよくコーディネートされた、頭部のないマネキンがひとつ。照明は強すぎない白で、落ち着いた空間作りに一役買っていた。

　ハンガーラックさえ高級そうに見えるのは、私が先入観を持ちすぎているからだろうか。シンプルなのに、洗練されて無駄なくデザインされている流行のジャケットやワンピースがたくさん吊されていた。

「僕の好みを押しつけてもいけないので、スタッフに選んでもらいましょう」

　スーツの陳列フロアに連れてこられ、彼がスタッフに目配せする。

「えっ。それはだめ……絶対高いの出される……」

「先輩。僕をときめかせて？」

　覗き込むように身を屈められて言われたら頷いてしまう。もはや自動的に。私のばか。

　しょぼくれる私を、語弊なくスタッフに差し出した彼は「彼女に似合うものを選んでください。一式替えてもらって大丈夫なので」と伝えた。一式？　全部？　えっ。

　彼を振り返って助けを求める私に、相変わらず端正な笑顔を浮かべて手を振る美男。そして、上機嫌のスタッフにフィッティングルームへ連れて行かれ、スタッフも一緒にフィッティングルームへ入ってくる。そしてズバッと服を脱がされた。恥じらう暇すらない。

「シャツは少し甘めにしますね。スーツをかっちりにしてバランスを取りましょう」

　柔らかく肌あたりのいいシャツは、首元にリボンのついたふんわりしたデザインだ。たぶんシルク混。上品な光沢となめらかな手触りはずっと触っていたくなる。ボタンも貝調で品よく輝いていた。スーツはネイビーのピンストライプを合わせられた。艶のあるジャケットは身体をきれいに見せるように完璧に仕立てられている。本開き袖も素敵だ。

　袖を通してみると、すごく着心地がいい。こんなスーツを着たら戻れなくなりそう。

「いかがですか？」

「すごく素敵です。……幸せな着心地……」

　とりあえず一式を着替えてみる。鏡に映っているのは、ものすごく仕事ができそうな人だった。これがキャリアウーマンの装いかと感動しながらフィッティングルームから出た。

　すると、あの男性がすぐに近づいてきてくれる。買い物はいつも一人だし、だれかに試着したものを見せるってちょっと恥ずかしい。意味もなくジャケットを引っ張ったりスカートを気にしたりしていると、彼が私の前に立つ。そしてしばらく私をじっと見たあと、ふわっと花が綻ぶような笑顔を向けられた。

「先輩、すごく似合ってますよ」

　まるで恋人に伝えるような優しい口調と笑顔で言うから、胸がときめいてしまう。

「そ、そうかな……。馬子にも衣装になってない？」

「全然。スカートもいいですね。マーメイドスカートで可愛い。それ、気に入りました？」

「すごく素敵だけど……やっぱり背伸びしてる感が否めないというか」

「僕はそう思いませんけど」

　首をかしげて不思議そうな顔をする彼を見て、お世辞で言ってくれているわけじゃないことはわかった。でも、こう……私の気持ちが一歩踏み出せない感じ……！

「はじめての高級スーツはあのテーラーのオーダーメイドがいいというか……」

「上質なスーツはいくつあっても困りませんよ。こだわりの強い店主でもそれを咎めないと思います。それはプレゼントしますね」

　スタッフに着て帰る旨を告げる彼の腕をがしっと掴んだ。

「プレゼントって……」

「今日、僕を助けてくれたお礼です。本当に助かりましたから」

「だからって、こういうものをぽんと渡すのはどうかと思うの」

「……靴も買いましょうか。このスーツに合うパンプスを見繕ってもらいましょう」

　顔が引きつってしまった。なんでそうなるの。人の話聞いてよ。……なんて思っていると、彼がくすりと笑ったので意地悪をされていることだけはわかった。ぐぬっと変な声を出すだけが精一杯で、スタッフが迅速に黒いパンプスを持ってくる。ヒールが低めなのはきっと、いま履いている私の靴に合わせてくれたのだろう。爪先も尖っていなくて、シンプルで私好みだ。……いや、そうじゃなくて。

「靴は拭けばどうにかなるから……自分で買うので……」

「……もう一着スーツを買い足しますか？」

「なんでそうなっちゃうの……？」

「あなたが僕の気持ちを受け取ろうとしてくれないからですよ。甘えてほしいです」

　顔を近づけられて、ねだるような甘い声で言われたら意味もなく手を空中で上下させてしまう。照れくささと恥ずかしさがいっぺんに押し寄せてきて、じっとしていられない。

　スタッフがスーツを持ち出してきたので、放っておいたら何着もスーツを追加されかねない。二着目は丁重に断って、彼を見上げた。

「……お礼が重すぎる……」

　私の言葉はどこ吹く風とばかりに、彼はスタッフにカードを渡してお会計を頼んだ。

「じゃあ、連絡先を聞いてもいいですか？　それでだいたい釣り合うんじゃないかな」

「でも初対面……だし……」

　どこのだれかもまったくわからない人に連絡先を教えていいものだろうか。悪い人ではなさそうだし、なにがあるわけでもないと思うのだけれど。どうしよう。

　俯いてもじもじと迷う私に、彼が言った。

「初対面ではないですよ」

「え？　うそ……知らない……」

「覚えていなくていいんです。そうであってほしかったから」

　ふわりと微笑む彼は、心底そう思っている様子だった。

「でも……」

「それなら連絡先は次に会ったとき、聞くことにします」

「連絡先も、名前も知らないのに次なんて……奇跡じゃないかな」

　人の多いこの都会で再会できる確率はどれくらいあるだろうか。

「奇跡だと言うのなら、……次また会うことがあれば僕の恋人になってください」

　ぐっと声のトーンが落ちる。たぶんこれは、素の彼が持つ空気だ。静かで、はしゃぐ様子なんてみじんもない、大人びた彼の素顔を垣間見た気がした。

　言葉の意味が理解できなくて呆けたが、我に返って思わず口を押さえて背を向ける。

「恋人……？」

　恥ずかしくてまともに顔は見られないので、ちょっとだけ彼を振り返った。彼が肯定するように頷く。再会するなんてあり得ないんだから。でも、もしも本当にまた会えたら、私は絶対彼にときめいてしまうだろう。いま、思いを巡らせるだけで鼓動がとくとくと早くなっていく。そんなあり得ないだろう可能性を、信じてみようか。

「い、いいですよ。そのときが来れば、お付き合いします」

「約束ですよ」

　スタッフがお会計の処理を終えて戻ってくると、彼は自信ありげに微笑んだ。







三








　クリーム色を基調とした応接室。見たことのない絵や写真が飾られていて、どれもきれいだなと思って見ていたのがほんの数分前。ヒロヤマホールディングスの営業部長、美み濃のさんとともに入ってきた青年に顎が外れかけているのは、現在も進行中だ。

　美濃さんは若くして出世した営業部長で、圧倒的な美貌の持ち主。白いスーツがよく似合っていて、今日も神々しい。一度駅近くのカフェで会ったことがあるが、美濃さんはオフでもあまり雰囲気が変わらない。凜としていて、パリッとした空気を持っている。それでいて話してみるととても気さくで、私が憧れる女性の一人。とてもよくしてもらっていて、彼女のおかげでヒロヤマに来るのが毎回楽しみなのだ。

　彼ら二人が部屋に入ってきたタイミングでソファを立ち、名刺入れを取り出した。美濃さんから、新しい担当者を紹介すると聞かされていたのでわくわくしていたのだが、もはやドキドキというか、ばくばくというか、心臓が忙しい。

「神かみ内うち悠矢です」

　一週間前、ファミレスで先輩、後輩を演じた彼が端正な笑みを浮かべて立っている。腰の位置が高いなと思いながら、真っ白になる頭で次の行動を考えた。なにするんだっけ。

「い、いま……いまま……」

　名乗ろうと思ったのだ。名刺を渡して、なにもありませんけど？　みたいな顔をして座るつもりだったのだ。それなのに、自分の名前を噛んだ。彼が顔を背けてふっと吹き出している。耐えようとしてくれた気持ちだけは伝わったけど、耐えられてない！

「すごい美形だから驚いちゃったかしら？」

　美濃さんがフォローしてくれたけど、私の驚きは彼の顔じゃない。存在そのものだ。

「ももも申し訳ございませぬ……、ぅ……」

　武士になった。じわじわと顔が熱くなってくる。もうやだ。

　自己紹介を諦めて、無言で名刺を差し出すと彼がそっと受け取ってくれる。じっとその名刺を見つめたあと、彼が書かれている文字を読み上げた。

「久隆繊維の今岡明純さん……」

「はいっ」

　卒業証書を受け取るのかなと思うくらい元気に返事をしてしまい、美濃さんが吹き出した。今日はだめだ。美濃さんがいなければソファに突っ伏して、なにをしているのかと彼に聞いただろう。

「今岡さん、座って」

　ひとしきり笑ったあと、美濃さんがソファを示した。

「はい、ありがとうございますっ」

　声が妙に力んでしまうが、すぐに立て直せと念じてソファに座った。

「今回の企画、久隆繊維さんにも参加していただくことになりましたので、よろしくお願いしますね」

　美濃さんが私の目をしっかりと見て先日のプレゼン結果を知らせてくれる。

　今回、ヒロヤマでは新しいアパレルブランドを立ち上げることが決まった。ファストファッションを多く手がけているヒロヤマだが、ラグジュアリーな装いをテーマに高級志向で展開していくのだという。そこで、久隆繊維も名乗りを上げた。一週間前の打ち合わせはそのためのプレゼンだったのだが、美濃さんから好感触の返事をもらえていたので期待値は相当高かった。そして、無事に企画参加となったのだ。

「それとこちらの彼。今回のプロジェクトに補佐として入ってもらう神内くん。と言っても、おそらく彼が中心になって回ると思うわ」

　美濃さんの言葉に頷く。実質のプロジェクトリーダーが彼ということか。……あれ。でも彼はこの会社にずっといただろうか。初対面じゃないのは、社内で会ったから？

「彼ね。入社してすぐに地方営業所を回っていたから、本社ははじめてなのよ」

　美濃さんの見透かしたような言葉に首をひねる。じゃあ社内で会ってない？

「社長が、そろそろこっちで修行させないとって呼び戻されてね」

「へぇ……社長が……」

　社長が呼び戻す？　うん？　修行で呼び戻す？

　はっとして鞄からヒロヤマの社内報を取り出した。受付に置かれていた最新号を、応接室に通される前にもらってきた。記憶を辿るように社内報のページを指でなぞりながら探す。特別珍しい名前ではないから気にしなかったが、神内という人がいたはずだ。

「あった……！」

　ヒロヤマホールディングス代表取締役社長、神内──。

「ヒッ……」

「気づいた？　彼、社長の息子よ」

　美濃さんの声に視線を泳がせ、彼に焦点が合ったところでまたびっくりした。

「き、聞いてない！」

　ここまで来ると仕事モードになかなかなれない。ジタバタ暴れたい気持ちをこらえる私に、美濃さんが身を乗り出した。

「彼、異動初日から爆モテしたのに全部躱したのよ。恋愛に興味がないんですって」

　そうだ。彼は恋愛に興味がないと言っていた。それなのに付き合ってくださいと言われた私はなんなのだろうか。

「私の周りにもいますよ、そういう人……」

「わたしなんて若いころはガツガツしてたってのに」

　もはや仕事終わりの居酒屋で、一杯飲みながら雑談に興じているような雰囲気で女二人、話をしていると彼が咳払いをする。

　彼に目をやると、ノートパソコンと書類の束をテーブルに置いてにこりと微笑んだ。

「仕事、していいですか？」

「そうだったわね。それじゃあ今岡さん。今後の打ち合わせは神内くんとお願いね」

　美濃さんがすっと立ち上がって応接室を出て行く。このあとどう対応をすればいいのだろうか。普通に。普通に。そう思っていると、彼と目が合って優しく笑いかけられた。

「……そのスーツ、着てくれてるんですね。やっぱり似合ってます」

「あ、ありがとうございます……」

　今日はヒロヤマを訪ねるので、先日彼に買ってもらったスーツを着てきた。美濃さんに感想を聞いてみようと思ったからなのだが、これでは彼にお披露目しに来たみたいだ。照れくささと気恥ずかしさがじわじわとこみ上げてきて、彼から視線を外して俯いた。

「あと、敬語はやめましょう。この間みたいに気軽に話してもらいたいです」

　そう言ったあと、彼がパソコンを操作しはじめた。

「メールを送っておきます。社外向けの企画資料と、発注書です。ご検討ください」

「すぐに──」

「今日の用件はこれで終わりです」

　これでようやく仕事モードの自分に戻れると思って、持参したノートパソコンを開こうとしたが、ぴたりと手が止まった。

「……これだけ？」

「はい。顔合わせがあったのでご足労いただきました」

　それで美濃さんは私を呼び出したのか。なるほどと納得していると、彼が微笑む。

「時間もあるので先日の件。また会えたら付き合ってくれるって約束でしたよね、先輩」

「ま、またそれを……！」

　ぐぬぬと手を拳にして呻いた。彼がうれしそうに笑うので、うっかりキュンとしてしまったが、これは受けてはいけない話だ。

「取引先の方だと思ってなかったのであんなことを言いましたけど、公私混同と言いますか。それに、神内さんって恋愛に興味がないっておっしゃってましたよね」

「言いましたけど、付き合ってくれるって約束でしたよね」

　覗き込むように上目遣いで見上げられる。

「約束はしました……けど……」

　しっかり合わせられた視線を逸らし、歯切れ悪く答える。

「……神内さんは、私でいいんですか？」

「あなたがいい」

　深呼吸した。あの日、彼がまっすぐに向けてくれた真摯なまなざしを信じてみようか。

　一目惚れなんてないと思っていたけど、こんなにあっさりと恋に落ちてしまうなんて。

「約束、しましたもんね。……いいですよ、お付き合いしてみますか？」

「恋人がいるかもしれないと考えていたんですが……いいんですか？　本当に？」

「はい。本当に。恋人も……いないですし」

「じゃあ、仕事が終わったら迎えに行きます。連絡先も教えてください」

　ほんのりと熱くなる頬は無視してスマホを鞄から取り出す。連絡先を交換すると、スマホの画面を見つめて目を輝かせている、少年のような彼がいた。

「……明純、さん。二人きりのときは名前を呼び捨てで呼ばれたいです」

「悠矢……？」

「はい。ずっと夢だったんです。あなたにそう呼ばれるのが」

　大げさなと笑顔になったが、彼は本当に真剣で、照れくさそうだった。




　久隆繊維は小さな会社だ。業務は紡績、染色、織。最初は紡績だけをやっていたらしいが、小さな企業だから、やれることはなんでもやって生き残っていくしかない。たとえ、綿まみれになろうとも。

「鼻がむずむずする……」

　終業間近になって新しい原料が届いたと聞き、作業ジャンパーと帽子を身につけて工場へ向かった。工場長に材料を見せてもらおうと思っていたのだが、運んできたスタッフが転んでしまい、綿をかぶる羽目になってしまった。材料の質はよさそうだ。

「ごめんね。大丈夫？」

　工場から事務棟へ続く渡り廊下を歩きながら、工場長が申し訳なさそうに私を覗き込む。五十歳を過ぎた優しげな男性で、愛妻家かつ子煩悩。

「平気です。それにしても、あの綿は上質でしたね。いい生地を作って高たか場ばさんのやる気を引き出したいです」

「好きだよね、高場さん」

「もちろんです。憧れの方ですから！」

　私は、学生時代はデザイナーを夢見ていた。大学もデザインを学べるところにしたのだが、デザイナーになることは断念した。だからか、高場さんはすごいと思うのだ。高場さんは私が憧れてやまないテーラーの店主だ。老紳士という言葉がぴったりで、洗練された雰囲気がかっこいい。その高場さんが生み出すものは、どれも最高級だ。先日作ってもらったブラウスも高場さんに作ってもらったもので、フィット感が既製品とは全然違う。糸の細さや光沢、着る人の肌の色にも合わせて、一着をただ一人のために作る。オーダーメイドスーツのことは多少知っていたつもりだったが、高場さんと話すほど奥深い。私に合わせたスーツだとどんな感じになるのだろう。むふふ、と笑っていると、近くでバサッと音がした。音源を探ると、後ろでジャケットを落として放心している美男がいる。

「か、神内さん……！」

「高場さんってだれですか……」

「テーラーの……」

　言いながら、すぐに時計を見た。彼との約束の時間を過ぎている。

「！　ごめんなさい、まだ仕事終わってなくて。羊になってたので！」

「羊に……」

　目を泳がせている彼にどう声を掛ければいいだろう。とにかく荷物を取ってこないと。

「工場長、今日はここで失礼します。神内さん、鞄取ってくるので待っててください」

　虚空を見つめてぼんやりしている彼の耳に届いているとは思えなかった。大急ぎで事務所へ戻り、鞄を掴んで引き返す。階段を駆け下りて彼の元へ戻ると、まだ放心していた。

「神内さん、行きましょう」

　彼の顔を覗き込むと、ようやく意識が戻ったらしくはっとした様子で頷く。

「……はい。あと、名前で」

「そうだった。えっと、悠矢……」

　恥ずかしい。二回しか会ってないのにすでに彼氏。すでに名前呼び。急展開過ぎる。

「……すごい荷物ですね」

　彼が私を見下ろして言う。今日は、いつもの黒い通勤バッグとは別に帆布のトートバッグが二つある。そのトートバッグの中身は生地サンプルや紙の資料だ。

「明日、仕事で使うから」

「だったら早く車に。持ってあげたいけど、社内資料なら触らないほうがいいですね」

　そっと背を押され、会社の前に停められた車へ促される。

　いま、彼は当たり前のように言ったけど、こういう気遣いって普通にできるものだろうか。重たいだろうからと持ってくれようとする人はいる。だけど、これが社内資料だからと持たない選択をする人はいなかった。彼は、この資料が私たちにとってどれだけ大事なものかをわかってくれている。それがすごくうれしかった。

　ぎゅっとトートバッグの紐を握りしめながら彼の車の助手席に乗り、荷物は後部座席へ置かせてもらう。さすがに肩がもげるかと思った。

「さっきの話……」

　運転席へ座った彼が車を発進させる。男性の車に乗るって、はじめてかもしれない。ドキドキしちゃう……。

「さっきの？」

「はい。羊になったんですか？　……羊？」

　あ、そっちか。てっきり高場さんのことかと思った。高場さんのこととなるとつい語ってしまうので、気をつけないと。

「工場スタッフが、綿をぶちまけちゃったの。私の頭の上に降ってきたから、羊みたいだねってみんなで笑ってたんだ。だから、ちょっと埃っぽいかも。ごめんね」

　はたいては来たけど、まだちょっと鼻がむずむずする。

「食事、ホテルのレストランにしたんですけど、先にシャワーを使いますか？」

「……シャワー……」

　目をしばたたかせた。部屋を取ってるってことだよね。……そういうことだよね。

　いつかそういうときは来るのだろうし、お互い大人なのだからいきなりでも驚くことじゃない。でも、もう少し先かなと思っていたのだ。急に現実味を帯びてきて、心臓がドキドキとうるさくなった。

「あ、でも……着替え持ってないし。結局一緒かも……」

「用意してもらいましょうか。この間と同じブランドならすぐに来てもらえますけど」

　さも当たり前のことのように言われてうっと変な声が出そうになった。そうだ。彼はヒロヤマホールディングスの御曹司。生活レベルが私とは桁違いのはずだ。そんな彼と本当にお付き合いしていけるのだろうか。

「明純さん？」

　あれこれ考えていて返事ができない私に、彼が不思議そうな声を投げてくる。運転中で視線を向けられないことだけは救いだ。

「なんでもない……びっくりしちゃっただけ。あんなハイブランドにホテルまで来てもらうとか、普通はないから……」

「だったら店に選びに行きますか？」

　根本的に、住む世界が違う。私は、ハイブランドの服を短期間で何着も買えるほどの経済力はない。でも彼は違うのだ。当たり前のように高級品を身につける。

「あのね、悠矢。買うのはいいんだけど、お店はもっと気安い量販店がいい……」

「え？」

　驚いたように聞かれて、やっぱり彼は特別意識してなかったんだなと実感する。

「あなたと釣り合わないのはわかってるの。でも、最初にちゃんと伝えておくね」

　この価値観の相違は、あとあと大きな歪みになる。恥ずかしくても伝えなければ。

　わずかだが、沈黙が流れた。その沈黙が妙に重たい。

「……プレゼントをするので、とかそういう話じゃないんですよね、きっと」

　迷いながら、言葉を選びながら彼が言う。

「うん、違う」

　車が信号で停車すると、彼が私の顔を覗き込んできた。

「理由を聞いてもいいですか？」

　車窓から差し込む街並みの明かりが彼の表情を浮き上がらせた。真摯なまなざしを向けられる。彼は、茶化しているわけじゃない。本当に理由がわからなくて、だから知りたいのだと真剣な目が言っている。ならば、ちゃんと答えなければ。

「……私がお付き合いをするって約束をしたのは、ヒロヤマの御曹司じゃなかったもの。だから、買ってもらえるのだとしても、そういう背伸びはしたくない」

　するなら、自分の精一杯できれいに、彼に釣り合うようにしたい。だれかの力を借りるのではなくて、私自身を磨きたい。

　ぎゅっと唇を引き結んで彼にまっすぐ視線を合わせると、すぐに柔らかい笑みが返された。思わずドキッとしてしまうくらい、きれいな微笑。

「わかりました。気に入っているお店があれば教えてください」

「じゃあ、次の交差点を右に曲がって。その先によく行くお店の系列店があるの」

　車が再び走り出すと、彼は私が伝えるままに進んでくれる。

　私がよく利用するのは、学生時代から愛用しているアパレルメーカーだ。きっと三十代、四十代になっても同じメーカーの違うブランドを買っている気がする。

　車がショップに到着し、二人でお店に入っていくと、周囲の視線が突き刺さるようだ。男性がいること自体珍しいだろうし、なによりこの美形。目立たないほうがおかしい。

「悠矢。退屈だったらどこか座ってて。そのあたりに椅子があると思うから」

「僕もついて行きます。明純さんに着てほしい服をリクエストしたいので」

　男性はこういうの、興味ないと思ってた……。一緒に選んでくれるなんて、うれしい。

「じゃあ、選んでもらっちゃおうかな。悠矢はどんなのが好き？」

　いつものお店の、いつもの買い物。やっぱりこういうのが私には合ってる。幸せだなぁ、なんてにまにましていると、すぐに彼がワンピースを持ってきた。

「これがいいです」

　彼が選んだのは、ネイビーのフレアワンピースだ。ノースリーブのシンプルなデザインで、甘すぎなくて私好みだ。明るい色のジャケットを羽織れば華やかになりそう。

「……よし。ちょっと試着してみる。あとで感想聞かせて」

「絶対似合いますよ」

　ジャケットも選んでフィッティングルームに入って試着してみる。ジャケットはライトグリーンを選んだが、大人っぽくてきれいな装いになる。私は好きな雰囲気だ。

「というか……下着も買わないと」

　いま着替えて思い出したが、こんな急展開が起こるなんて思っていなかったので上下バラバラの着古した下着だった。せめて上下そろっていれば違ったのだけど、これはだめだ。

　下着を見せるなんて思ってなかったから油断してたよ……。おしゃれに手を抜きすぎているなと思いながらフィッティングルームのカーテンを開けた。

　近くに彼がいない。どこへ行ったのだろうと店内を見てみると、お客さんの視線がある場所に集中していることに気づいた。私もそれを追いかけていく。と、下着売り場に彼が立って真剣に選んでいる。そりゃあ目立つよ！

　サンダルを借りて彼のそばまで近づく。

「ゆ、悠矢！」

「明純さん。僕、この下着を身につけてもらいたいです」

　真顔で、でも想像に思いを馳せているのかちょっと恍惚とした様子で言われてぎょっとした。彼が手にしたのは黒レースの上下セット。しかも、紐パン……というやつだ。

「セクシーすぎるよ……っ」

「そのワンピースの下に身につけてもらったら、脱がせるときに興──」

　むぐっと彼の口を押さえた。わかった。すごくわかった。食事のあと誘われるのもわかったし、彼のテンションが上がることもわかったけど、ここで言っちゃだめ！

「悠矢。真顔でそういうこと言わないの」

「僕はいつでも明純さんに真剣でいたいんですけど」

　思わずうずくまりそうになった。殺し文句とはよく言ったものだが、私、本当に彼の言葉に昇天させられる気がする。恥ずかしいし照れる。

「わ、わかった。それをつけるから」

「あと明純さん。そのワンピース、よく似合ってます」

　まぶしいものを見るような表情で彼が私の頬を撫でる。くすぐったくて、うれしくてにやけ顔が止まらない。

「スーツも替えておかないと」

　明日は高場さんのテーラーへお邪魔する。新しい生地のサンプルを届けて売り込まなければならない。となると、シンプルで無難なスーツを選んでおくべきだろうか。冒険をして似合わないと思われたら仕事に悪影響が出るかもしれないし、高場さんにスーツを作ってもらう夢から遠ざかってしまう。

　着てきたスーツに一度着替えて、新しいスーツを吟味する。

「熱心ですね」

「うん。高場さんに会いに行くから、似合わないものを着ていくわけにはいかないし」

「これ、どうですか？」

　声に目を向けると、悠矢が即決で一着スーツを選んでくれた。ベージュの無地。

「私には似合わないかなって思って、ずっと避けてたんだけど……」

　明日はナチュラルメイクになるし、スカートをダークカラーに変えればいけるかも。

「よ、よし。それに挑戦してみる！」

「目一杯おしゃれしないと。憧れの人なんですよね、高場さんって」

「尊敬するテーラーの店主さん。いつかオーダーメイドスーツを作ってもらうんだから」

「……よかった。そういう意味の憧れで」

　困ったように笑う彼を見て、少しは嫉妬してくれてたのかな、なんて思ってしまった。

「聞いてくれてよかったのに」

「本気の嫉妬は知られたくないです」

　ゆったりと微笑んではいたけれど、彼もやっぱりモヤモヤしたり、イライラしたりするんだろうな……。そんな彼を見てみたいとも思うが、それは見せてくれるまで待っていよう。穏やかに過ごせるのが一番だ。

「お会計してくるね」

　新しい服を買ってほくほくしていたが、そのあと彼に連れられたホテルで気絶しそうになった。




　悠矢が連れてきてくれたホテルは、一泊数十万円はするという超高級ホテルだった。

　エントランスを通ってフロントに声を掛ける彼のそばで、一度かくんと躓いた。アラベスク模様が描かれた紺色の絨毯に足を取られたのだと思う。とっさに悠矢の手が私を抱き寄せてくれたので転ぶことはなかったが、近づいた彼の体温にドキドキが止まらない。シトラス系の香水をつけているらしく、自分のものとは違う爽やかな香りに胸の奥がきゅうっと疼く。男の人と一緒にいるって、こんなに胸をときめかせるものだっただろうか。

　顔を上げると彼と目が合って微笑みかけられた。

「大丈夫ですか？」

「う、うん……」

　躓いたことも、彼に見られていたことも恥ずかしくて視線を別の方向へ向ける。上品そうなカフェやフロア全体を見渡しても、私がいつも利用しているホテルと比べるとお客が少ない印象だ。

「行きましょう」

　ぐいと腰を抱かれ、今度こそ心臓が出てきたと思った。ほっそりとして見えるけれど、やっぱり男性だ。力強い。でも、さらっとエスコートしすぎじゃないだろうか。慣れてる感じがモヤモヤする。が、さらに身体をぴったり着けるように引き寄せられて心臓がドドドッと早くなった。一人で呼吸を荒らげながら、彼に誘われるままエレベーターに乗る。

「す、すごいホテルでびっくり……こういうホテル、泊まったことないから知らなかったけど、お客さんも平日だからかあんまり多くないんだね」

　目を泳がせながら、落ち着かなくて一人でべらべらとしゃべり続けた。

「食事も楽しみだけどマナーとかわからないかも。大丈夫かな……、……っ」

　そっと悠矢が身を屈めて顔を寄せてくる。至近距離で覗き込まれて呼吸が止まった。

「明純さん、落ち着いて。大丈夫」

　一歩後ずさると、彼がさらに距離を詰められる。そうして壁際に追いやられると、彼の腕の中に閉じ込められた。

「ゆ、悠矢……、近い……」

　胸を押し返すと、その手を取られる。さらに顎を掬われて唇が重ねられた。

「……っん……」

　耳の奥で心臓の音だけが大きく響いてくる。音のせいか、息苦しくて息を継ごうと口を開けると、彼も唇を離してくれた。

「びっ……くり……、んんっ……」

　これで終わったと思ったのに、さらに悠矢は舌を口内へ差し入れてくる。ぬるりとした感触が舌を絡め取り、粘膜を舐められた。

「んっ……悠矢……」

　エレベーターでこんなキスをされるなんて思っていなかった。されても、軽いものだろうと勝手に高をくくっていたので戸惑ってしまう。

「人が来たらどうするの……」

「来ませんよ、だれも」

　からかうわけでも、笑って受け流すでもなく、じっと真剣なまなざしで見つめられる。

　再び唇を塞がれ、舌が絡み合った。

「っん、ふ……」

　粘った水音が、うるさい心音に混ざって耳の奥で反響する。柔らかく湿った彼の舌が口内を蹂躙し、呼吸を奪う。

「んっぅ……」

「明純さん……」

　さらに舌を深く差し込まれ、ますます呼吸ができない。頭がクラクラして、彼の熱だけを感じる不思議な感覚だ。くちゅくちゅと唾液が混ざり合って、立っているのも難しくなっていく。

「悠矢……、待って……」

　息を継ぐ合間に訴えると、彼の腕が私の身体を強く抱き込んだ。

「好きです。……大好きです、明純さん」

　額や瞼、頬にキスをされる。こんなにまっすぐ気持ちを伝えられたことなんてなかった。なぜ彼は私をそんなに好きでいてくれるのかわからないが、やっぱりうれしい。

「悠──っんん……」

　また唇が重なる。彼の体温も、触れる感触も、どれもが気持ちいい。もっと触れたくなって、彼の首筋に腕を掛けた。角度を変えて貪るように何度も口づけ合う。混ざり合う唾液が口内で溢れて口の端から伝うのを感じても、脚から力が抜けて自力で立っていることができなくなっても、悠矢は離してくれる様子はない。

「っふ……んっぅ……」

　頭がぼうっとしはじめて、体温が上がって熱くなる。

「悠矢……」

　ぐっと一度胸を押し返した。

「どうかしましたか？」

　普段と変わらない口ぶり。だけど、少し上擦っているだろうか。

　彼の目を見て、そしてそのまま彼の後ろに視線を投げた。エレベーターのフロア表示パネルがある。三階、次は五十階だ。……五十階!?

「え、エレベーターが……長いなって……」

　一度くらいどこかに停まってもおかしくないが、それもない。

「最上階まで直通ですからね。今日はこちらの利用客は多くなかったようですし」

　直通。利用客の多くないロビー。最上階。聞いたことくらいある。ＶＩＰ専用のエレベーターやフロントというものを。

「あ……え……、うそ……」

「もうしばらくエレベーターは停まらないと思います」

　おそるおそる自分の後ろを見た。ガラス張りのエレベーターだ。外の景色がよく見える。どうして気づかなかったの？　入った瞬間にわかったはず──いや、乗った直後はまだ壁に覆われていたのかもしれない。周りをなにも見ていなかった。

「明純さん、もう少しいいですか──」

　耳元で彼の声が聞こえた瞬間、膝から完全に崩れ落ちてしまった。

「明純さん!?」

「へ……？」

　しっかりと悠矢が受け止めてくれたが、緊張をしすぎると本当に膝が砕けたように立てなくなるらしい。

「ごめ……びっくりして……」

　彼にとって、こういったホテルを利用することは日常なのだろう。そうでなければもう少し緊張が見えたり、不慣れな様子が窺えたりするはずだ。

「大丈夫ですか？　立てます？」

「すぐには無理かも……」

　自力でどうにか立とうとしてみたが、脚がガクガク震えている。ここまでだなんて。

　ホテルが超一流で、貧乏人には手が届かないのでびっくりしたことは原因のひとつ。だけど、それだけで腰が抜けるわけがない。理由はいくつか思い当たる。付き合ってすぐにハイクラスホテルにしれっと連れてこられたこと。まだ彼と二度しか会っていないという後ろめたさがあること。それから、心の準備ができないままキスをされたこと。そして。

「明純さん、もっとキスしていい……？」

　耳元に落とされる、彼の声だ。この人の声は全身を甘く震わせる。

「あの……ま、待っ……」

　返事より早く彼に口づけられた。ちゅっと啄んで舌を押し込まれ、身体を熱くされる。

「んっ……ふ……」

　厚みのある舌と、ぴったり重ねられた唇に呼吸が奪われる。粘膜を舐めながら注がれる唾液を飲み込んで、かろうじて息を継ぐと目の前で悠矢が喉を上下させた。

「……もう……少し……我慢しないと、って思って」

　切なげに笑う彼の表情に、胸の奥がきゅうっと締めつけられる。ときめいたからなのか、期待したからなのかわからないが鼓動が高くなった。

「うん……我慢、してね……？」

「でも長く持ちそうにないかな……ちゃんとエスコートするつもりだったんですけど」

「そういうこと……言わないでよ」

　私、期待してる……。このあとシャワーを浴びて着替えて、レストランに行くはずだ。楽しみだけど、それよりも早く──。

「僕の片思いは長いんです。憧れていた人とお付き合いできて、勇み足になるなと言うほうが無理なんですよ」

　肩口に顔を伏せて、彼が消えそうな声で呟く。

「ね、ねえ、悠矢。私といつ会ったのか教えてほしいんだけど……」

「教えたくないです」

「私が悠矢のこと忘れちゃってるから？」

　彼の頭を撫でると、甘えるように首筋へすり寄ってくる。子犬のようで可愛くて、さらによしよしと頭を撫でた。

「忘れていてほしいから。昔の僕のことは思い出さないで」

「……じゃあ、言わなきゃいいのに」

　一人でむうっとむくれていると、悠矢が笑って頷いた。

「そうですね。言わなければ僕とあなたは一週間前が初対面だった。知られたくないなら、そのほうがよかった。でも……大人になって落ち着いて、仕事をしているあなただから好きになったわけじゃない。そんなあなたも好きだけど……」

　そっと身体を離され、彼が額を擦りつけてくる。

「恋をして、背伸びをして、落ち込んだり失敗したり……お金がないっていって財布の中身をひっくり返してるあなたを好きになったんです。そこは間違えないでほしかった」

「うわあっ！」

　慌てて彼の胸を叩いた。財布の中身をひっくり返してたことまで知ってるの!?

「それって……いつ？」

「さあ。覚えてても教えませんよ」

　いたずらをするような表情で言われて、口をへの字に曲げる。

　学生時代ももちろんお金はなかったが、社会人になってからも別に裕福じゃない。なんならいまもカツカツで、財布にあったはずの五百円玉がなくて財布をひっくり返したのも、一度や二度じゃない。ぐぬぬ、と彼のジャケットを引っ張った。

「教えてほしい……」

「無理ですね」

　ちゅっとキスをされる。それとほぼ同時にエレベーターが到着のベルを鳴らした。

「やっと着いた……こんなに長く感じたのはじめて……」

　ほっと息を吐いたが、すぐに緊張する。悠矢が私の身体を抱き上げたからだ。

「えっ、えっ、下ろして……っ」

「歩けないですよね。このフロアは人目もないので恥ずかしい思いもしませんよ」

「そういう問題じゃ……」

「僕の我慢がここで限界になったら困るでしょう？」

　彼の言うとおり、さっきのキスで脚にも腰にも力が入らなくてろくに歩けそうになかった。そうなったら悠矢が焦れてしまうかもしれない。人目がないと言い切ってしまっているので、ワンフロアを貸し切っている可能性だってある。……それは、おおいに困る。

「……お願いします」

　彼の首筋にしがみつくと楽しげに笑われて、恥ずかしさのあまりにふてくされながら部屋まで運ばれることにした。




　運ばれた部屋は、開いた口を閉じるのも忘れるくらい豪奢な部屋だった。白を基調としたヨーロピアンテイスト。足下にはベージュのダマスク柄絨毯が敷かれ、アカンサス模様のソファや椅子が置かれている。大きな窓から見える夜景は絶景。

「すごい……」

　部屋に入って下ろされた私は、窓に張り付いてため息を漏らした。

　ハイクラスホテルから見える景色はこんなふうになっているんだ……。それに、室内も想像以上。壁に飾られているゴブラン織りのタペストリーにはテンションが上がった。

「喜んでもらえたならうれしいです」

　後ろからぎゅっと抱きしめられる腕にそっと触れる。やっぱり悠矢はほっそりとして見えるけど私とは全然違う。大きい。男性だ……と意識すると顔が勝手に熱くなった。

「あ、あのね、シャワー浴びたい。埃っぽいし」

「うん……僕はここで待っています。バスルームはその奥にありますので」

　少し名残惜しそうな気配を残して悠矢が離れていく。そして彼の示した方向へ、先ほど買った服の入った袋を持って向かった。

　彼が教えてくれたのは寝室の隣にあるバスルームだ。向かう途中で寝室を覗いてみると、大きなベッドがひとつ。そこに枕がふたつ乗っている。キングサイズというやつだろう。はじめて見たけど、本当に大きい。白いシーツとカバーが清潔感を演出している。手触りはきっと柔らかくてなめらかな触り心地なのだろうと想像できる。触りたい……。

　仕事柄、布を見るとついうずうずするが、いまは早くシャワーを浴びようとバスルームに向かった。景色が見える大きな窓が気恥ずかしさを誘う。少しもじもじしたあと、思い切って服を脱ぎシャワーを浴びた。とにかく工場でかぶってしまった埃を落とさなければと全身を洗う。石けんのいい香りに包まれて一度にんまりしたあと、はっと我に返って手早く入浴を済ませた。

　服は先ほど買ったワンピースだ。下着は彼が選んだセクシーな上下セット。

　彼はこういったものが好きなのだろうか。けっこう透けた下着だし、大胆で妖艶すぎる気がする。私に似合うのだろうかとドキドキしながら下着を身につけた。さらっとした生地で、着け心地が想像以上にいい。艶感も、手に取って見るよりずっと上品だ。

「素敵だけど……やっぱり恥ずかしい！」

　悶えたくなる羞恥心をかき消すようにワンピースを着る。メイクを直し、髪も乾かして軽く整えたあと鏡の前でくるりと一回転してから、ジャケットを手にバスルームを出た。

「悠矢、お待たせ」

　リビングスペースへ戻ると、彼が視線を上げる。そして、先ほどまで眺めていたスマホをぽとりと落とした。あれっ。動かなくなっちゃった。やっぱり変だったかな。

　じっと見つめてくる彼にどうしていいかわからなくて、スカートを意味もなく引っ張って直す素振りをしてみる。

「あの……悠矢？」

「明純さん、こっち来て」

　スマホを拾ってテーブルへ置いたあと彼が手招く。近づくと腕をぐいと引かれた。

「わ……っ！」

　身体が傾いて彼の腕の中へ倒れ込むと、そのままソファに組み敷かれる。

「さっき見たときもきれいだったけど、いまはもっときれいに見えますね」

　覆い被さってくる彼の手が頬をなぞって唇に触れる。心臓の音が耳の奥で反響しているのを感じながら、されるまま口を開くとそっと柔らかい感触が重なった。

「ん……っ」

　舌が差し込まれ、絡め取られる。クチュクチュと水音を立てながら彼の動きに応えていると、身体をそろりと撫でられた。びくっと身体が跳ねると、その隙に背中へ手を差し込まれてファスナーを引き下ろされる。

「悠……矢……」

「明純さん……すみません。もう我慢できそうになくて……いいですか？」

　彼の上擦った声が耳元に落ちる。そろりとワンピースを下げられ、喉を上下させた。ドキドキと心臓がうるさい。レストランを予約してるんでしょとか出会って間もないから、とか言えば彼は止まってくれる気がする。だけど、劣情に染まる彼の顔を見てみたいと思った。期待に弾む胸の高鳴りに身を委ねたい。悠矢と肌を合わせてみたい好奇心が勝った。

「明純さん……」

　荒らげられた吐息とともに切なげな声で、急かすように名前を呼ばれる。

「……いいよ」

　声が少し震えた。緊張してるんだな、なんて人ごとのように考えたが、すぐに思考が停止した。耳に舌を這わされ、全身を甘く疼かせる電流のようなものが走った。

「んあ……っ」

　耳朶を食まれて吸われると、そこから熱が広がっていく。

「あっ……、あ、待って……それ、だめ……」

　逃げようとしてもそっと頭を押さえられて逃げ切れない。耳元でぬちぬちといやらしい水音が聞こえて、ますます身体を熱くする。

「明純さん、服脱ぎましょう」

　耳元に声が落とされ、身体の芯がぞくぞくと震えた。

　服から腕を抜かれて剥ぎ取られると、羞恥心に顔を背けた。悠矢のリクエストだったとはいえ、大胆な下着を身につけているのだ。彼は、どんな顔をして私を見ているのだろうか。おそるおそる彼を見上げると、じっと私の身体を見下ろしていた。息を詰めているのか動くこともなく視線が突き刺さる。そして、喉を上下させたのがわかった。

「きれいです……」

　少し掠れた声にドキリとした。視線が合うと、私の知っている悠矢とは違うギラついた目をしていて身体がすくみそうになる。怖い……？

　そういう感情ではないなと自問自答していると、首筋に甘く噛みつかれた。

「っん……」

「脱がせるのはもったいないな……」

　ブラを引き下げて乳房をあらわにされる。彼の手に揉みしだかれ、指先で先端を擦られると肉粒がすぐに硬くなった。

「明純さんとこんなことできるなんて、夢みたいです」

　うっとりと囁いて、彼が胸元へ顔を伏せる。尖る粒を口内に含まれ、吸い上げられると腰が勝手に浮き上がった。

「あ、ああっ……」

　舌先で弄ぶように転がされる刺激に頭が沸騰するように熱くなる。快感が全身を巡って、より敏感なところを意識させていく。

「悠、矢……あ、んっ……」

　膝を擦り合わせて熱を帯びる秘部から意識を逸らそうとした。こんなことでどうにかできるとは思っていないが、疼いてたまらない。

「……やっぱり外しましょうか」

「え……」

　背中のホックが緩み、ブラが剥がされる。とっさに胸元を隠そうとしたが、悠矢に手を掴まれ、そのままソファに押さえつけられた。

「脚も、閉じないで」

「！　ま、待って……」

　膝を左右に割られ、彼が身体を滑り込ませてくる。

「悠……、あ……っ」

　再び胸元へ吸いつかれる。片方を手で刺激されながら、もう片方はねっとりとした感触が与えられ、身体をくねらせた。

「んっぅ……」

　ちゅっ、ちゅっと吸われるたび、恥ずかしいくらい腰が浮き上がる。油断しているとうっかり彼の身体に押しつけてしまいそうで必死にこらえた。

「悠矢、……胸ばっかり……」

「ほかのところも触ってほしい？」

　彼がジャケットを脱いでネクタイを緩めて解く。目が釘付けになった。シャツから覗く首筋や鎖骨から目が逸らせなくて、その下にある彼の身体を想像してしまう。私は、端麗な彼の雄の本性を垣間見たくて仕方がないのだ。

「……うん。触って、悠矢……」

　どこかうれしそうに目を細めて彼が微笑んだあと、身体を抱き上げられた。

「ここじゃ狭いので、ベッドへ行きましょうか」

「うん……」

　首筋に腕を掛けて彼にすり寄る。無防備に晒される首筋につい視線が向いてしまって、ドキドキする。ベッドへ運ばれるまでのわずかな間だったが、こんなにも男性の身体を想像して悶々としたのははじめてだ。私、いやらしいことばっかり考えてる……。

　恥ずかしくて顔を隠すように彼の胸元へさらにすり寄ると、こめかみにちゅっとキスをされ、程なくしてベッドへ下ろされた。

「明純さん……」

　唇を啄まれ、口内へ舌が入ってくる。応えるように絡め合わせると、くちゅくちゅと水音を立てて唾液が混ざり合う。キスってこんなに気持ちよかったっけ。まるで熱に浮かされるように頭がぼうっとする。

「っ……んっぅ……」

　彼の手が身体を撫でながら下り、脚を割る。ショーツの隙間から指を差し入れられると、ぬるりと溢れた蜜で滑った。

「あ……、や……」

「……可愛い……」

　うっとりと彼が囁く。あまりの恥ずかしさに、きゅっとしがみつくとよしよしと頭を撫でられたあと、顔中にキスが降らされた。悠矢の仕草には優しさを感じる。ちゃんと私を見ていてくれる。この人になら身を預けて大丈夫だと思える。

　ぬるぬると秘裂をなぞっていた彼の指が、花芯を捉えた。

「っあ……あ、んっ……」

　くにくにと捏ねられ、爪先から快感が上がってくる。ビリビリと痺れるような刺激が全身に広がり、耐えきれずに身体をくねらせた。

「悠……、あ、あっ……」

「もっと乱れて」

　耳にキスをされ、舐められる。鼓膜を震わせる声が背筋を這い、身体から力が抜けていく。さらに肉芽を擦られると、下腹部が期待に疼いた。

「あ……っ、や……んっあ……」

　下肢がビクビクと震える。腰が揺れて刺激を求めるように彼の身体に押し当てた。

「んっ、あ……あ……や、悠矢……あ、っ……イっちゃ……あ……」

　快感が徐々に大きくなっていく。なにかが弾けそう、と思った直後、腰から下がぶるぶると震え、目の前が真っ白になった。

「明純さん……、大丈夫？」

　彼の声に、呆然とした意識が戻る。なにが起こったのか、まるで理解できなかったが瞬間的に軽い絶頂を味わったのだろう。

「ちょっとびっくりしただけ……」

「うん。……じゃあ、もう少し」

「え……」

　つぷりと蜜口から指が押し込まれる。

「っ……あ、あぁ……っ、悠矢……あっ……」

　敏感に痙攣する肉壁を押され、内側から灼けるような熱が溢れてくる。ぬちゅぬちゅと指を抜き差しされて腰が跳ね上がるたび、爪先から頭まで熱くなった。

「あ……っ、や……」

　彼の動きに合わせて、ねだるように腰を揺らめかせる。

「そのまま、僕に身を委ねていて」

　身体をずらし、彼が秘所へと顔を寄せて口をつける。

「んっあ……あ、っあ……」

　蜜口から舌を差し入れられ、ぬちぬちと舐められるじれったさに脚を暴れさせる。

「んっふ……あ、や……恥ずかし……」

　制止しようと彼の頭に触れたが、すぐに手を握られてしまう。指を絡めて繋がれ、彼の目がこちらを窺うように見つめてくる。

「蜜が溢れて止まらない……」

　ジュッと淫猥な音を立てて蜜を吸われると、恥ずかしくて逃げたくなった。

「そんなこと言わないで……」

　ぬめった舌が蜜を絡め取りながら、花芯を刺激されると緩やかに迫る快感に飲み込まれそうだ。肉芽を吸われるたびにじんじんと熱を帯びる。痛いくらいに敏感に膨らむ花芯を指先で擦られ、身体が大きく仰け反った。

「悠……矢……あ、ああっ……」

　彼の唇が絶頂を誘うようにさらに強く吸い上げると、下肢が激しく震えて達してしまう。一度絶頂へ押し上げられているせいか、びくん、びくんと身体の痙攣が治まらず、蜜口がじくじくと疼くように熱い。膣壁も下腹部も、より強い刺激を求めてきゅうきゅうと攣縮している。

「明純さん……もっと……」

　まるでキスをするように、悠矢はさらに秘部へ口をつけ、蜜を啜った。

「あっ、んっ……悠矢……もう……」

　これ以上焦らされたらおかしくなってしまう。早く熱を受け入れたいのに、彼は蜜孔に指を押し込んだ。

「まだ、だめ」

　内側をゆっくりかき回される。肉壁の敏感な場所を探り、ざらつく天井を擦られるとびりびりとした刺激が全身を駆け巡った。

「あ……っあ、んっぅ……」

「僕だけを感じていて。もっと、全身で……」

　甘くねだるような声で囁かれるだけで身体がぞくぞくと震え出す。

「あ、ああっ……」

　ぬちゅぬちゅと音を立てて中を弄られ、逃げようと腰を引いてもさらに深く指を押し込まれる。

「逃げたらだめですよ」

　彼の腕がしっかりと腰を掴んだ。

「あ……悠矢、待っ……」

　決して強い力ではないのに、わずかに身じろぐだけで精一杯なくらい身動きができなくなった。ぐちゅぐちゅと彼の指先が内壁を強く擦る。その感覚から逃げられず、脚をじたばたと藻掻かせた。

「ああっ……、っは、んっぅ……あっ、あ……っ」

「明純さんの中、すごいうねってる」

　揶揄するように言われて首を左右に振る。

「ち、違……」

「違わないですよ。……ほら」

　ぐっと膣壁を強く押し上げられた。子宮がきゅうっと引き攣り、蜜口が彼の指を締めつける。自分でも内側がうねって蠢いているのを感じて恥ずかしくなった。

「んああ……っ、あ、あっ……悠矢……意地悪、しないで……」

「明純さんのお願いなら聞いてあげたいけど……」

　胸元に顔を寄せ、先端を口に含まれる。強く吸い上げられると、背筋に電流が走った。

「ああ……っ、あ、や……っあ……」

「ここも尖って可愛いし……もっととろとろにしてあげたい」

　ふうっと彼が心を落ち着かせるように息を吐く。胸先の肉粒を舌で捏ねながら、上目遣いに私の様子を窺っているのがわかった。

「悠矢……っ」

「……だめ？」

　こんなふうに聞かれて、だめだと突っぱねられるわけがない。

「だめ……じゃない……」

　首を横に振るとうれしそうな笑顔を見せられた。こんなのずるい……。

　指を増やされ、膣壁を強く擦られる。弱い場所ばかりを狙うように何度も、私の反応が強くなる場所を押し上げられた。

「っは……ああっ、あ、そこ……んっ、ふ……」

「中、絡みついてくるみたい……」

　悠矢の唇から浅い吐息が漏れる。目が合うと、照れ隠しなのかすぐに唇を塞がれ、舌を差し込まれた。

「ん……っぅ、んん……っ」

「明純……さん……」

　熱に濡れる吐息が間近で触れ合い、引き合うように何度もキスを交わした。噛みつくようなキスと、膣内の弱い場所を刺激されると快感が増長していく。手足が甘く痺れて震え、悠矢の頭を夢中で抱きしめた。

「悠矢……あ、んっ……」

「……ねえ、明純さん」

　じゃれつくように首筋に顔を埋め、かぷりと肌を甘噛みされる。そのまま胸や脇腹にキスを落としながら、彼が身体をずらしていく。ドキドキしながらその様子を見下ろしていると、下腹部のあたりで動きがぴたりと止まった。

「ここ……」

　言いながら、膣壁を強く押し上げられる。

「あ、ああっ……、あ、やっ……」

　鎮まっていた快感を再び与えられて身悶えると、悠矢がそっと下腹にキスをした。ちゅうっと肌を吸い上げて跡を残し、何度も舐めていく。

「明純さんが気持ちよくなるときゅって締まってよくわかりますね。素直で可愛い。大好きです」

　子宮のあたりを何度も、愛おしむように舐め上げられると、直接触れられたわけでもないのにじんじんと熱を帯びていく。

「あ……や、なんか……変……」

「ここでたくさん感じてくださいね」

　ぐちゅぐちゅと音を立てて指を抜き差しされる。肉壁を押され、敏感な場所を擦られると腰が揺らめいた。

「ん……、明純さん、もっとおねだりして？」

　優しく甘えるような声に誘われて腰を浮かせると、悠矢がうれしそうに笑う。

「悠矢……、恥ずかし……」

「でもちゃんと応えてくれるじゃないですか。……もう、めちゃくちゃにしたくなる」

　低められた声にぞくりとしたのは、彼の言葉に期待したから。ちらりと向けられる視線が捕食者のようで、緊張と期待から鼓動がどんどん早くなっていく。

「……い、いいよ……？」

　ためらいながら、勇気を出して答えると一瞬悠矢が動きを止めた。

「明純……さんって……」

　彼が一度深呼吸する。そのあと、ごくりと喉を上下させたのがわかった。

「私、なにか間違っ──」

「間違ってないけど、僕の我慢が限界だな……って」

　ゆっくりと彼のキスが下っていく。下腹部から恥骨へ。脚の付け根や媚肉を食んで、愛液と唾液が混ざり合うまで舐られる。びくびくと緩やかに下腹部の奥が引き攣れて震え、じれったい。

「悠矢……もっと……強、く……」

　返事の代わりに、彼が花芯をちゅるりと吸い上げた。

「んああ……っ、あ、あっ……」

　強い快感が迫ってくる。肉壁が彼の指を締めつけて、動かされるたびに気持ちいい感覚が強くなって頭を左右に振った。

「や……あっ……んっぅ、ふ……あ、っん」

「もっと……ですよね」

　独りごちるように呟いて、ぐちゅぐちゅと中をかき回される。

「んあっ、あ、あ……っは……」

　執拗に同じ場所を刺激されてお腹の奥から痺れてくる。強い快感が迫ってきて、シーツを掴んで腰を浮かせた。

「悠矢……あ、ああっ……」

　身体が仰け反って、膣内にある彼の指を締めつけるとさらに快感が増していく。こじ開けられるように中をかき混ぜられ、鈍く、たしかな感覚だけが迫ってくる。

「あっ、あ、ん……あぁ……っふ……」

　目の前が白くなり始め、浮遊感と逃げ切れない快感に捉えられて全身を跳ねさせた。

「あっ、あっ……悠……、あ、ああっ！」

　ドッと心臓が高く鼓動したかと思うと、大きな絶頂の波に飲み込まれる。ビクビクと身体が打ち震えるたび、蕩けそうなほど心地いい。

「明純さん……可愛い……」

　ちゅっ、ちゅっと顔中にキスをされ、彼が強く抱きしめてくれる。それが幸せで、彼の胸元にそっと頬をすり寄せた。

「このまま続けていいですか……？」

　頷くと、彼はネクタイを外してシャツを脱ぐ。その姿に、思わず喉を上下させる。目の前には、驚くほどきれいな肉体が晒されて、心臓がとくとくと早くなった。

「きれい……」

「明純さんが気に入ってくれたならよかった」

　スラックスを脱いだ完全な裸体からは反射的に目を背けてしまった。直視すると期待も不安も増しそうだ。

　悠矢が自身に避妊具を装着する。そうして再び彼が覆い被さってくると、唇を塞がれながら、蜜口に熱塊が押し込まれた。

「あ、ああっ……、んっは、あ……」

　ゆっくりと進入してくる欲望に膣襞が歓喜する。熱い猛りに肉壁をこじ開けられる快感にぶるぶると全身が震えた。

「っは……、あ、あっ……」

「明純さん……」

　頭を撫でられながら、下腹部の圧迫感に眉根を寄せる。

「ふ……っんぅ……っ」

　圧迫されて苦しいが、それ以上に走る感覚に暴れ出したくなった。ぴったりと隙間なく塞ぐような質量も、熱さも、快感に繋がっていく。

「口、開けて」

　言われるまま口を開くと、口内へ舌が差し入れられる。乳房にあてがわれた手が形を潰すようにゆっくりと揉みしだいた。

「あ……悠矢……、あ、んっ……」

　ぬぷ、ぬぷと押し入ってくる楔が根元まで収まると、悠矢が深くため息を零す。

「明純さんと深く繋がれてうれしいです」

　頬を撫でて微笑む彼の顔を見ると、胸が躍るような喜びに満たされた。

「悠矢……」

　キスをねだると、口づけが返ってくる。そして彼はゆっくりと律動を始めた。

「あっ……あぁっ……んっぅ……」

　緩やかに膣内をかき回される。

「すごく気持ちいいです……」

　うっとりと囁く彼の声に全身が歓喜した。熱をきゅうきゅうと締めつけて、物欲しげにねだってしまう自身の反応も気にならないくらい、悠矢に求められることがうれしい。

　手を伸ばすと、優しく握り返してくれる。手の甲を撫でられたあと、手のひらにもキスをされた。

　切なげに眉根を寄せる表情も、本能を覗かせる瞳も甘く身体を疼かせるばかりだ。

　腰元に手を掛けられ、緩やかだった動きが次第に激しくなっていく。

「あ……っんあ……あぁっ……悠、矢……待っ……」

「こんなに締めつけられたら、待てないです」

　吐息の混ざる、熱っぽい声が耳元に落とされた。

「……それとも、明純さんはこのままのほうがいいですか？」

　奥まで熱を押し込まれたところで、彼の動きがぴたりと止まる。強い律動にもたらされる快感がなくなり、身体が──彼と繋がった部分が熱く疼いた。

「んっ……、悠矢……、意地悪……」

　彼が目を細めて微笑む。中をかき回すように腰を揺らし、じれったい快感は与えてくれるが、それがかえって物足りなさを増長させる。

「明純さんの気持ちは大事にしないとと思って……」

　そんなことを言いながら、悠矢の表情もまなざしも欲情に染まったままだ。ぞくぞくと身震いするほど扇情的な彼を見上げて、縋るように手を取った。

「……もっと、して……？」

　指を絡めて繋がれる。

「喜んで」

　上擦って掠れた声が零れたあと深く抉るように穿たれ、子宮口を抉られる。身体が甘く痺れて、全身に電流のような激しい快感が巡っていく。

「あ、ああっ……んっ……ふ、あっ……」

　目の前がチカチカと明滅する。びくびくと下肢が震えてこわばっていくと、大きな絶頂の波が目の前に迫ってきた。

「は……あ、ああっ……、あ、あ……っ」

　肌と肌が乾いた音を立ててぶつかり合う。最奥に届く熱塊に意識がくらんで、彼の背中をかき抱いた。

「んあっ……は、あ……っく……ふ……」

「もっと感じて」

　膝裏に手を入れられ、片足を持ち上げられる。内腿に唇を押し当てられて情事の痕跡が残された。

「悠矢……、あ……あっん……ふ、ぅ……あぁっ」

　角度を変えながら膣壁を擦られ、強い快感が頭の先から抜けていくようだ。身体が言うことを聞かず、シーツを握りしめてぶるぶると震えた。

「あっ、あ、ああっ……は、んっく……」

　激しく猛りを打ち込まれ、最奥まで届くと子宮口をぐりぐりと刺激される。

「それ……だめ……あ、あっ……」

　びくん、びくんと跳ね上がる身体を彼の重みに抑えられ、打擲される。腰が高く浮き上がり、だらしなく開いた口からは快感に溺れる嬌声しか零れなくなった。

「は、あ……あ、あっ、ああっ……」

「気持ちよくなってる明純さん、すごく可愛い……。もっと僕を見て」

　弱い場所を幾度も抉られて、じりじりと追い込まれるように快感だけに支配されていく。やがてその感覚は激しい波のうねりのように迫ってきて、目の前で大きく弾けた。

「あ……っ、んっふ、……ああっ！」

　直後、悠矢が一瞬息を詰めると内側で欲望が膨らんで爆ぜる。

　がくがくと震える身体は彼の優しい手に抱き込まれて撫でられていたが、私の意識はすぐに落ちてしまった。




　翌朝、外の明るさに目が覚めて身を起こした。

　隣を見ると、悠矢がまだ眠っている。人の寝顔ってこんなにきれいだっけ……とつい顔を覗き込んでしまう。これから、この人と真剣に恋をしていくんだと思うと照れくさいような、うれしいような不思議な気持ちだ。

　手を伸ばして彼の髪を撫でる。さらさらしていて指から滑り落ちていくのが楽しくて何度も繰り返しながら首をひねった。彼の顔に既視感がある。

「……どこかで見たことがあるような……」

　悠矢のことは知らないはずだ。でも、出会ったことはあるようだし、いつ出会ったのだろう。教えてくれれば、思い出話のひとつくらいできそうなものなのだけれど。

　さらさらとまだ彼の髪を弄ぶ。目元が隠れると思い出せそうな気がするのだが、それがうまく出てこない。やっぱり記憶違いだろうか。

　うーん、と唸っていると、触りすぎたのか、悠矢が目を覚ました。

「……明純さん……？」

「お、おはよう……っ」

　少しぼんやりした様子で彼が起き上がる。昨夜も思ったが、彼は身体まで均整が取れている。理想的な体型……というのだろうか。ほどよく、けれどしっかりと鍛えられた肉体は魅力的だ。この身体に抱かれていたのかと思うと、顔が熱くなる。

「すごくよく眠れた気がします……」

　ぼうっとしながらも、彼は納得した様子で頷いていた。

「私も……かな……」

　恥ずかしくて膝を抱えると、後ろからぎゅっと抱きしめられる。

　昨夜、レストランに行った記憶はない。気絶するように眠ってしまったが、それを残念とは思っていない。私は悠矢に愛されているほうが幸せなようだ。

「ルームサービスを頼みましょうか。明純さん、時間は大丈夫ですか？」

「……！」

　慌てて時計を探した。八時過ぎてる！

　ベッドをドタバタと抜け出して適当に服を着てから鞄をひっつかむ。

「遅刻する！」

　慌てて着替え始める私はなんて色気がないんだろう。悠矢だって絶対がっかりしているはず。そう思って寝室へ戻って覗いてみると、何事もない様子で彼も着替え始めていた。

「悠矢、ごめん。なんかバタバタしちゃって」

「間に合いますか？」

　ブラウスに袖を通し、スーツを紙袋から引っ張り出しながら考えた。今日は車が使えないから、電車で行くほうがいい。でも、遠回りだ。

「電車だと時間がかかるから……タクシーならギリギリ間に合うかな。悠矢は？」

「僕は大丈夫なので、送っていきます。時間を確認しなかった僕もいけなかった」

　ネクタイを締めながら話す彼の声は、すごく冷静だった。淡々とやるべきことを考えてこなしているという感じ。きゅっとネクタイを結び終わったあと、私の顔を見て悠矢がはっとしたように微笑んだ。憶測だが、悠矢は仕事中に愛想笑いをしないタイプなんじゃないだろうか。いま、たぶん仕事モードだった。そんなことを考えながら首を横に振る。

「私を送ってたら遅刻しちゃうんじゃない？」

　だから大丈夫と遠慮するつもりだったのだが、彼は私に近づいて手を握りしめてくる。

「多少なら融通が利きますし、これから行くのは明純さん憧れのテーラーですよね？」

「うん。高場テーラーっていうオーダースーツを取り使うお店だよ」

「今度のプロジェクトのヒントを得られるかもしれません。オーナーを紹介していただければ、仕事として充分な理由になるんじゃないでしょうか」

　ヒロヤマの今回のプロジェクトはワンランク上の服飾を目指すと聞いている。その新ブランドに高場さんの上級品がラインナップされたらと思うと、いまから胸が躍るようだ。

「……悠矢、お言葉に甘えていい？」

「もちろんです。明純さん、とびきり可愛く準備してきてください」

　こんなふうに言われたら身支度もいつもより念入りにしたくなる。弾むような気持ちで彼の手をぎゅっと握り返した。

「うん！　もうちょっとだけ待ってて！」

　広いスイートルームを、若干迷いながらドタバタと走る。悠矢は身支度が済んだあとはソファに座ってスマホを眺めていた。それだけで絵になるとか、すごいな……。

　洗面所を何度か往復する間にそんなことを思いながら、今日のヘアスタイルを決める。高場さんに会うなら髪はきっちりと結っておくのがいい。ふんわりさせたり、ちょっと垂らしたりするのもだめ。清潔感重視だ。メイクはナチュラルメイク。リップも血色がよく見えるピンクベージュにした。スーツは昨日買ったベージュの無地。紺色のタイトスカートは丈もスリットの深さも吟味済みだ。深すぎると高場さんがしょんぼりした顔をする。

「よし、これなら……！」

　身支度を済ませ、悠矢のいるリビングスペースまで戻る。

「お待たせ」

「それじゃあ行きましょうか」

　荷物を掴んで肩から掛けようとすると、悠矢が手を差し出してくれた。

「もしよければ、僕が持ちます」

「あ……、ありがとう！」

　バッグをひとつ彼に渡す。生地と書類が大量に入っているのでとにかく重たいのだ。

「女性がこんなに重たいもの持って大丈夫なんですか？」

「女だからできないって言われたくないの。男の人ができるんだから、私だってやれる」

　久隆繊維の社員はみんな親切だ。だけど親切に甘えていたら区別されてしまう。だから、やれないなんて言わない。言いたくない。

「いいですね、そういうの」

「そう？　可愛げがないって言われるよ？」

「あなたが甘えるのは僕だけでいいじゃないですか」

　部屋を出て、扉を閉める。悠矢を見上げると何食わぬ顔をしていたが、いま、さらっと照れくさいことを言われた気がする。

「……なんか、じっとしてられないくらい気恥ずかしいよ！」

　じたばた床を踏み鳴らしていると、彼の手が私を抱き寄せた。

「明純さんは可愛いですよね」

「も、もう！　早く行かないと遅刻するの！」

　ぐいぐいと彼の身体を押しながら急かす。熱くなる顔を隠したくてずっと俯いていたが、悠矢が上機嫌だったことだけはわかった。




　高場テーラーは人通りの少ない路地の一角に店を構えている。目の前には川があり、車も走れる道はあるのだが、入り組んでいて複雑なせいで人も車もあまり通らない。立地条件の悪さもあって、高場テーラーは経営に苦戦していたが常連客でなんとか持ちこたえている。そんな、昔からある古いお店だった。

　近くのコインパーキングに車を停め、悠矢と二人でテーラーの扉をくぐった。ガランガランとドアベルが轟音を立てる。

「高場さん、おはようございます！」

　生地がずらりと並ぶ店内。トルソーに着せられた仮縫いのスーツがいくつか出ているが、店に人影はない。おそらく、仕立て部屋で作業をしているのだろう。

「君が来ると店が賑やかになるね」

　カウンターの脇にある扉から、白髪の紳士が姿を見せる。七十歳を過ぎた老紳士だが、背筋がピンと伸びて姿勢がいい。今日は白いドレスシャツにポーラータイ、サスペンダーをつけた装いだ。高場さんが身につけるとなんでもおしゃれに見えるのは魔法だと思う。

「……おや、見ない子だね？」

　高場さんが悠矢を見てにこりと笑う。

「こちら、ヒロヤマホールディングスの神内さんです。今度、弊社がヒロヤマさんの企画に参加することになりまして、神内さんのご希望もあってお連れしました」

「ヒロヤマの……」

　高場さんが険しい表情を作る。こんな顔を見せることなんて普段はないから珍しい。

「あの、高場さん？」

「ああ、ごめんね。今岡さんの用件を聞かないとね」

「はいっ！　今日は先日お伝えしていた新製品をお持ちしました」

　鞄から生地見本をどっさり取り出す。海外の老舗から取り寄せたウールは、細さの違うものを幅広く用意した。ほかにも、少し前に有名なテキスタイルデザイナーがデザインした生地が話題になっていて、高場さんが興味を示していた。それから、久隆繊維が手がけた新作のモヘアの平織り。これは全力で押していかねばならない。

　高場さんがひとつひとつ見て、触っていく。そのたびにメモを取って、気が済んだところで笑顔を向けられた。

「このモヘアはいいね。これから需要がありそうだよ。柔らかくて艶もいい」

「はい。弊社一押しです！」

「じゃあ、このモヘアを入れてもらえる？　……サンプルが作れるといいんだけど……」

　高場さんがぽそりと呟いた。

「でしたらぜひ、私の採寸を！」

「君のは作らないって言ってるでしょ」

　カウンター越しに前のめりで高場さんに詰め寄ったが、あえなく撃沈されてしまった。

「高場さん、私のスーツも作ってくださいよ」

「この間、ブラウス作ってあげたでしょ。それに、いいスーツも持ってたじゃない」

「あれは……いろいろと事情があって買っていただいたものでして」

　ごにょごにょと口ごもる私をよそに、高場さんが視線を投げた。

「神内くん、試してみない？」

　いままで話題に入ってこなかった悠矢をくるりと振り返る。入り口のそばで私たちの様子を眺めていたようだ。

「僕……ですか？」

「うん。試しに僕のスーツ、着てみない？」

　高場さんの言うサンプルとは展示するものという意味合いではなく、作業工程を店に出しておくものという意味合いがある。

　やっぱり、悠矢ならすぐに作ってくれるんだ……。男性だから……だよね。

　しゅんと肩を落としながら、悠矢のそばまで行って彼のジャケットを摘まんだ。

「いいなぁ。悠矢、いいなぁ……」

「そうですね……僕も彼女に申し訳ない気がしてしまって……」

　悠矢は辞退するつもりのようだったが、高場さんがメジャーを手にカウンターの向こうから出てくる。こうなったら完全に職人スイッチがオンになっている証拠だ。「いいのいいの。この子は」なんて完全に私はスルーされる。

「今岡さんはデザイナー志望だったから、作ろうと思えば自分で作れるんだよ」

　目を逸らす私を見て、高場さんがにやりと笑う。そんな高場さんと向き合っていた悠矢は顎に手を当てて一人、首をかしげた。

「そうですね。なぜデザイナーにならなかったのか、僕も不思議なんですが」

　え？　と聞きかけた私より早く、高場さんが答える。

「それはあれだよ。ちょっぴり下手だからね、カラーコーディネート」

　大学でデザインの勉強をしていた話は高場さんにしたことがある。それを諦めて作る側のさらにその前を目指すようになったことも、デザイン画を見せたこともあった。だけど、悠矢に話をしたことはない。……やっぱり、大学で知り合ったのかな……？

「うちのテーラーはね。祖父の代にヒロヤマの社長さんに一度仕立てたことがあるって聞いてるよ。それ以来ご縁はなくなっているんだけれどね」

「それは……ほかの職人の方と同じ理由でしょうか」

「そうかもしれないね」

　採寸しながら話す二人の話が不思議で、聞き耳を立てながら首をかしげる。すると悠矢が私に気づいて手招きをした。

「僕らはこだわりが強いから、大量生産に難色を示しがちなんだよね。古い価値観って言うのかな。長くいいものを身につけてもらいたいって気持ちは消せないよね」

「それは僕も同じです。スーツともなればなおさら」

　ヒロヤマは、先代の社長からファストファッションに力を入れるようになったのだと言う。そうして多くのブランドを生み出してきたが、高場さんのような職人には抵抗があったようだ。めまぐるしく消費されることを受け入れられない。私も、そんな早いサイクルで通り過ぎていくファッションをもの悲しく思うことがあった。もっと違うことができるかもしれないとも考える。久隆繊維の仕事は楽しい。いろいろなデザイナーと出会えるし、高場さんのような職人とも巡り会える。生地作りをするのも楽しい。でも、十年先もこの仕事をしていく自分が想像できない。私は、ほかにやりたい仕事があるのだろうか。私はどんな仕事がしたいのだろう？　できるなら、久隆繊維にも、高場さんたち職人にも利益を生み出せる仕事をしたい。うーん、と首をかしげ続けた。

「ねえ、悠矢。ヒロヤマの企画って職人さんとコラボできないのかなぁ？」

「コラボ？」

「ラグジュアリーな装いっていうなら、高場さんのスーツってはまると思わない？」

　でも、問題がある。高場さんに目を向けると、メジャーをポケットにしまって肩をすくめていた。

「人手が足りないから無理だよ」

　少なくとも高場テーラーでは無理なのだ。一人で仕事をしているが、注文もそれなりにあるので手が回らない。ほかにスタッフがいれば少し話は変わっただろうけれど。

「そこをなんとか！」

「なんともならないよ、いまの状態じゃ」

「高場さんのスーツぅ……」

「神内くん。仮縫いが終わったら連絡するからまた来てくれる？」

「私はまたスルーされちゃった！」

　もう、とふてくされながら生地の見本を鞄に詰め込む。ひとつでも仕入れてもらえたから今日は上々だ。

「今岡さん。今日の発注、これも追加ね」

　発注書を渡され、受け取る。ウールやポリエステルなど、ベーシックなものをたくさん仕入れてくれるようだ。カシミア混、フランネルといった冬ものも多く含まれている。

「早い人はそろそろ冬物をオーダーされるからね。準備はしておかないと」

「ありがとうございます！　帰ってすぐに手配しますね」

　今日はもうすでに上々と思っていたが、大量発注だ。うれしい。

　発注書を手にむふふとちょっと気味悪く笑っていると、高場さんが「発注やめようかな」と呟いたので、気が変わる前に早々に店をあとにした。




　その日、悠矢と別れて仕事に戻ったあとはいつもどおりが続いた。営業へ出たり、仕入れの手配をしたり、工場で糸を吟味したり。仕上がった生地を見て、もう少し打ち込みをしっかりできないかと工場長と試行錯誤もした。

　そうして一日が過ぎて、仕事を終えたのは二十時前だった。今日の晩ご飯はどうしようかな、なんて考えながらスマホを確認してみると、悠矢からメッセージが届いている。

「……迎えにいきます……」

　……って書いてある。メッセージが届いたのは十九時半。慌てて周りを見てみると、見覚えのある車が路肩に停まっている。あれは悠矢の車だろうか。おそるおそる近づいてみると、運転席に座る彼が私に気づいた。助手席側の窓が開いて乗るように促され、ドキドキしながらそれに従う。

「お疲れ様です、明純さん」

　助手席のシートに座ると、悠矢が笑顔を向けてくれる。

「お疲れ様……。ごめん、メッセージ見てなくて……」

　気まずくて俯いていると、彼に手を握られた。悠矢の体温はなんだか安心する。

「大丈夫です。昨日一緒にいた男性が、まだ残っていると教えてくださったので」

　たぶん工場長のことだろう。社員は全員、一階の事務所にあるネームプレートを裏返して出退勤する。それを確認して悠矢に伝えてくれたのだろう。

「明純さん。今夜はよかったら僕の家へ来ませんか？」

　お付き合いをしている人の家に行くというのは、やっぱり……そういうことだよね。展開がすごい早い気もするけど、誘われて全然嫌な気持ちにならないし、うれしいし……。

　明日も仕事だけど、彼は平気なのかな。

「……いいの……？」

　おそるおそる聞くと、悠矢がぱっと笑顔を見せた。

「はい。ぜひ」

　それならと彼の家へ向かうことにする。こんなに早く彼の家へお邪魔するなんて思っていなかったし、連日会うとも思っていなかった。お付き合いするって、こういうものだっけ。久しぶりすぎて全然わからない。

　車を走らせながら、悠矢が口を開いた。

「今日、いろいろ考えてました。次の企画のことや、コラボの話、明純さんのこと……」

　ぼっと顔が熱くなったのは、たぶん意識しすぎたからだ。最後に私のことを持ち出すなんて、照れてしまう。

「コラボ案、美濃さんが乗り気でしたよ」

「本当？　コラボ実現しちゃう？」

「できるかもしれません」

「やったぁ！　さすがヒロヤマ。いまからわくわくしてくるね」

「……そのことなんですが、明純さんの力を借りられないかと思っています」

　悠矢の顔をさらに覗き込むと、信号で止まったタイミングでしっかりと目を合わせられた。いつもの人懐こくて情熱を隠さないまなざしではなく、触れると冷たく感じるような目だ。今朝、ホテルで着替えていたときに見た雰囲気に近い。

「私の力……？」

「ヒロヤマはいままでも高場さんのような職人との企画を考案してきました。ですが、展開するブランドはファストファッショのイメージが強く、多くの企画は成立しなかった」

　高場さんが言ったように、手作りや伝統技術を受け継いでいる職人からしてみれば、大量生産、大量消費というサイクルの早さは受け入れられないことは多いだろう。それでも、生き残るために手を組む工房や職人はいる。大企業だからこそ、大量生産ができてコストを抑えられる強みもあるのだ。その折り合いがつけられない気持ちも、わからなくはない。そして、悠矢が彼らの技術を欲しているのも理解できてしまう。

「世界には素晴らしいデザイナーも、ブランドも多く存在しますが、日本にも素晴らしい職人や技術があることを知ってほしい。今回の企画はヒロヤマのファストファッションのイメージを払拭したいのはもちろん、彼らの存在を伝えられればと思っています」

　走り出す車の車窓へ目を向ける。

　通りに面して明かりを点す店の中にはアパレルショップが多くあった。こんなにもたくさん、服飾が並んでいる。海外ブランドも、国内ブランドもひしめき合うように。

　量を求めれば質が落ちる。質を上げれば量が作れない。機械を入れることを嫌がる人もいる。私はそういう人たちに生地を買ってもらって、いろんな話を聞いているから、職人さんが苦悩しながら生き残ろうと頑張っている姿も見えてしまう。

「うまく折り合いがつけられるところって、どこなんだろう……」

「だから、一緒に考えてください」

「一緒に……？」

「そういうのはだめでしょうか。会社的には協力を得られるならと認められたんですが、こういうのってやっぱり公私混同かな……」

　困ったように悠矢がそわそわしている。これはひょっとして、仕事にかこつけて……ということだろうか。彼にしては珍しく落ち着きがなくて、一生懸命考えてくれたのかな、なんて思ったら頬が緩んでしまう。冷静になってもらったほうがいい気もするけど、気持ちはうれしい。なんて言おう……。

　迷っていると、車が住宅街へ入っていった。この時間だからか、人通りは多くない。おしゃれな戸建てが並んでいるが、車はそこを通り抜けてさらに奥へと進んでいく。正面に、大きなマンションがあり、彼の車はそのマンションの駐車場へ入っていく。

　車を駐車したあと、煌々とライトアップされたエントランスをくぐり、エレベーターに乗った。ここまでの間は思ったよりも普通だ。オートロックだし、待合スペースもあるし、絨毯も昨日のホテル並みにふかふかだったけど、それ以外は特に変わったところはなかった。エレベーターで上がっていったあとも、広いホールに出はしたが廊下も普通だ。よかった、外観がいかめしかったので怖じ気づいたが、大丈夫そうだ。

「明純さん」

　いままで黙っていた悠矢が足を止める。そして、私の手をきゅっと握った。

「その……ここで一緒に暮らしませんか？」

　ためらいがちに紡がれた言葉が一瞬理解できなくて首をひねった。悠矢をじっと見ていると、視線に気づいたのかまっすぐ身体を向けて真剣な目で見つめ返された。

「……ん!?」

　びっくりして一歩後ずさる。だが、手を握られて逃げだすことはできなかった。

「仕事のこともあるし、明純さんに毎日会いたいし……」

「ゆ、悠矢。あのね、ちょっと冷静になったほうがいいと思うの。仕事をするのも、毎日会うのも、一緒に住まなくてもできるよ」

　制止しようとする私に、彼はかぶりを振った。違う、と言いたげだ。

「僕はずっとあなただけなので……急いていることも拗らせ気味なのもわかってます」

「わかってるんだ！」

「あなたと離れる時間が惜しいんです。僕も久隆繊維に転職しようかな……」

　会社放り出す気だ……。なかなか暴走してるな。

「悠矢、そんなに急いで大丈夫？　焦らないでゆっくり考えたほうがいいと思うよ？」

「考えてます。勢いとか、適当な気持ちでは言ってませんよ」

　悠矢が、冗談や一時の感情でこんなことを言っていないことくらいわかっている。私を見つめるとき、彼からは絶対に逃げないという意思が垣間見える。私のことをちゃんと思って、いろいろ考えてくれていることも伝わってくる。それは、たとえば今朝や先ほどの彼の雰囲気に表れていると思う。おそらく仕事モードだろうとき、悠矢は過ぎるくらい冷静に思考を回しているのが見て取れる。きっと、考えることは得意なのだろうし、決断も早いのだと思う。だけど、私と向き合おうとしてくれるとき、彼は落ち着きも、その冷静さもなくして突っ走ってしまう。全身で好きだと伝えてくれる。こんな愛情表現、いままでされたことがない。私も、彼の気持ちにもっとちゃんと応えたい。

　こういうところ、好きだなぁ。

　一人で頬を熱くしながら照れていると、彼がポケットから鍵を取り出して私の目の前にかざす。それを手のひらに乗せられると、手ごと握りしめられた。

「鍵は預けておきます。いつでも来てください」

　一緒に暮らしたいと言った彼が、決定権を私に預けてくれる。これは、彼なりの精一杯の譲歩なのだろう。

「……うん。わかった……」

「僕はあなたにしか恋をしたことがないので、なにが最善なのかわからないですけど」

　ためらいがちに、少しずつ探るように彼が言葉を探す。

「明純さん、あなただけが好きです。ずっと……」

　ぎゅっと抱きしめられて、なんて幸せなんだろうと思った。彼がいつから私を知っているのか、聞いてもまた教えてくれないのだろうけれど、それでもいい。

「悠矢。私、あなたのことをどんどん好きになっちゃうみたい」

　彼の胸元に顔を埋めて照れながら言うと、さらにきつく抱きしめられた。

「部屋……行きましょう。ちょっと我慢ができそうにない」

「うん。悠矢の部屋、楽しみ」

　腕をぐいと引かれ、急くように彼の部屋へ入った。




　悠矢の部屋は、まるでモデルルームかと思うほどきれいだった。玄関から伸びる廊下にはバスルームや洗面所が見える。廊下の先にはダイニング。その隣にアルリビングルームには、ローテーブルとソファが置かれていた。おそらく年代物のアンティークだろう。しっかりとした作りと深みのある風合いがすごく好みだ。

　悠矢がジャケットを脱いでいる間、興味津々に見回した。あまり見るのもよくないだろうが、彼がどんな生活をしているのか知りたい。わくわくしはじめていると、彼がためらいがちに私の手を引いた。

「明純さん。シャワー、使いますよね」

「あ……うん。借りたい……かな」

　今日も誘われるんだろうなとわかっていたつもりだったけど、こうして正面から言われると恥ずかしいし戸惑ってしまう。

「だったら、こっちです」

　悠矢が私の手を取って、歩いてきた廊下を引き返していく。先ほどちらっと見えたので場所はだいたいわかるが、はじめて来た部屋を勝手に歩くのも気が引けるから、悠矢が案内してくれるのはありがたい。

　程なくして脱衣所に連れてこられた。二人で入って、パタリとドアが閉まる。

「広いね。二人でも平気──」

　……二人？　あれ、と思って悠矢を見た。なんだか気恥ずかしそうにしていて、いつもの彼とちょっと雰囲気が違う気がする。

「あの……一緒に入ってもいいですか……？」

「一緒!?」

　早い、早い早い。そんな勇気が出るわけなくない？

　一人であたふたしたが、なるほど、だから悠矢もちょっと緊張していたのか。

「明純さんの身体を隅々まで洗ってあげたいし、離れたくないし……」

「その気持ちはうれしいけど、まだ早いというか……」

「だったら、シャワーを使わずにベッドに行きますか？」

　譲歩の場所がおかしい。でも、シャワーを浴びずにというのはやっぱり抵抗がある。汗もかいたし、工場で糸やら生地をばさばさしているので今日も埃っぽい。

「一秒も離れたくないんです」

　首筋に唇を寄せられ、ちゅっとキスをされる。

「お風呂まで一緒だとすぐにときめきが失われるような……」

「僕が明純さんにときめかなくなることなんてあり得ませんけど」

　言い切っちゃうんだ……。

「だって、恥ずかしい……」

「僕もそうですよ。でも、あなたの身体を隅々まで……と考えたらどうでもよくなりますけど。明純さんはそうじゃない？」

　それ以上に恥ずかしいほうが先だ。首を横に振ると、悠矢が不思議そうな顔をする。

「恥ずかしいからちょっと待っ──」

「じゃあ、なにも考えられなくしてあげます」

　悪意なんてなさそうな笑顔を向けられ、口をぱくつかせた。話が通じないというか、通じてはいるんだろうけど聞いてくれる気がないというか。

　肩に触れられ、そのままそろりと手が腰へ滑った。身体を向き合うように反され、ふわりと触れるだけのキスをされる。

「悠矢って、けっこう自分を押し通しちゃうよね」

「それを嫌がられるならやめるんですけど、明純さんはそうじゃなさそうだから」

　ちゃんと私の反応を見て強引に迫ってきているのか。まあ……嫌じゃないんだけど。

　彼の胸元に頭を擦りつけていると、悠矢が面白そうにクスクスと笑った。

「抗議のつもりですか？　そういうのも可愛い」

　顎を掬われ、唇が重なる。甘く吸われ、そのまま頬、耳へとキスが移っていく。

「っん……」

　首筋から鎖骨へと手が滑り、ジャケットを脱がされる。ただじっとしていると容易に受け入れるようでなんとも言えない気持ちになるので、彼の手をきゅっと掴んだ。

「明純さん、離して？」

「でも……大人しく受け入れるのは恥ずかしいよ」

「そんなことないのに」

　かぷりと耳を甘噛みされ、耳朶を吸われる。そのまま舌が這って耳孔に差し込まれた。

「っあ……んっ……」

「……ね。なにも考えられなくなるでしょ」

　くらくらする頭で頷いた。彼に触れられて、ずっと抵抗し続けるなんて私には無理だ。たくさん触られたいし、彼の体温をもっと感じたい。

「明純さんは感じやすいから」

「……悠矢が触ってくれるからだよ……」

「それならいいんです。僕だけに、その蕩けた顔を見せてくださいね」

　背中に手が回され、ブラのホックが緩められる。心許なくなった胸元が気になって見下ろすと、悠矢の手がブラウスのボタンを外している。慣れたように動く器用な手つきは、じっと見つめていると淫猥に見えた。

「もう……本当に恥ずかしいよ……」

「明純さん、こっち向いて」

　言われるまま顔を上げると、ちゅっとキスをされる。そのまま舌を差し入れられると意識は自然とキスへと逸らされた。

「ふ……っんぅ……」

　ブラウスを開いた身体に、彼の手が滑るように這う。胸を優しく揉まれ、胸の飾りをコリコリと硬く尖らされた。

「んっあ……」

　きゅっと摘ままれると膝から崩れ落ちそうなほどの快感が全身を巡っていく。

　悠矢の身体にもたれ掛かると、脚の間に膝を入れられた。

「悠矢……」

「明純さんが崩れ落ちないように……ね」

　いたずらをするように笑いながら、彼もシャツを脱いで上半身を晒す。手を取られ、身体に押し当てるように引き寄せられると、心臓がドッと大きく高鳴った。

「身体、触るのは慣れないね……ドキドキしちゃう……」

「僕もですよ。明純さんに触ってもらえるなんて夢みたいで……」

　壁に身体を押しつけられると、差し入れられた膝がゆっくりと動かされる。そのたびに秘所を刺激して腰が勝手に揺れた。

「あ……っん……悠矢、待って……」

　スカートの裾を引き上げられ、太腿がさらけ出される。そろりと撫でられたかと思うと、彼の手が徐々に中心へ迫ってきてショーツの隙間から指を差し入れられた。

　秘裂を探られ、ぬるりと滑る。

「んっ……、あ……、これは……」

「言い訳なんていらないですよ」

　ぬちゅぬちゅと濡れた割れ目をなぞられ、肉芽が捉えられる。焦らすように捏ねられ、身体がびくびくと小さく快感に震えた。

「あ、ああ……っ」

「明純さん……好きです」

　唇を奪われ、仰のかされる。呼吸まで奪うほど深く舌を絡ませ合う口づけは、酸欠状態も相まってか頭がひどくくらくらする。

「悠、矢……あ……っん……変じゃ……ない……？」

「全然。すごく可愛いです。だから、もっと感じて」

　花芯をきゅっと摘ままれると腰が大きく跳ねた。優しく触れてくれるのに、的確に快感を与えられる。そして、どんどん追い詰められていく。

「あ……あぁっ……んっ、ぅ……」

　水音がぐちゅぐちゅと大きくなった。快感が大きくなって、絶頂まであと少しと息を詰めたが、悠矢がそっと手を離す。

「もっととろとろにしてあげたいから、まだだめです」

　縋るように彼を見つめると、いたずらっぽく笑ってこめかみにちゅっとキスをされる。

「悠矢……意地悪、しないで……」

「明純さんに気持ちよくなってもらいたいんです。もっと、たくさん」

　彼が服に手を掛け、着ているものを脱がされる。スカートも、ショーツもひとまとめにして床に落とされ、悠矢も焦れたように脱ぎ捨てる。そして彼の手に促されてバスルームへ押し込まれた。脚がふらついてうまく歩けないが、悠矢の手がしっかりと抱きかかえていてくれる。

「僕にもたれ掛かっていてください」

　シャワーの湯を出し、身体を引き寄せられた。密着する肌に心臓がばくばくとうるさくなって羞恥心で頭がいっぱいになりかけていると、彼の手がぬるりと身体を滑った。

「っ……あ……なに……」

「そのまま、じっとしてて」

　ボディソープをつけて撫でられ、いつもよりなめらかになぞられる。

「あ……っや……悠矢、自分で洗うから……」

「明純さんは感じていてくれればいいんです。自分で触ったらだめ」

　じゃれつくように顔を寄せられ、頬や耳にキスをされる。ぬるぬると滑る彼の手は、くすぐったいような、でもじれったいような不思議な感じだ。

　胸先を捏ねられ、肉粒が硬く尖っていく。

「あ……っんぅ……」

　腰がびくっ、びくっと跳ねるたびに彼の手が身体を引き寄せてくれる。が、背中には硬い感触が当たっている。

「んっ……、悠矢……その、背中に……」

「好きな人とこんなふうに触れ合って、どうにもならないはずがないでしょう？」

「……そうだけど……」

　頭ではわかっていても、強く主張する存在感に落ち着かないのだ。

「明純さん、こっち向いて。キスしたい」

　頬に手が添えられ、振り向くよう促されると悠矢と目が合った。欲情した男性の目をしていて、鼓動がどんどん早くなっていく。呼吸の仕方も忘れたようで、浅く呼吸を繰り返していると唇が塞がれた。

「んっふ……ゆう、や……」

「……すごく可愛い」

　うっとりと囁かれるだけで身体が奥から期待の熱に燃える。悠矢の声は私をひたすら誘惑し続けるなにかを持っているのだろうか。

　全身にシャワーを掛けられ、泡が流されていく。わずかでも隠されていたものが消えて恥ずかしい。彼の腕に手を掛けてすり寄るとうれしそうに彼が首元に顔を埋め、全身をなで上げていく。

「好きです……明純さん」

　身体を這い回る手が脚の間に滑り込まされる。長い指がぬるりと花弁の間に割って入り、花芯を捏ねた。

「あぁっ……、んっ……」

　しなるように身体が仰け反り、容易に快感を捉えてびくびくと震え出す。

「あ、悠矢……あ、あっ……！」

　軽い絶頂へ押し上げられ、膝から崩れ落ちそうになった。彼の腕が支えてくれたが、触れられるだけでまた快感が背中を這い上がっていく。

「ベッドに行きましょうか」

　シャワーを止めて脱衣所で軽く水分を拭ったあと、彼に抱き上げられて寝室へ運ばれた。ベッドに仰向けに下ろされ、重みが掛かると彼の髪に触れて指に絡ませる。

「悠矢……」

　両足を持ち上げられ、身体を半分に折るように曲げられる。

「本当に……好きです……」

　昂ぶった様子で私を見下ろしたあと、彼は無防備に晒される秘部に口をつけた。

「あ……っ、ああっ……」

　ねっとりと花芯を舐められ、快感に声が漏れる。いつもより興奮しているのは、ベッドから香る彼の匂いに包まれているからだろうか。

「溢れて止まらないですね……いやらしくてすごくいいです」

「だって……悠矢の匂いがするから……」

　恥じ入りながら口にすると悠矢はうれしそうに目を細めて私を見上げて、再び秘部に顔を埋めて蜜をすすり上げた。

「ああ……っ、んっあ……」

「……可愛い……」

　恍惚とした表情を浮かべながら、指が蜜壷へ押し込まれていく。

「っ……あ、ああっ……」

　ぬぷぬぷと膣襞をかき分けて侵入してくる指が中を弄り、ざらつく天井を擦った。

「は……っあ、ああ……や、んっあ……、ああっ！」

　中を強く押し上げられると、敏感になった身体はあっけないほど簡単に絶頂へ上り詰める。びくびくと震える足先が、彼の手に捉えられて引き寄せられた。

「明純さん……ずっと僕だけのものでいて」

　膝や腿に顔を寄せられ、つっと舌が這う。

「んぁ……っ、ん、んっ」

　少しの感覚にも敏感に反応して期待に胸が高鳴った。再び蜜孔から指を入れられる。

「あ、あっん……」

　膣壁が異物をきつく締め上げると、彼が恍惚とした表情で吐息を漏らす。

「明純さん……入れていい……？」

　ぐちゅぐちゅと中をかき混ぜられ、持ち上げられた脚が快感にビクビクと跳ねた。

「ん……っ、うん……」

　身体を抱き起こされると、ベッドに座った悠矢が膝を跨ぐように促す。それに従うと、焦れて熱く濡れた蜜口に硬い熱が押しつけられた。

　避妊具を身につけたあと、耳元で彼が囁く。

「そのまま腰を落として」

　少しずつ腰を落としていくと、ぬぷぬぷと彼の欲望が体内に侵入してくる。

「あああっ……あ、ああっん、ふ……っく……」

　彼の首に腕を掛けてしがみつきながら揺すり上げられると、目の前が真っ白になった。

「ああっ、あ、あっ……悠……矢、は……っあ……」

「……溶けそう……」

　吐息を零す彼の声に頭がクラクラする。

　臀部の柔肉を掴まれ、上下に揺すられると最奥に彼のものが当たる。そのたびに呼吸が止まって意識が飛びそうになった。

「っは……、っ、あ……あ、あっ……」

　強く突き上げられ、子宮口を抉られると身体が大きく仰け反る。

「明純さん、逃げないで。もっと、深く……」

　腰をがっちりと掴まれて逃げ場をなくした最奥が容赦なく抉られた。息が詰まって、悠矢の首筋に顔を埋める。

「っ……、っく……ふぁ……、あっ、深……あぁっ」

「でも、嫌がってない」

　ずちゅずちゅと音を立てて抽送されるたび、大きな快感が全身を駆け巡っていく。逃げたいくらいの衝撃なのに、身体は素直にその快感を受け入れたがった。脚を悠矢の腰元に絡ませ、無意識にもっと深く繋がろうとする。

「悠、矢……、あっ……は……」

　キスをねだって顔を寄せると、情欲に染まる彼の表情が少し和らいだ。

　唇を食んで吸われ、舌を絡め合う。律動に合わせて腰を揺らめかせると、悠矢が苦しげに息を詰めた。

「……これ……、気持ちいい……」

　熱っぽい吐息とともに、恍惚とした甘い声が落ちる。悠矢が気持ちよくなってくれるならと、誘うように腰をくねらせた。

「明純さん……そんなにされたら……」

　上擦った声と、蕩けてしまいそうな表情に胸がざわつく。こんなふうに感じてくれている姿を目にしたら、もっと違う顔も見たくなる。

「悠矢のそういう顔……もっと見たい……」

　腰を浮かせると、彼の手が腰を掴んでぐっと引き下ろす。まっすぐ突き入れられる熱塊に息を詰めた。

「っあ……、あぁっ、んっく……ふ……奥……まで……」

　言い終えるよりも早く、さらに下から突き上げられる。奥の奥までこじ開けるように穿たれ、お腹の深い場所がじんじんと痺れた。

「僕……いつか明純さんをめちゃくちゃに壊しそう……」

　自分で腰を浮かせているつもりが、いつの間に彼の手によって上下に揺さぶられている。ずんずんと最奥を打ち付けられ、身体が規則性もなくビクビクと震えて頭の中が白くなった。

「んっ……あ、悠矢……、あ……だめ……、待っ……あ、んっ……」

「めちゃくちゃにされるのは怖い？」

　いたずらをするような声で彼がわずかに笑った。

「違……、あ、は……ああっ……、深いの、だめ……」

　きゅうきゅうと膣壁が彼の熱を締めつけていくのがわかる。引き抜かれて、最奥を叩かれるたびに身体の中から弾けてしまいそうななにかを感じて怖い。

「違うの？　……僕、明純さんには加減できないよ……？」

　彼の手がそろりと秘部へ滑る。なにをしようとしているのかを悟って彼の手を掴んだけれど、力なんてまるで入らなかった。

「だめ……、触っちゃ……」

　返事の代わりに、悠矢が優しく微笑む。でも、彼の指先は裏腹に意地悪だ。

　肉芽をきゅっと摘ままれ、燻っていた快感が一気に弾ける。

「あああ……っ、あ、ああっ……！」

　全身が震えて絶頂すると彼は一度熱を引き抜いて、私の身体をうつ伏せに反す。腰を高く持ち上げられて臀部を突き出す格好にされたあと、再び秘孔へ熱が押し込まれた。

「っ……く、ん……あ、ああっ……」

　快感に震える肉壁を、彼の熱が押し開きながら侵入してくる。ズン、と最奥を突かれると全身がガクガクと震えて意識が一瞬途切れた。

「あ……ああっ……あ、は……っん……」

　だらしなく開く唇から止めどなく嬌声が漏れる。幾度も突き上げられ、もうなにも考えられなくなっていた。

「あっ……あ、は……んっぅ……ふ……あぁっ」

　全身が熱い。身体を伝っていく滴が愛液なのか、汗なのかもわからないくらいに燃えてしまいそうだ。

「んっあ……は……あっ」

「いい声……もっと感じて……」

　上擦った声に囁かれ、お腹の奥がきゅうきゅうと切なく疼く。

「悠矢……ぁ……、も……深いの……、だめ……あ、あっん……」

「……ここ？」

　ぐりぐりと子宮口を擦られ、逃げだそうとベッドの上を這った。

「んあ……っ、あ、あっ、く……んっぅ……」

「逃げないで……ってさっきも言いましたよ？」

　彼の腕にぎゅうっと抱きしめられる。肩も腰も押さえられて身動きができない。

「もう……変になっちゃう……」

「……やめてあげない」

　ゆっくりと熱が膣内から引き抜かれたかと思うと、一気に挿入される。

「っ……ぅく……ふ、ああ、ああっ！」

　目の前で火花が散るような衝撃に、シーツをきつく掴んで耐えた。

「あっ、あ……、悠矢、ああっ……や、だめ……」

「奥まで届くと、明純さんの中はすごく喜んでくれる……」

　がっちりと抱きしめられたまま、快感に下がった子宮口が容赦なく突き上げられる。お腹が引き攣れて壊れそうだ。

「悠……、矢、あぁっ……待っ……、少しでいいから……あ、あっ……」

「本当に嫌？」

　ぴたりと動きを止められた瞬間、身体が熱に疼いた。汗ばんだ肌が吸いつくように触れ合っている。彼の熱も、膣内で強く主張してくる。抉られて痺れた下腹部が、きゅうっときつく締まって彼を求めた。

「……嫌、じゃない……もっと……、して？」

　彼の手が頬に沿わされて私の顔を振り向かせる。されるまま従うと、唇を重ねられて呼吸が奪われた。

「んっ……く、ふ……んっぅ……」

　絡め合った舌を吸われ、離される。

「じゃあ、明純さんからおねだりして。さっきみたいに誘われたい」

　機嫌はすこぶるよさそうなのに、意地悪をいう悠矢をちょっと恨めしく思いながら、自ら腰をくねらせてつたなく抽送を促す。

「……これ……恥ずかしい……」

「僕はそそられる。明純さんが僕をほしがってくれるの、すごくうれしい」

　背中にちゅっとキスが落ち、そのまま舐め上げられた。ぞくぞくとした快感が背筋を這い上がってくる。

「ああ……っ」

「どこを触っても感じるみたい……」

　何度も吸いつくように背中にキスをされるたび、下腹部がきゅうきゅうと切なく疼く。

「悠矢……ぁ、あ、んっ……」

　先ほどのように強く最奥を穿たれたいのに、彼の腰遣いはひどく優しい。羞恥心をこらえて腰を振っても、悠矢は腰元をそっと撫でて熱の混じる吐息を零すばかりだ。

「意地悪……しないで……、悠矢……」

「いやらしい明純さんをもっと眺めていたいなって思ったんだけど……」

　腰を揺らし、彼の欲望を招き入れるタイミングで、ズッと強く楔が打ち込まれた。

「ひ、ぁ……あ、ああっ……あ、はっ、んっ」

　頭の先まで突き抜けるような快感が走る。肌を激しく打ち付けて、悠矢が再び容赦のない抽送を繰り返した。

「ああっ、んっ……あ、はぁっ……ああっ」

「さっきよりきつく締めつけてくれる……物足りなかった？」

　何度も頷いて首を縦に振る。乱れた髪を彼の手がそっと束ねて、うなじを晒すように肩の前へ流してくれたが、すぐに首筋に甘く噛みつかれた。

「んっぅ……ふ……あ、あっ……」

「明純さん……好きです……ずっと僕だけに溺れてて」

　胸元に手を掛けられ、胸先の飾りをきゅうっと摘ままれる。

「んああ……ああっ……、悠……矢、あ、あっん……」

　打擲されるだけでも意識が飛びそうなのに、弱い場所を同時に触られたら全身から力が抜けてしまう。

　ぐったりとベッドに伏せると、彼の手が腰だけを高く上げた。

「明純さん……頑張って……？」

「う……ん……」

　のろのろと腕を突っ張って身を起こすと、腕を掴まれて後ろに引かれる。

　上体を強引に持ち上げられ、強く揺すり上げられた。

「っは……あ、あ……あっ、んぅ……ふ……」

「こっち向いて、明純さん」

　振り向くと、キスをねだられて唇を重ねる。差し込まれた舌と、繰り返し突き上げられる衝撃に乱れた呼吸で応えた。

「明純さん……もう……」

　切なく、甘えるように声を落としたあと、彼の腕がきつく私を抱きしめる。

「悠……矢、あ、ああっ！」

　強く熱を打ち込まれると、一気に快感が弾けた。ガクガクと身体が震え、仰け反る。攣縮した膣壁が彼の欲望を離すまいと締めつけると、皮膜越しにドクドクと熱を注がれた。

　絶頂の浮遊感に頭がぼんやりとしている。全身が脱力して、自力では支えきれずにベッドへ沈み込んだ。

「明純さん……無理、させてごめんなさい……」

　背後から覆い被さってきた彼が労るように、全身を撫でていく。

「ううん……、大丈夫……」

「……好きです……明純さん」

　仰向けに向きを変えられ、啄むようなキスを何度もされた。この瞬間が、一番好きかもしれない。愛されて、気持ちを伝えてもらえて、甘えられるなんて幸せだ。

「私も──」

　ふっと彼が吐息を零す。その仕草に一瞬ドキリとしたが、すぐに膝が割られて大きく開かされると、焦って彼の手を止めた。

「ゆ、悠矢……？」

「まだ、全然足りないです。……いいですか？」

　甘えるように言われて、だめだと拒めるはずがない。こんなときの悠矢は、捨てられた子犬のような目をしていて、押し切られてしまうのだ。

「……いいよ。いっぱいしよう？」

　快諾するとうれしそうな顔をしてちゅっ、ちゅっと口づけられた。そして、彼の衰えることのない欲望が膣内に侵入してくる。

「っ……あ、ああっ……悠矢……、あっ……」

　彼の熱に溺れていく。

　背中に腕を回して自ら腰を押しつけると、彼の腕にしっかりと抱え込まれた。そのまま強く突き上げられ、繋がった場所から際限のない快感が広がっていく。

「んっ……あ、ああ……」

　乾いた音をぶつけ合いながら、恍惚と見下ろしてくる悠矢にキスをねだった。優しく唇を食まれ、舌を絡ませあう。

「ん、んっ……」

　身体を横向きにされ、脚を持ち上げられた。ぬちゅぬちゅと音を立てて抽送されるたび、慣れない場所を擦られて身悶える。

「あ、ああっ……は……んっ……ゆう、や……あ……」

「また明純さんの好きな場所、見つかったね……」

　蕩けるような、うれしそうな声が落ちる。

　膣壁の横側が執拗に抉られ、びくびくと持ち上げられた脚が震えて暴れ出しそうだ。

「あぁっ……、それ、本当に……、あ、んっふ……」

　絶え間なく与えられる快感から逃げようとシーツを掴んで這う。でも、悠矢の手が私の身体をがっちりと掴んで固定した。

「明純さんは気持ちいいとすぐに逃げようとする……」

「あ……悠矢……ぁ……待っ……」

　ぱちゅっ、と強く肌をぶつけて突き上げられる。視界が真っ白になって、身体がびくびくと跳ね上がった。

「っ……あ、ああ……あ、や、っあ、んっ……」

「もっと僕だけを感じてほしいのに……ね、明純さん……」

　ふっと笑いかけてくれてはいるが、悠矢が加減をしてくれる気配はない。彼の手がそろりと身体を這い、下腹部を撫でる。そのまま脚の間へと滑らせ、膨らんでさらけ出された花芯をぴんっと指ではじかれた。

「っ……あ！　あ、ああっ……！」

　あっけないほど簡単に絶頂へ押し上げられ、全身が魚のように跳ねて震えた。膣壁が攣縮して内側に穿たれた熱をきつく締めつける。

「ッ……、気持ちい……」

　切なげに眉根を寄せ、吐息を零す悠矢の顔を見つめた。彼と目が合って、引き合うように口づけを交わす。

「悠矢……気持ちいい……、んっ……、ふ……」

「うん……、そうやって素直に感じて」

　身体を仰向けにされ、両手の指を絡めて繋ぐ。ベッドに押しつけられて逃げ場はなくなったが、より深く悠矢と繋がっているような気がする。

「やっぱり、悠矢の顔を見てたい」

「明純さんの顔がよく見えるし……」

　顔を寄せて一度唇を啄んだあと、いたずらっぽく彼が笑う。

「イくところもちゃんと見せてね、明純さん」

「え……」

　ズッと深く突き上げられ、最奥を貫かれる圧迫感に息が詰まった。急な衝撃に敏感になった肉壁が強く蠢く。

「んあっ……あ、っ……あぁっ……や、あ……っ」

「こんなに締めつけてるのに、嫌なんて嘘ばっかり……」

　ひときわ強く反応する場所を執拗なまでに擦られ、腰を浮かせた。逃げられるような気がしたのだけれど、悠矢の腕にがっちりと捕まえられてしまう。

「悠……矢、あ……っは、んっ……」

「明純さんの好きな奥、いっぱい突いてあげますね」

　ぱんっと腰が打ち付けられる。全身を突き抜けていくような快感に手足がびくびく震えて止まらない。

「っ……は、あ、ああっ……悠、……あ、奥ばっかりだめ……、んっあ、ああっ」

　首を左右に振って懇願しても、貫かれる衝動の激しさは変わらなかった。ぬちゅ、ずちゅと愛液が溢れて混ざる音が大きく響く。

「んっ、く……ふ、あ……あっ……壊れ、そう……」

　お腹も強く引き攣れるようだ。彼の熱が最奥まで押し込まれると歓喜するようにきゅうきゅうと締めつける。自分の身体が変になっていく。

「僕を見て、明純さん」

　頬に手をあてがわれ、目をしっかりと合わせる。欲情に染まる彼の視線に腹の底が熱くなるような感覚がした。

「今度は逃げないでね」

　パンパンと肌を打ち付けて、膣壁が熱塊に抉られる。子宮口をぐりぐりと刺激され、頭の中も目の前も白くなった。

「あっ、あっ……あは……あ、ああっ……悠矢……あ……っ！」

　限界を迎えた感覚が、一気に溢れて弾ける。身体の中で風船が割れるような衝撃がして、全身がこわばった。やがて弛緩して腰が跳ね、ビクビクと痙攣する脚が宙を掻く。

　ぎゅうっと悠矢の腕に抱きしめられると、膣内で彼の欲望が吐き出された。どくどくと脈動する感覚に、蕩けそうなほどの快感を味わう。満たされたこの瞬間が好きだ。

「悠矢……」

　名前を呼ぶので精一杯だったけれど、少し身体を離して悠矢が顔を覗き込む。不安そうな、でも優しい目をしてちゅっとキスをしてくれた。

「好きです……明純さん……」

「うん……私も……」

　眠りに誘うように優しいキスが瞼に落とされ、私の意識はそのまままどろみに沈んだ。







四








　悠矢から合鍵をもらって一ヶ月。結局ほぼ同棲状態となっている。

　付き合い始めてすぐの盛り上がっているタイミングで、半同棲状態になったら私よりも彼が興味をなくす可能性が高そうだ。だって、私は日ごとに彼を知れて新鮮な気持ちが続いているけど、悠矢は昔から私を知っているようだし……。目新しさなんてあるのかな。

　鞄をソファに置いてシャワーを浴びる。今日もあちこち走り回ったし、気温も高くなっているので汗だくになった。

　石けんのいい匂いに包まれて幸せな気持ちでバスルームを出て、悠矢から借りたスウェットを着る。フリルのついた可愛い部屋着も買ったが、彼の服を借りているときのほうがうれしそうにしてくれるので、ずっと借りっぱなしだ。

　ダボダボした服の袖をまくり上げて、キッチンでオレンジジュースをグラスに注いだ。それを持ってリビングルームのソファで正座する。ヒロヤマの企画に少しでも貢献したい。久隆繊維にとっても大きな仕事なので必ず成功させなくては。

　足を崩して体育座りをして、膝の間に顔を埋めた。

「悠矢の力になれたらいいのになぁ」

　むーっと唇を尖らせながら思案する。そういえば、悠矢は高場さんにどんなスーツを作ってもらえることになったのだろうか。早く彼のスーツを見てみたい。彼はどんな色を選ぶのだろう。ぬくもりのあるカラーが悠矢に似合う気がする。

「久しぶりにちょっと描いてみようっと」

　鞄から適当な紙を引っ張り出し、ペンを握りながら悠矢に着てみてもらいたいスーツのデザインを考えた。スタイルがいいのでイタリア産の柔らかい生地を使ったスーツも似合うと思う。打ち込みのいい生地でかっちりとしたスーツは彼っぽい気がする。

「うーん……」

　あれこれ描いて、オレンジジュースに手を伸ばした。昔から好きなジュースだ。就活のとき、ファミレスのドリンクバーでずっと飲んでいた。

「悠矢って、前髪下ろすと年齢より若く見えるというか、幼く見えるのよね」

　彼のことを想像して一人でにまにましているのはだいぶ気持ち悪いが、こういう時間も楽しい。たまにはデザインの仕事もやってみたい。

　テーブルの上でペンを走らせ、もう一度グラスに手を伸ばした。

「あっ」

　が、グラスを引っかけてオレンジジュースを零してしまった。慌ててキッチンへ布巾を取りに行く。床まで零れていなくてよかった。

　テーブルを拭いて、濡れてしまった紙も拭いて、ふと手が止まった。

「……思い出した……」

　どこかで見たような気がすると思っていた。それがどこだったのか思い出せずにいたけれど、ようやく記憶のかけらに引っかかった。

　悠矢と出会っている。学生時代だ。私が就活に励んでいたころの、ファミレスで──。





　◇






「神内くん、電話はしてないよ？」

「明純さんと同じ方法なら高場さんを説得できるんじゃないかと思ってるんですよ」

「無理だよ。あれは今岡さんだから許してるだけなんだから」

　高場テーラーの作業場は、立ち入ることの許されない場所だ。扉を開けて、部屋に踏み込まない場所で立ち止まって話す。それがここひと月くらいの僕と高場さんとの関係性。

「明純さんはこの部屋に入ったことがあるんですか？」

「用があれば入ってもらうよ。それ以外はカウンターでごねてるだけ」

　彼女の姿が目に浮かぶようだ。大好きな高場さんにスーツを作ってもらいたくて、カウンターでジタバタしているのだろう。想像するだけで頬が緩んでくる。

「……可愛い……」

　彼女に会いたい。抱きしめて、キスをして、あわよくばベッドに連れ込みたい……。

　そんな僕の胸中を察したように高場さんが苦笑いしながら作業場から出てくる。手には、スーツ一式。

「君のスーツ、仕上げたから試着してみてくれる？」

「久隆繊維一押しのモヘアでしたっけ」

「平織りで涼しそうだよ。久隆繊維の生地は僕のお気に入りなんだよね」

　小さな繊維メーカーが、コツコツと作り上げてきた技術は多くの職人の信頼を得ている。そして、この高場昌まさ国くにに気に入られたのは大きいだろう。

　高場昌国はかつて世界を飛び回るトップデザイナーだった。だが、三十歳のころにあっさりと現役を退き、家業のテーラーを引き継いだ。

　僕が高場さんの素性を知ったのは、スーツを作ってもらうことになったあと。あのとき高場さんが漏らさなければ、彼の素性をろくに調べようともせず、そしてここまでの執着はしなかった。自社のプロジェクトを成功させたい。彼を口説くことができればほかにも続く職人は必ず出てくる。思惑はいろいろあるが、一番はやはり明純さんの願いを叶えてあげたい……だろうか。

　スーツに袖を通し、ぴったりと馴染む着心地にため息を零す。一流の腕と、これまでのノウハウが融合すれば煩わしいスーツもここまで心地いいものになる。

「君はそれを着て歩いてくれればいいよ。それで充分宣伝になるからね」

「ヒロヤマのやり方を好まないのに、経営者一族に作るのはそういう理由でしたか」

　望まなくても僕たちは大きな社交の場へ駆り出される。そこで、高場さんのスーツを着ていれば必然的に大勢の目にとまるだろう。宣伝にはうってつけということだ。

　明純さんに、真っ先に見てほしいけれど自慢になるだろうか。彼女はむくれた顔で僕を見つめるのだろうか。そんな表情、絶対可愛い。

「……明純さんにスーツを作ってあげないのは、女性だからですか？」

「レディーススーツを扱わないとは言ったけど、女性に作らないって意味じゃないよ」

　実際にブラウスを作ってもらったと彼女は言っていたし、高場昌国がレディースを作れないわけがないのだ。手が足りないのも本当だと思う。でも、別の思惑がありそうだ。

　試着したジャケットを脱いで高場さんを見ると、眉根を寄せて困ったような顔をした。

「神内くんって、オンとオフがわかりやすいね」

「そうですか？」

「目つきが変わったよ。今岡さんのことを考えてるときは優しそうなのにね」

　好きな人のことを考えるのだから当然だと思ったが、苦笑いを浮かべるだけにした。

「高場さん。改めて検討してみてください」

　鞄を取り、企画書類をカウンターに置くと高場さんは大きなため息をついた。

「また持ってきたの？　何回断ればいいんだろうね」

「僕は、諦めるつもりはありませんので」

　二人でにこやかに笑い合ってはいたが、もはやただの悪巧みをする男二人にしか見えなかっただろう。




　高場テーラーを出て車を走らせながら、いつか明純さんが思い出す日が来るのだろうかと思考を巡らせた。

　明純さんのことを知ったのは、大学に入ってすぐのころ。幅広く僕の望むものを履修できたために選んだ学校だった。そこのデザイン学科にいたのが明純さんだ。可愛い服ができたと試着して学内を走り回っていたが、すれ違うたびにこんなにきれいな人がいるのかと目で追いかけていた。ただ、彼女がオレンジ色のワンピースを着てはしゃぎ回っているのを見たときは、オレンジが人間になったのかなと本気で思ったほどだ。デザインは比較的オーソドックスなのに、使う色がどうかしている。それ以外に言葉を選べないくらい、彼女のカラーセンスは難があった。ポートフォリオをちらっと目にしたことがあったが、その内容は個性が爆発していた。それなのに堅実な会社を選ぶから就活で六連敗してしまうのだと、気づいていても言えるほど僕は彼女と親しくなかった。

　学生時代の僕は、彼女と真逆だった。顔を見られるのが嫌いで、それを隠すように前髪を伸ばして伊達眼鏡を掛けていた。平たく言うなら芋っぽい。そんな学生だったのだ。彼女の目に映るわけがない。

　明純さんとはじめて話したのはゼミの見学に行ったとき。話すと言っても、親しく話せたわけじゃない。僕が落とした書類を、彼女が拾ってくれた。「どうぞ」と微笑みかけてくれた彼女は、もう天使にしか見えなくて完全に心を射貫かれてしまったのだ。薄化粧に乗せられた、控えめだけど艶っぽい唇はいまでも忘れられない。

　彼女は、自分の好きなことを全力で楽しんで、最高の自分を見せられる人なのだと思った。それに比べて僕は、人の目を避けるばかり。少しずつでも変わってみようか。そんなことを思った、大学二年の冬。

　彼女は四年になって、就活に焦っていたようだ。いつも大学近くのファミレスに通っていて、僕も同じ店を使っていたのでぼんやりと遠くにいる彼女を眺めていた。

　五百円玉がないと泣きそうになっていたり、毎日ドリンクバーでオレンジジュースばかり飲んでいたり。いつか声を掛ける機会があるといいのに、と願うように彼女を見つめていたが、ある日、彼女がスマホを片手に勢いよく立ち上がったことがあった。どうしたのだろうと見ていると、浮かれた様子で通路を歩いてくる。僕に声を掛けるわけではないとわかっていても、ドキドキしてしまうのは片思いの妄想だ。彼女がドリンクバーまで通り過ぎていったかと思うと、すぐに戻ってきた。が、うっかり手を滑らせてしまったのだ。僕の頭上でコップがひっくり返って、オレンジジュースをしっかりと浴びた。こんな話をすれば冗談と笑われるだろうが、事実だ。彼女の浮かれ具合が尋常ではなかった。

『ひゃああっ!?　ごめんなさい！　すみません！』

　必死に謝罪する彼女につい笑ってしまったのは秘密だ。

『服、弁償します。あ、クリーニング代……どうしよう、オレンジジュースまみれ……』

　せっせとハンカチで僕の頭を拭いてくれるのはありがたかったが、どうにもよしよしと撫でられている気分で、微妙だ。喜びたいが、そんな状況でもない。

『大丈夫です。お気になさらず』

『そ、そうですか？　だったら、せめてハンカチは使ってください』

　彼女が渡してくれたハンカチは、おそらくスーツに合わせて選んだもの。ミモザの刺繍がされた白いハンカチだ。いまも大切に仕舞ってある。

『ありがとうございます』

『本当にすみませんでした。なにかあれば……』

『いいえ、大丈夫ですから。本当に』

　心臓がドキドキとうるさくなってきて、早く彼女から距離を取らないとまずいと思った。だから素っ気なく彼女を追い返すようなことを言ってしまったのだが、あのとき彼女に連絡先を聞くなり、それこそ服を見繕ってもらうなりすればよかったのだ。

　彼女は不安そうにしながらも席に戻って、居心地が悪くなったのか鞄を持ってすぐに店を出ていった。ただ、去り際に彼女は「内定ゲット！」と小さく呟いていたので、浮かれていたのはそのためだったのかと理解はできた。喜ぶのも無理のないことだ。

　そして、僕たちの縁はまたそこで途切れた。だけど思ったのだ。僕は彼女に本気で恋をしていて、彼女に見合うような男になりたい、と。いつかまたどこかで出会ったとき、彼女を少しでもときめかせられるような人間になっていたい。

　だから、学生時代の僕を彼女が忘れてくれていたのは好都合だった。できるなら思い出さないでほしいし、もっと僕を相手に戸惑っていてほしい。

　そんな過去を思い出しながら、一人で頬を緩ませる。いまの顔を彼女に見られたらなにを言われるだろう、なんて考えながら自宅の駐車場に車を止めたあと、荷物を手に家へ戻った。





　◇






　玄関で音がして、ドタバタと迎えに出た。

「悠矢、お帰りなさい！」

「……ただいま。どうかしましたか？」

「あのね、あのね！」

　飛び跳ねかねないくらいうずうずしながら、帰ったばかりの悠矢の腕を掴んだ。そこで思考も動きも止まる。悠矢との出会いを思い出せてうれしかったのだが、伝えてもいいものだろうか。彼は忘れていてくれと言っていた。それが本心なのか社交辞令的なものなのかわからない。どうしよう、と困りながら彼の手元を見た。荷物が多い。

「ま、まずは一息つく？」

「そうですね。荷物も多いし」

　彼が靴を脱いで部屋へ入る。その後ろを追いかけながら、悠矢の手にしているものは高場テーラーのスーツだなとわくわくした。

「高場さんのスーツ、できたの？」

「はい。毎日のように通ったせいか、早く仕上げてもらえました」

「見たいな。見たいなぁー！」

「ひょっとして、それが理由で慌ただしく出迎えてくれたんですか？」

「！　違った！」

　はっとして本来の目的を思い出した。高場さんのスーツを着る悠矢を想像してはしゃぐのはあとのお楽しみだ。悠矢が困ったように笑う。

「部屋着に着替えてくるので、少し待っていてください。スーツはまた今度」

「うん。待ってる」

　彼が寝室へ入って行く。なんと言って切り出そうか。昔ファミレスで会ったよね、とか？　でも悠矢と再会したのもファミレスだったし、はぐらかされるかな。

　ぐるぐると考えていると、彼がソファに座って私の肩をそっと抱いた。

「お待たせしました。明純さんの話、聞かせてください」

　こめかみにちゅっとキスをされ、抱きしめられる。言っていいのかな。彼は思い出さないでって言ってたのに、いいのかな。

「……明純さん？」

　顔を覗き込んでくる彼の目をじっと見つめる。キスをされて、首筋にじゃれつくように顔を埋められ、このままなにも言わなければいいのかもしれないと心が揺れた。そうすれば、悠矢が嫌な気持ちになるかもと考えなくていい。でも、思い出したのに知らないふりをするのは嘘をつくことにならないだろうか。

　うだうだと考えても答えなんて出ない。ここは体当たりしてみるしかないのだ。

「昔……ファミレスで会ったことあるよね。オレンジジュース、掛けちゃった……」

「……そうですね」

　彼は笑ってくれたけど、いつものような端正な笑みではなく、泣いてしまうのではないかと思うような顔をしていた。やっぱり言うべきじゃなかったかな。

「悠矢は忘れててほしいようだったけど……」

「覚えていてくれたことに驚いています」

「オレンジジュースを頭から掛けちゃった人のことは忘れないよ」

　本当に、もっとちゃんとお詫びするべきだったと思っていたのだ。いまならあのときよりマシな謝罪ができる……かもしれない。

「その出来事は覚えていても、僕のことは覚えていないと思っていました」

「名前は知らなかったけど、話したことはあったよね。ゼミの見学に来てたし」

　悠矢があのときの彼だとは気づかなかった。顔をちゃんと見たことがなかったからだ。でも、いまの彼の前髪を下ろしてみればわかる。寝顔を見て、どこかで見たことがあるような気がしたのも、面影があったから。

「……僕は、覚えていてほしくなかった」

　苦しげに彼が呟く。やっぱり、昔のことは思い出さないほうがよかったのかな。

「じゃ、じゃあ……もう言わない。触れられたくないことってあるもんね」

「明純さんの記憶にあることが問題です。あのころの僕は引くほどダサかったでしょ」

　身体を離して、彼がきゅっと私の手を握る。指先がちょっと冷たくて、少し震えているような気がするのは気のせいじゃないはず。

　彼の手を握り返しながら首をひねった。残念ながらそこまでの印象は残っていない。

「……ダサかったんですよ。顔をじろじろ見られるのも嫌だったし、自分をよく見せることに興味もなかったし」

　過去の自分に唾棄するように彼が言う。いまの悠矢にとって、過去の自分は消してしまいたい存在なのだ。だから、思い出してほしくなかったのだろう。

　話の続きを促すように彼の手をぎゅっと握りしめる。

「あなたを好きになって、振り向いてもらえるように意識改革をして変わってきたつもりだったので……昔の僕を思い出されたらあのころと比べられるのかと考えてしまって」

　だんだん声が小さくなっていく。俯いて、自信をなくしたような彼を見て胸が痛んだ。変わろうと思って変貌を遂げたのに、私が思い出したら過去に引きずられてしまうと思ったのだろう。そんなこと、全然ないのに。

「私も昔はすごくダサかったと思うし、大学でも微妙な服を作って着てたけど」

　なんとか悠矢に笑ってほしくて、茶化すように言ってみた。昔の私がダサかったのは本当だし。そのおかげか、彼がようやくちょっとだけ笑顔を向けてくれた。

「……楽しそうな明純さんを見て、素敵だなと思って……変わってみようかなと思ったんです。あなたのそばにいたくて……、その……」

　ごにょごにょと歯切れが悪い。でも、顔がニヤニヤと緩んでしまう。だって、こんなふうに言われてうれしくないわけがないもの。

「悠矢が昔のこと知ってるからずっと不思議だったけど、わかるとうれしいね」

「いや……僕は本当に思い出さないでほしかったんですよ……」

　拗ねた顔をする悠矢が可愛い。ぎゅうっと抱きしめられて、彼の背に腕を回した。

「……やっぱり嫌……？」

「嫌というか、覚えていてくれたのはうれしいです。……うまく言えないんですけど」

「うん。じゃあやっぱりこの話は終わりにしよう」

　わざとらしいくらいに明るく話を打ち切った。悠矢と昔話に花を咲かせてみたかったけれど、彼が嫌なら触れないほうがいい。それで困ることはないのだから。

「……明純さん、好きです」

　切なげに囁かれる彼の声に、誘惑的な色が混じる。額や目元にキスをされ、そのままソファに押し倒された。

　そろりとズボンの隙間から手を差し入れられると、身体は反射的に期待をして熱を帯びる。彼と触れ合ってひとつになる瞬間が好きだ。悠矢の情熱を直接感じられる。

「悠矢……私も好──」

　唇が、言葉ごと塞がれる。甘く噛みつくように食まれ、舌を絡め取っていく。

「っん、ふ……」

　彼の首筋にしがみつき、繰り返されるキスをさらにねだる。口内へ差し入れられた舌が口蓋を舐め、歯列をなぞった。

「んぅ……っ」

　もっと彼を感じたくて、懸命に舌を絡ませあう。

「ん……っ、んん……」

　角度を変えてより深く口づけられ、ぞくりとした感覚が這い上がってくる。身体が熱くなって脚の間が疼いた。

「悠矢……」

　自分でもわかるくらいの甘い声で彼の名前を呼ぶと、蕩けそうな表情をして悠矢が額を擦り合わせてくる。

「あなたは、僕のものです」

　こくこくと頷きながら、彼に独占されることに全身が歓喜していく。

「明純さん、もう一度口、開けて」

　言われるまま口を開けると、舌が押し込まれた。ぬめった柔らかい感触が絡み合い、混ざり合って溢れた唾液が口の端から零れる。

　恍惚としながらキスを受けていると、脚の間に膝が押し入れられた。

「んあっ……」

　秘部を刺激され、腰がはしたなく揺れる。

「自分で腰を揺らして……すごく可愛いですよ、明純さん」

　ぐりぐりと擦られ、羞恥心も消えてしまうほどの快感に捕らわれる。身体をくねらせ、さらなる快楽を得ようと腰を揺らした。

「っあ……あ、んっ……あぁっ……」

　あと少しで絶頂に手が届く。そう思ったが、彼の身体がそっと離れていく。

「待っ……」

　大きな快感を得る直前で膝が離され、不完全な熱に全身が疼いた。

「そうやって僕を求めてくれると、ぞくぞくしちゃうんですよね……」

　うっとりとした様子で彼が私を見下ろし、身体をそろりと撫でられる。触れられるだけで身体がびくっと反応してしまい、恥ずかしくて顔を背けた。

「明純さん、こっち見て」

　ズボンの裾から手を差し入れられ、ショーツの隙間を縫って秘所に直接触れられる。

「あっ……」

　ぬるぬると滑る秘裂を彼の指が擦り、花芯を捏ねられた。

「んっ、あ……あ、ああっ、……んっぅ！」

　ビクビクと身体が跳ね上がって、追い詰められた感覚が極まって弾ける。

　全身が激しく痙攣し、気だるい快感に包まれるまま身を委ねていたが、ふと彼を見上げると、じっと私を見下ろしていた。

「っ……悠矢……」

　まさかずっと見られていたのだろうか。だとしたら……。

「み、見ないで……」

「どうして？　すごく可愛くて、きれいですよ？」

　本当に不思議そうな顔をして言うので、余計に恥ずかしくなる。

「も……やだ……消えたい……」

　拗ねて顔を背けると、無防備に彼の前へと晒した耳に舌が這う。

「ひぁ……あっ……」

「消えたいなんて、僕を一人にするんですか？」

　耳元で声が落とされ、ぞくぞくと快感が這い上がった。彼の声は耳の奥まで届いて鼓膜を震わせる。それがたまらなく好きだ。

「そんなことは……」

「……明純さん、好きです。全部、僕のものにしたい」

　服の裾から手を入れてたくし上げられ、外気に晒される肌に彼がちゅっと吸いつく。

「んっ……」

　素肌の上を、柔らかな唇と舌が這い回っていく。ぞくぞくと背筋を這い上がってくる快感に、身体がまた熱を帯びて疼きだした。

「ベッドに行きましょうか」

　優しく微笑まれ、頷く。彼の腕に抱かれて寝室へ運ばれると、ベッドに横たえられる。上着が頭から抜かれて身体があらわになると胸元へ彼が顔を寄せる。甘噛みするように胸先の飾りが口内に含まれた。ちゅっちゅっと何度も吸いつかれ、先端が硬くなっていく。

「あ、ああっ……」

　ときおり歯を立てて甘く噛まれると、熱くなった下肢が刺激を求めて揺らめいた。彼の身体に腰を押しつける。

「そんなに誘われたら、我慢できなくなりますよ」

　笑みを浮かべて、彼も着ているものを脱ぎ捨てた。

「悠矢……」

　手を伸ばしてキスをねだった。舌が絡み合い、思考を溶かしていく。素肌の触れ合う感触は、ひとつに混ざり合っていくような感覚がする。

　彼の手のひらがゆっくりと身体を撫でていく。胸の飾りを指の腹で擦られ、びくっ、びくっと反応すると執拗なほど捏ねられた。

「……っあ……悠矢……だめ……」

「だめなんて、意地悪しないで」

　肌に吸いついて赤く跡をつけられるたび、気持ちが驚くほど昂ぶる。

「変に……なっちゃう……」

　執拗に乳首を刺激され、はしたない声が抑えきれずに漏れてしまう。舌先で胸の先端を刺激して、指で捏ねながら快感が高められていく。

「明純さんがおかしくなる姿……見たいな……」

　独り言のように呟いて、舌なめずりする悠矢の姿にぞくっと身体が震えた。いつもと雰囲気が少し違う気がする。でも、怖いわけじゃない。手を伸ばして彼の髪に指を絡め、ねだるように引き寄せる。すると彼はさらに深く胸先を口に含んで吸い上げた。

「あぁっ……ん、あっ……」

　びくん、と腰が跳ね上がった。

「あぁっ……、あ……っ、イっちゃ……」

　恥ずかしくて首を左右に振ってみても、身体は反応し続ける。びくびくと腰を跳ね上げて、じゅるっと音を立てて肉粒を吸われるたびに絶頂が近づいてくる。

「イって。僕に、明純さんが気持ちよくなる姿をもっと見せて」

　追い立てるように愛撫が激しくなっていく。ちゅうっと硬くなる胸先の粒を吸い上げ、身体がこわばっていくのがわかると優しく唾液で濡らしながら舐めていく。焦らすように、けれど確実に絶頂へと追い込まれていく。

「っ……は、あ……ああっ……んっ！」

　鼓動がひときわ高鳴るのと同時に目の前が真っ白になって再び全身が激しく痙攣した。

「あ……ああ、っ……んっふ……あ……」

「本当に、明純さんって可愛い……」

　うっとりとした様子で、彼が見つめる。

「悠矢……ぁ……あっ……」

　ズボンをショーツごと脱がされると、ぷっくりと膨らむ花芯を指で擦られた。

「あ……もう……悠矢……」

　愛撫される快楽も気持ちいいけれど、早く彼と繋がりたい。だけど悠矢は身体をずらして秘所へ顔を寄せると肉芽を食んだ。

「ここも気持ちよくしてあげたい」

　ただでさえ敏感な場所は、痛いくらい疼いている。そんな場所を優しく愛撫されれば身体が大きく反応して、もっと強い快感を求めてしまう。

「ああっ……んっ、う……っ、あっ、ふ……」

「もっとイって。もっと、ぐちゃぐちゃになるまで気持ちよくなって」

　今日の悠矢は、まるで飢えた獣だ。もっと、もっとと求めてくる。

「んっあ……ああっ……、悠、や……あ、あっ……待っ……」

　このままではまたすぐに達してしまう。身体の感覚がおかしくなっていく。

「僕に待てるほどの余裕があるわけ、ないでしょ……」

　熱い吐息をかけられ、ねっとりと舐め上げられる。どんなに余裕がなくても、彼の愛撫は優しくて、感覚を高められていく。

「あ、ああっ……ふ……っんあ、ああっ！」

　強烈な快感に抗うこともできずに目の前で風船が弾けるような感覚がして達してしまった。呼吸を荒らげながら、定まらない視界でぼんやりと悠矢の姿を探す。彼の存在を確認して、そっと彼の頭に手を掛けた。

「悠矢……ぁ……もう……」

　身体が熱くておかしくなりそうだ。早くたしかな熱を感じたいのに、悠矢はさらに蜜口へ口をつけた。

「ひあ……あっ」

　舌先で蜜孔を押し広げながら、奥へと入り込む。

「あぁ……あ、あっ……やあっ……」

「もっと気持ちよくなって、明純さん」

　甘い声に名前を呼ばれながら、濡れた入り口がほぐされ中へ指を差し入れられた。

「んっぅ……ふ……あ、あっ」

　肉芽を擦りながら、肉壁をグチュグチュと掻きまわされる。

「……あ……ああっ、あ……っ」

　さらに指が増やされ、内壁を擦る刺激が強くなった。

「んあぁっ……悠矢、ぁ……それ……だめ……あぁっ」

　膣壁の弱い場所を押し上げられると、強烈な快感が全身を支配していく。

　もう、蕩けてしまったように感覚がわからない。びくっ、びくっと四肢や腰が跳ね上がって、開いた口から甘ったるい嬌声が漏れるばかりだ。

「ああ……っ、は……んっぅ……く……」

　ぼろぼろと涙が零れて行く。頭の中がぐちゃぐちゃになりそうだ。

「悠矢……ぁあ……っ、もう、や、っあ……あぁっ……」

　爪先で支えながら腰を高く浮かせる。熱くて、痺れてこれ以上は耐えられそうにない。

「んっふ……あ、ああっ、ん……ゆ……や……あぁっ」

　彼に手を伸ばすと、そっと握りしめられた。

「明純さん……もう……」

　手のひらに唇を押し当てながら、切なげな表情で彼が見つめてくる。そして、着ているものを脱ぎ捨てたあと、自身に避妊具を装着して覆い被さってきた。

「早く……、悠矢……」

「そんなにねだられたら、明純さんを壊しそうです」

　劣情に飲まれながらも、彼は相変わらず端正な顔で笑う。でも、浅い呼吸を繰り返す様子を見ていれば、本当に限界なのだろうとも感じた。

「いいよ……悠矢になら……」

　恥ずかしさをこらえて、精一杯の勇気を振り絞った。壊されてもいいなんて、はしたないと思われるようなことは簡単には言えない。でも、彼にだったら……。

　驚いたような顔をして息をのんだ悠矢を見て、唇を噛む。間違えたかな。

「そんなこと言ったら、どうなっても知りませんよ」

　彼の声は、どこかうれしそうだ。蜜口に灼けるような熱があてがわれると、ぬぷぬぷと肉壁が大きな塊に押し開かれていく。

「ああぁっ……、あ、あぁっ……ん、ふ……あっ」

　彼の熱を受け入れた瞬間から膣壁が切ないほど疼いて締めつける。

「ッ……明純さんの中、すごくきつい……」

　腰をしっかりと抱え込まれ、歓喜に震える内側を彼の欲望が押し開く。長大で、質量のある彼のものが隙間なく入ってくる感覚に視界がチカチカと光った。

「ふ……あ、あっ……悠、矢……あ、あっ、は……ぁっ」

　腰を強く打ち付けられると、最奥まで彼のものが押し入れられた。

「っ……あああ……！」

　休む間もなく揺すり上げられ、子宮口を突き上げられるたびに絶頂感が襲ってくる。びくびくと身体を跳ね上げ、熱い猛りを締めつけながら、逃げるように這い出す。

「明純さん……だめ……」

　でもすぐに捕まえられて、激しく揺すり上げられた。

「ああっ、あ……ゆう、や……あっん……」

　気持ちよすぎて頭がおかしくなる。これ以上奥を突かれたら壊されてしまう。彼にならそれもいいと思ったけれど、実際感じると怖くもなった。

「待っ……、悠矢……あ、あっ……壊れ、そう……」

「壊してもいいって、さっき言ってくれましたよね……。ね、明純さん……」

　身体をうつ伏せに反されると腰を高く持ち上げてしっかりと固定される。

「悠矢、待っ……て、それは……」

「明純さん、後ろからされるの好きですよね……」

　後ろからまっすぐ突き入れられ、奥の、さらに深い場所まで熱が届く。

「ああっ、ああ……んっく……ふ、ああっ……」

　身体を仰け反らせてみたが、そうすることでさらに奥へと彼を招いてしまい、容赦なく子宮口を抉られた。

　肌のぶつかり合う乾いた音が響き、ぬちゅぬちゅと愛液が混ざり合う音が耳につく。

「深……、あっ……ふ、あ、ああっ……悠矢、ぁあ……」

　シーツを掴んで、もう少し緩やかな快感へ変わらないだろうかと腰をくねらせる。少しずつ距離を取れればと思ったが、彼の手がそっと腰元を撫でた。

「明純さん……逃げていいの……？」

「え……」

　振り返ってみると、蕩けそうな表情の悠矢が見えた。目が合うと彼は恍惚とした笑みを浮かべ、そして私の腰をしっかりと掴んで引き戻す。

「ひ、あ、あああっ……！」

　ずん、とひときわ大きく、強く打擲されて最奥を穿たれた衝撃に絶頂してしまった。魚のように身体がビクビクと跳ねて震えながら、それでも彼の欲望をきゅうきゅうと締めつけてしまう自分が恨めしくなる。

「悠矢……もう……あ、んっ……」

「まだ、全然足りないです」

　身体を密着させて耳元で囁かれた。声が奥で響いて、頭がクラクラする。

「ふ、ぅ……んんっ……」

　緩く律動されるだけで熱がぶり返して、お腹がきゅうっと疼く。

「今夜はずっと、明純さんと繋がっていたい……」

　うなじを甘く噛まれ、背中に舌が這わされた。ぞくぞくと震えるほどの快感に、私の意思とは関係なく身体が彼を求めている。

「うん……、うん、悠矢……もっとして……」

　彼を振り返ってキスをねだった。唇が塞がれると悠矢は再び強く腰を打ち付けてくる。

「あ、ああっ……ふ、んっく……あ、は……」

　内腿に滴が伝う感触がして、無意識に手を伸ばした。

「明純さん……気持ちよくなりたいなら、僕に言って。僕がしてあげるから」

　悠矢に手を掴まれると、その手は押さえられてしまった。代わりに、彼の手が下肢へ伸ばされ、快感に膨らむ肉芽を擦る。

「あああっ、あ、ああっ、や、だめ……あ、っん……」

　耳を舐められながら突き上げられ、さらに敏感な芽も彼に支配されてしまった。愛撫され、激しく貫かれて身体がぐちゃぐちゃになりそうだ。

「あぁ……、あっ、あっ……ん、ふ……ぅ、悠矢、ぁ……」

「……ん……そろそろ……」

　ぱちゅ、ぱちゅと肌をぶつけられ、内側で彼のものが膨らむのがわかった。

「んっあ……あ、は……ああっ……！」

　びくっと身体が跳ね上がると、彼の欲望が大きく膨らんで爆ぜる。雄がびくびくと脈打つのを感じながら、ぐったりとベッドに沈んだ。これで休める……。そう思ってまどろみかけていたが、視界の端に使い捨てられた避妊具が見えて身体を起こした。

「悠矢……」

　彼に目を向けると、新しい避妊具を身につけている。そしてすぐにまたベッドへ押し倒されたあと、身体を二つに折るように、両足を持ち上げて押さえつけられた。無防備に晒された蜜孔に彼の欲望が押し込まれる。

「っ……あ、ああ、あ、ああっ！」

「これも、明純さんの反応がいいんですよね……。気持ちいい……？」

　ぬぷぬぷと容易に飲み込まされた欲望が絶頂へと押し上げる。シーツを掴んでもがきながら、ぬちゅぬちゅと水音を立てて律動される衝撃に首を仰け反らせた。

「ゆ……や……あ、あっ……は……」

「今夜はずっとあなたと繋がっていたいって、言いましたよね」

　ゆっくり呼吸しながら、悠矢が恍惚と囁く。

「待って、少し休ませ……あ、あぁっ、ん……」

「明純さんを前に、大人しく待っていられるほど僕は我慢強くない」

　唇を重ねられ、何度も強く突き上げられた。

　そのたびに目の前が真っ白になって、呼吸さえできないくらいの快感に飲まれていく。

「んっふ……、ぅ……っあ……あ……」

「もっとたくさん愛し合いましょう……ね、明純さん」

　甘えるように言われたら、嫌だなんて言えない。きっと気絶するまで終わらないんだろうな、なんて思いながら頷いた。

「それで悠矢が満足してくれるなら、いいよ……」

　柔らかく微笑んだ彼の顔見ると勇気を出してよかったと思えたが、案の定、彼は私が気絶するまで解放してくれなかった。
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　この数日、悠矢の態度に違和感を覚えるようになった。

　発端は、私がヒロヤマのプロジェクトのために出張へ出たときだ。出張先から電話をしたとき、慌ただしく切られたのだ。都合が悪かったかなと一度は納得したのだが、慌てられると、昔の浮気をされた記憶が脳裏をちらついてしまう。

　そして追い打ちを掛けたのが一昨日の電話だ。そのときの悠矢はいつもと変わらない感じだったのだが、今度は電話の向こう側で女性の声がした。美濃さんではない。美濃さんより高く、通る声だった。だから出張が終わってすぐ悠矢の家を訪れてみた。悠矢は在宅していたのだが、私を見るとぎょっとした様子で彼には珍しく慌ててドタバタしていた。

　そんな数日間の出来事を思い返しながら、高場テーラーのカウンターに突っ伏してぐでんと伸びる。いま思い出すだけでもモヤモヤする。

「それに、スーツにも女性ものの香水が香ってるというか……」

　カウンターの奥でトルソーに型紙を貼り付けている高場さんに話を聞いてもらう。

「女性も多い職場なんでしょ。匂いが服に移ることがまったくないとは言えないよ」

　高場さんがトルソーを残して近づいてくる。今日は白とグレーのストライプシャツにリボンタイという出で立ち。アームバンドをつけていて、いつにも増して紳士な風情だ。

「わかってます。でも、仕事なら言ってくれればいいし、出先で話せないならそう伝えてくれるとこんなにモヤモヤしないんですけど」

「……言えないことだってあるんじゃないの？」

「その言えないことってなんですか」

　ぶーぶーとカウンターの前で文句を言う私に、高場さんは盛大なため息をつく。

「今岡さんって、彼が浮気してる前提で話してるよね」

「……疑ってるみたいですよね、やっぱり」

　悠矢はそんなことをしないとわかっているつもりだ。だけど不安になってしまう。そして、こんなふうに不安になっている自分自身に嫌気がさす。

「疑ってるんでしょ」

「仕事が忙しいみたいで、なかなか会えなくて」

「会いたいって言えばいいじゃない」

「言ったら会ってくれるかもしれないけど、必死だと思われるのも嫌というか……」

「好きな人の気持ちくらい必死で繋ぎ止めなさいよ」

　でも、悠矢はまだ二十五歳だ。一方で私は二十七歳。この差はかなり大きい。結婚とか出産とかいろいろと考えていく時期だけど、悠矢にそれを話すには重たすぎる。

「彼にはいい縁談とか素敵な女性との恋とか、いくらでも選択肢があるじゃないですか」

「君はその素敵な女性の一人じゃないの？」

　高場さんが不思議そうな顔をする。

「全然違いますよ。全体的に普通というか……」

「でも、神内くん自身が君を選んでるんでしょ。自信持っていいと思うよ」

　高場さんはたぶん、とても視野が広い。だから、こういうことが言える。

「悠矢って、いろいろと急いでる気がするんですよね」

「まあ、前のめりではあるよね」

　二人で苦笑いした。いろんな選択肢があるのに、彼は私との関係を進めたがっている気がする。それはとてもうれしいのだけれど、男性の二十五歳はまだまだ若い。いずれ大企業を背負う彼が私に固執するのは、それこそ若気の至りなのではないだろうか。

「私ね。悠矢のこと、大好きなんです」

　独り言のように呟いた。高場さんは一度視線を向けただけでなにも言わず、仕事道具の手入れを始めた。

「まっすぐ気持ちを伝えてくれるし、可愛いとも、かっこいいとも思うんです」

「いいことじゃない」

　笑みを浮かべて、高場さんが老眼鏡を押し上げて頷く。

「でも悠矢には将来があって、責任もあって、だから一緒にいるのは私じゃないほうがいいんじゃないかなって」

　大企業を背負う責任は、私じゃ想像もつかない。だから、そんな悠矢の気持ちをわかってくれる人が理想的だと思うのだ。悠矢のそばにいるほど、釣り合わないと思えてしまう。悠矢のためだというのなら、別れるべきなのだろうか。

　考えて、一人でしゅんとしていると高場さんが首をひねった。

「それを決めるのは今岡さんなの？」

　目をしばたたかせた。

「え……？」

「今岡さんが、神内くんに相応しい相手を勝手に決めちゃうの？」

　おかしいねぇ、と高場さんが笑う。そのとおりだ。いまの私の考えでは、悠矢の相手を私が勝手に決めていることになる。それは、絶対に違う。

「恋は一人でするものじゃないでしょ。選ぶ権利は神内くんにもあるんじゃない？」

「……うん。そうですよね」

　彼が、だれといたいか。それが一番重要なことだ。そして、私もだれといたいのか。

「私、悠矢と一緒にいたいなぁ……」

　知り合って時間はあまり経っていないけれど、ぐいぐいと心に入ってくる彼に、こんなにも惹かれている。毎日彼のことを考えて、彼の言動に一喜一憂している。浮気を疑ってしまうのも、彼をだれにも渡したくないからだ。

「一緒にいればいいじゃない」

「でも悠矢が突然冷めちゃったらと思うと怖くて……」

　ずぅんと一人で肩を落としていると、高場さんがポンポンと頭を撫でてくれた。

「僕の持論だけどね。運命の恋は目が合って三秒で落ちるものなんだよ」

「高場さんってロマンチストですよね」

　でも、高場さんが言うと本当のように聞こえるから不思議だ。

「今岡さんは、恋に落ちる瞬間を経験しなかった？」

　思い返してみた。高場さんの持論で行くなら、私が恋をしたのはファミレスだろう。学生時代のころではなく、社会人になってから先輩、後輩の茶番を演じたあの日。景色の一部としてしか認識していなかった悠矢と目が合った瞬間だ。

　最初はその場を凌ぐだけでいいと思っていたけれど、あっという間に私の中で存在感を増して、些細な言動にときめいた。穏やかな性格も、さりげなく気遣ってくれるところも、ときどき子どもっぽい表情を見せてくれることも。全部、大好きだ。

　悠矢のことを思いながら沈黙していると、高場さんが目尻を下げて笑った。

「そんな瞬間に思い当たるなら、抗わずに受け入れてごらんなさいよ。好きって衝動は、理性なんて吹き飛ばすものだよ」

　思考を巡らせて、悠矢はいつも吹き飛んでいるなと頬が緩む。

「悠矢も同じ気持ちでいてくれるかな……」

「同じ方向を向いていたら、しっかり受け止めてあげなさい。すごく喜ぶと思うよ」

「そっか。喜んでほしいなぁ……」

　えへへ、と一人で笑っていると、高場さんも優しく笑ってくれた。

「ところで今岡さん。僕の真面目なお話も聞いてくれる？」

「真面目なお話？」

　高場さんに手招かれるまま奥の事務所へ入って、ソファに座った。テーブルに、年季の入った湯飲みに冷えた緑茶が注がれて出される。高場さんの真面目な話ってなんだろう？

　首をひねる私の前に高場さんが座る。そして柔和な笑顔で話を切り出した。

「今岡さんはデザインを勉強してたって言ってたでしょ。デザイナーの夢、諦めたの？」

「だって、就活のときもすごい落とされたし。向いてないんだと思うんです」

「でも今岡さんはスーツ、好きだよね？」

「好きですよ。きれいなシルエットも、腰元のラインもセクシーじゃないですか！」

　前のめりに言うと、高場さんが笑った。

「僕は、今岡さんにスーツは作らないけど、作る技術は教えてあげるよ」

「えぇぇ……高場さんが作ってくださらないんですか？」

　唇を尖らせて拗ねる。きっと高場さんはまた笑ってごまかすのだろうと思ったが、老眼鏡を外して私をじっと見つめてきた。あれ、いつもと違う？

「僕の弟子にならない？」

「弟子……」

「このお店は、僕が引退したら閉めようと思ってたんだ。後継者がいないからね。僕はあとどれくらい続けられるかわからないけど、このお店、継いでみない？」

　突然、そんな話が振られるなんて思ってもみなかった。何度も目をしばたたかせて、浅い呼吸を繰り返す。

「僕はいまから新しいことをしてみようという気はないけど、今岡さんなら新しい顧客を取り込めるかもしれない。デザインも教えてあげる。ゆっくりでいいから考えてみて」

　これからどんな仕事をしていこうか迷っていた。いまの仕事を続けていくか、あるいはどこかへ転職をするか。三十歳になるまでには腹を決めようと思っていたけれど……。

「私……でいいんですか……？」

「いいよ。ずっと、この子なら叩き込めばどうにかなると思ってたんだ。今岡さんのデザインはきれいだから」

「きれい……？」

「基本に忠実で、遊び心はないけどすごく誠実そうだね。カラーセンスが残念だけど、それもどうにかなるんじゃないかな。うちのテーラーの職人なんて向いてると思うよ」

　もしかしたらこれは、新しい道を進んでいくための話かもしれない。転職もステップアップもタイミングが重要だ。大好きな職人さんの元でデザインを学びながら働けるなんて幸運がそうそうあるだろうか。それになにより。

「人手が増えたら、ヒロヤマとコラボが……」

「今岡さん次第だけどね。してもいいよ。だけど、めちゃくちゃハードになるよ」

　私の心はほとんど即決だった。

　テーラーを出て帰社したあと社長に相談してみると、いままでどおり高場テーラーで久隆繊維の商品を使うことと、引き継ぎをしっかりとしてから退職するということですんなりと話が通ってしまった。その日から、日中は久隆繊維の営業、夜は高場テーラーでアルバイトという形で働くことになった。




　営業とテーラーでの見習いの仕事が始まって二週間。想像以上のハードワークで毎日ヘトヘトだ。でも楽しい。悠矢との同棲も変わらず続いていた。最近はお互いが忙しいのでしっかり時間を取って顔を合わせる機会は減ってしまっているけれど、帰ってきて悠矢の顔を見るとほっとする。だから、どんなに忙しくても頑張っていられる。

　そんなふうに慌ただしく過ごしていた、土曜日。今日は高場テーラーへ出勤する約束になっていた。

　朝からほどほどのメイクを施し、髪をぎゅっと縛る。スーツを着るには暑くなってきたので、首元にリボンのついたブラウスと裾にフリルがあしらわれた紺のフレアスカートを選んだ。お店に出ることもあるので、身だしなみはきれいにしておかなければ。

「明純さん。出掛けるんですか？」

　身支度をする私を、リビングのソファに座った悠矢が落ち着かない様子で見つめる。

「うん。仕事があって」

「明純さん、最近帰ってくるの遅いですよね？」

「残業っていうのかな。それでちょっと……」

　チラリと悠矢の顔を見ると、拗ねた顔をしていた。こういう表情もするんだ……。

「……遅くなりますか？　話したいことがあるんですけど」

「しばらくは忙しくなりそうだから、しっかりと時間を取るならすぐは難しいかも」

「休日も仕事……ですか？」

　一瞬、彼の目が冷たく揺れた気がした。あれ、これって……。

「うん。でも、悠矢だってそれは同じ……」

「あちこち出る用事があって遅くなっていましたけど、ずっとというわけじゃなかった」

　じっと見据えられる。いつもの人懐こい空気やふわりと笑ってくれる様子がない。彼の目は、私の心を見透かそうとしている。彼と向き合わないといけない。でもいまは──。

「ごめん、悠矢。今日は本当に時間が……」

「どこへ行くのか聞いていいですか？」

　眼光が少し鋭くなったのがわかった。逃がしてくれる気はないようだ。

「だから仕事……」

「送っていきましょうか」

　声が冷たい。機嫌が悪いというわけではないだろうが、私がどこへ、なにをしに行くのかを聞くまでは詰問されそうな気配は感じる。

「い、いや……それは……」

　悠矢が私のそばにきて手をぎゅっと握った。そして全然離してくれない。彼が不安がっているのがわかってしまう。だから私をすんなりと送り出してくれないのか。

　恋人が、意味もわからず夜遅く帰ってきたり、休日に出掛けたり。仕事だと言っても、そんなものは言い訳の常套句だ。信用してもらうための口実にはなり得ない。私だって、悠矢のことを疑ってしまっ──。そこまで考えてはっとした。私も同じ理由で彼を疑った。不安になって当然だ。そうなれば、ちゃんと説明をするしかない。悠矢に不誠実なことはしちゃだめだよね。よし、と意気込んで彼と目をしっかり合わせる。

「悠矢。ちょっとだけ時間をくれる？」

「……はい」

　仕事は時間厳守。だけど、いま悠矢を振り切って出ていくと取り返しのつかないことになる。それだけはわかるから、高場さんに連絡を入れた。

　悠矢から離れて、スマホを片手にペコペコと頭を下げて少し遅らせてもらうことを承諾してもらった。電話を切って、立ったままの悠矢の元へ戻った。

「お待たせ。職場に電話したら、一時間くらいなら遅れても平気って」

　嘘じゃない。だけど悠矢の目は信じてくれていない。

「信じてない？」

「頭ではわかっています。でも、気持ちだけはどうにもできません」

「私もそうだよ。悠矢のことは信じてるけど、モヤモヤするもん。お互い様」

　彼の手を引いてソファに向かう。そこに座って、悠矢の顔を覗き込んだ。

「……僕、明純さんを不安にしていますか？　どこですか？　直します」

　本気で驚いているのでたぶん彼にやましいことはないのだろう。そして、自覚もない。

「悠矢、最近女物の香水の匂いがしてる。女の人が電話口で聞こえたこともあった……」

　じっと彼を見つめていると、まっすぐ目を見つめ返された。

「香水については……心当たりがあります」

「あるの!?」

　悠矢がばつ悪そうに目を逸らすから不安になってくる。そこはまっすぐ目を見て信じさせてほしいところだ。

「……明純さん。脈絡がないと思われるかもしれないんですが、聞いてもらえますか」

「うん、もちろん聞く。聞かせて」

　ここでなにも言われなかったら、本当に悠矢を疑ってしまいそうだ。喉を上下させて、どんな話をされても驚かないぞと意気込む。

「結婚してくれませんか」

　ものすごく神妙な顔で、真剣な声音で、「ランチに行きませんか」と言われているような気持ちになるのはなぜだろうか。でも、彼は冗談を言っている目をしていない。

「う、うん？」

　前置きはされたけど、本当に脈絡がなくてびっくりした。何度も瞬きしていると、悠矢が一度ソファを立って寝室に消えたあと、すぐに戻ってくる。そして、小さな箱を差し出された。灰色のビロードで飾られた小箱。ぱかっと箱を開かれると、シンプルなデザインの指輪が鎮座している。大きなものではないが、ダイヤモンドが一粒。

「……えっ!?」

「明純さんはブランドのものをあまり好まないようだったので、それを省いて店を回っていたんですが……」

　もしかしてこれは、婚約指輪を見に行ったから女物の香水が服についていたというやつだろうか。混乱する私をよそに、彼が続ける。

「どうにもスタッフの距離が近くて……いくつも店を変えていたらなかなか選べなくて」

　どこも同じだったと彼は肩を落とした。悠矢はきっと、私がハイブランドの服を拒んだから気を遣ってくれたのだろう。だから余計な気苦労をさせてしまった。

「もらっていいの……？」

「受け取ってもらえないと、だいぶ落ち込みます」

「でも、決めるのが早いというか……私で本当にいいの？」

「あなたじゃないとだめなんです」

　まっすぐな気持ちに、つい頬が緩んでしまう。にまにましてしまう頬を一度押さえ、彼の手から箱を受け取った。しっかりと受け止めてあげなさい、と言った高場さんの言葉が脳裏に浮かぶ。きっと、この返事は迷わなくていい。

「んふふ、きれい！　悠矢、指輪つけて」

　左手を差し出して彼に指輪をはめてもらう。キラキラしていてうっとりする。

「明純さん、返事は……」

「もちろん、悠矢と結婚したい。ふつつかものですがよろしくお願いします！」

　ソファに正座をしてお辞儀をすると、ぎゅっと悠矢に抱きしめられた。

「こちらこそ。……でも明純さんの帰りが遅い理由を聞いていません」

「あ……」

　そうだった。私も彼にモヤモヤさせるような隠し事をしていた。

「えっとね。私、高場さんのテーラーで働くことになったの」

「テーラーで？　久隆繊維はどうするんですか？」

「退職する予定。いまは仕事が終わったあと、高場さんに仕事を教えてもらってるの」

「だから最近遅いし、今日も仕事なんですね……」

　本当は黙っておいて、驚かせたかったのだけれど、悠矢に信じてもらうほうが大事だ。

「不安にさせちゃったならごめんね。私、悠矢のこと大好きよ」

　ぎゅうっと彼に抱きつくと、頭をよしよしと撫でられた。

「このまま明純さんを押し倒せないのは残念です」

「……か、帰ってから！」

「送っていきます。そのほうが早いでしょう？」

「ありがとう！」

　ぱたぱたと浮かれながら荷物を手にする私を、彼は楽しげに見つめたあと珍しく声を立てて笑っていた。そこまで笑わなくても、と思ったが、珍しい悠矢を見られたから細かいことは気にしないことにして、二人で家を出た。




　高場テーラーが今日の営業を終えたのは、二十時を過ぎていた。そわそわしながら、テーラーの事務所から外を見る。悠矢が迎えに来てくれるころだ。

「今岡さん。大変かもしれないけど課題を出しておくね」

　小さなスケッチブックを渡された。文房具店でよく見る厚紙の表紙がついたものだ。

「課題……？」

「デザインラフを作ってきて。テーマは、好きな人に着てもらいたいスーツでどう？」

　いたずらをするような笑顔を向けられる。

　ぱっと思い浮かんだのは悠矢だった。彼に着てもらいたいスーツ……か。

「その人がどこへ出ても恥ずかしくないものを想像してみて」

　ヒロヤマホールディングスという大企業を背負って人前に出る悠矢に、おかしな格好をさせるわけにはいかない。でも、だれの目にもとまるような洗練されたデザインではあってほしい。彼の、きれいな身体のラインを最大限に生かすデザインがいい。

「……なんだかぶわーって、イメージが出てきそうな気がします……！」

「大好きな人に着せるイメージならすぐにできるでしょ。僕らの仕事は愛だから」

「愛……」

　なんだか気恥ずかしくなって一人で赤面していると、テーラーの前に車が停まった。あの車はおそらく悠矢だ。

「お迎えが来たみたいだね」

「次に来るときまでに、たくさん描いてきます！」

「君の最初のお客様は神内くんって決めてるからね。頑張って作ろうね」

　鞄にスケッチブックを仕舞い、ぎゅっと抱えた。

「ほら、神内くんが待ってるから早く行ってあげなさいよ」

　手にしていたマグカップを取り上げられ、追い払うような仕草で帰るように促された。

「ありがとうございます。お疲れ様でした！」

　鞄を掴んでバタバタと店を出る。扉を開けたところでぼふっと悠矢にぶつかった。

「お疲れ様です、明純さん」

　ぎゅっと抱きしめられたあと、車の助手席に乗せられる。浮かれ調子を言い訳することもできなくてもじもじしていると、悠矢が運転席へ乗り込み、車を走らせ始める。

「ご機嫌ですね」

　悠矢がつられたように笑う。

「あのね。私のお客様第一号は悠矢なんだって。それで、悠矢に似合うデザインをいろいろ考えることになったの。それに高場さん、すごく前向きにいろいろ話してくれてね」

　今日のテーラーでの打ち合わせでは、ヒロヤマとのコラボ企画が取り上げられた。ほかにもオリジナルの生地を作ってみようという話になり、久隆繊維の力を借りてデザイナーや紡績企業、染め物職人などの伝手をリストアップしていた。

「高場さんのデザイナー時代の知り合いにも協力してもらえることになってるの」

「明純さん……高場さんがファッションデザイナーをしていたって知ってたんですか？」

「うん。でも、昔のことはあんまり調べないでって言われたから、全然調べてないの。すごい人だったのは知ってるけど、そう言われるのは嫌みたいだから」

　いま、目の前にいる人から聞いていけばいいことだ。昔にこだわる必要はない。

「……明純さんって、肩書きも過去も、全然気にしないですよね」

「だって、そうしたら私は悠矢とお付き合いできないじゃない。好きだし、好きになってもらえたのに、悠矢が大企業の御曹司だから諦めなきゃいけないなんて、納得できない」

　むーっと唇を尖らせていると、悠矢が隣で吹き出した。

「……なんで笑うの？」

「僕も過去を気にしていましたけど、あなたはどんな僕でも気にしないんだろうな」

「悠矢の外見を好きになったわけじゃないしね……いや、でもきれいな顔だなって思ってときめいたのは事実だけど」

　説得力がなかった、とごにょごにょ言いながら窓の外を見た。車はゆったりと走っていたが、そろそろ家に着きそうだ。

「……ところで明純さん。僕、今朝の約束を楽しみにして留守番していたんです」

「子どもじゃないんだから……」

　曖昧に笑ってごまかそうとしてみたが、悠矢には通じなかったようだ。車がマンションの駐車場へ停められると、彼はすぐに私の手を掴んで降りるように促した。

　ぐいぐいと腕を引かれ、エレベーターに押し込まれる。本当に楽しみにしてくれてたんだ……と思ったが、これはしばらく離してもらえないだろう。明日が休みでよかった。

　エレベーターが到着して足早に部屋まで向かう。鍵を開けて入ると、扉が閉まるよりも早く壁に身体を押しつけられた。荒っぽく唇を塞がれ、性急に舌を絡め取られる。

「んっ……ふ……んぅ……」

　唾液を混ぜ合っていると、思考が蕩けて奪われていく。

「っあ……は……悠矢、苦し……」

「足りないです。もっと……」

　顎に指を添えて口を開かされると、舌が深い場所まで入ってくる。

「っ……ふ、ん……」

「舌を絡ませて……僕だけを見ていて……」

　粘膜も、口蓋も舐められていく。隙間なく口を塞がれ、呼吸もままならなくて絶え絶えに喘いでいると、彼の手が服の隙間から差し入れられた。

「今日一日、ずっとおかしくなりそうで……」

　腰元から這い上がってくる手が胸の膨らみに掛けられ、ブラの隙間から忍び込む。

「んっ……」

「明純さんに触れたくて、寂しかったです」

　肩口に顔を埋めて、じゃれるように擦りつけてくる。きつく抱きしめられ、息苦しさを感じて身をよじってもさらに強い力で身動きさえ封じられた。

「悠矢……」

「もう……本当に我慢できそうになくて……」

　首筋に噛みつかれ、ねっとりと舐めあげられる。

「悠矢……」

　玄関で、靴も脱がずに行為に及ぶのはさすがに性急すぎる。でも、悠矢の気持ちがわからないわけでもない。

「ちゃんとベッドに行かないと……」

　苦しげに悠矢が囁く。彼はいつもちゃんとベッドに運んでくれていたけれど、ひょっとしたらそれもかなりきつかったのかもしれない。

「ここで……する？」

「……いや、それは……」

　返事を迷う彼の服をぐいと引っ張ってキスをした。すぐに唇を食んで舌を差し入れられ、淫猥な音を響かせる。

「我慢できないのは、悠矢だけじゃないよ……？」

　じっと見上げると、悠矢が深呼吸するように深く息を吐いた。

「それでもだめ……ですね……。明純さんをこんなところで抱けない」

　鞄も靴も取り上げられると、ひょいと身体を抱き上げられる。

「ひゃ……」

「大事にしたいんです。ところかまわず襲いかかるようなことは……なるべくしないようにします」

「しない、じゃないんだ……」

　可笑しくて一人で笑っていると、悠矢は「約束はできません」と拗ねた顔で言った。

　寝室へ入ってベッドへ下ろされると、もどかしそうにブラウスのボタンを外される。普段着ているものより小さく、数も多いせいか悠矢がぎり、と奥歯を噛んだのがわかった。

「本当に……我慢がききそうにない……」

「ゆ、悠矢、落ち着い──」

　噛みつくようにキスをされる。実際、唇を軽く噛まれたので悠矢の気持ちの昂ぶりは尋常ではないのだろう。

「自分で脱ぐから……」

「明純さん、ごめんなさい」

　そう言ったあと、ブラウスを頭から抜かれてしまった。びっくりして声を上げる暇もなかったが、目を丸くして彼を見ているとなんとも決まりの悪そうな顔で一度ちらりと目を合わされ、すぐに逸らされる。

「悠──」

「怒るならあとにしてください。いまは、本当に無理」

　両手首を掴まれ、頭の上で押さえられる。荒っぽい手つきでスカートも脱がされ、下着だけの姿にされると悠矢が私の身体を跨いで馬乗りになった。

「怒ったりしないよ」

　目をじっと見て大丈夫と伝えるように笑うと、切なげに眉根を寄せて彼が声にならない声で呻いた。ゆっくりと顔が近づけられ、彼の体温をより感じたくて目を閉じる。

「明純さん……大好きです」

　荒い呼吸が唇に触れ、そのまま柔らかい感触が重なって舌が口内へ侵入してくる。

「んっ……ふ……ぅ、んん……」

　耳の奥で、粘った水音が響く。ぬめった舌を絡め合わせ、互いの劣情に火を点す。

　息を継ぐ間も惜しんで、呼吸さえ奪い合うようなキスに頭がくらくらする。唾液を混ぜ合い、歯列をなぞられてぞくぞくと震える快感に身体が疼いた。下肢が熱を帯び、ごまかすように膝を擦り合わせると、悠矢がそれに気づいたのか手を脚の間へ滑り込ませた。

「もどかしい……？」

　銀糸を引いて唇が離れていく。彼の言葉に頷くと、ショーツ越しに秘裂をなぞられた。

「んっぅ、あ……ああっ……」

「すごい……こんなに濡れて……」

　布越しでもわかるくらい愛液が溢れ、恥ずかしさに顔を背ける。

「だって、悠矢が……」

「……僕が？」

　耳をかぷりと甘噛みされた。舌を這わされ、耳朶をねっとりと舐められる。

「我慢できないって言うから……」

　理性がすり切れそうになるくらい求められてうれしかった、とまでは言えなかったが、彼には伝わったようだ。耳元でうれしそうに笑った。

「ギリギリで耐えてますよ。でも、明純さんの中、触りたいな……」

　ショーツがするりと脱がされる。彼が目を細めて微笑んだ。

「悠矢、見ないで……」

　愛液が糸を引いているだろうことは見なくてもわかった。それを彼が喜んだことも。

「このままめちゃくちゃにしたいな……」

　ブラのホックが緩められ、剥ぎ取られる。

「い、いい……よ？」

「明純さんはそうやって僕を甘やかしてくれるけど、もっと厳しくしていいんですよ」

「厳しく……」

　甘やかしているつもりはないが、これは彼からのリクエストなのだろうか。意地悪をされたい……的な。だったら、精一杯応えなければ。

　ゴクリと喉を上下させる。

「ゆ、悠矢。わたっ……、私が満足するまで気持ちよく、し、して……っ」

「え……？」

　目を見開いた彼の顔を見て、気づいた。完全に間違えた！

「あ、あの……だから……違、う……」

　一人で言い訳を始めたが、悠矢が顔を背けて吹き出した。消えたいくらい恥ずかしくて足をジタバタさせたが、ひとしきり笑った彼が私に視線を戻す。そして、先ほどとは比べものにならないくらいギラついた目で見下ろしてきた。

「明純さん。気絶しても起こしてあげるから、安心して」

　ゆっくりと、穏やかな声音で言葉を紡ぎながら、彼が服を脱いでいく。相変わらずきれいな肉体を眼前に晒されて、ドキドキしながらそれを見つめる。

「眠らない覚悟、してね」

　唇をペロリと舐めて、彼が問う。反射的に頷くと脚の間に手を滑り込まされ、彼の指先が秘裂を割った。蜜口へ、ぬぷりと指が押し込まれる。

「んああっ……、あ、ああっ、待っ……いきなり……あ、あっ」

「大丈夫。こっちもよくしてあげるから」

　蜜孔へ押し込まれた指がぐちゅぐちゅと音を立てて抜き差しされる。それと同時に胸先を口に含まれた。

「んあっ、ああ……、っく、ふ……あ、悠矢……ぁ」

　胸の肉粒を舌先でちろちろと刺激され、しゃぶられる。それだけでも身体がガクガクと震え上がるほど気持ちいいのに、膣内へ押し込まれる指がさらに増やされた。

「っは……あ、ああっ……んっ、あ、ふ……」

　シーツを掴んで快感に耐える。彼の指先は、そんな私の抵抗など意に介さず中を弄って弱い場所を捉えた。

「明純さんの好きなところ……」

　ぐっと強く膣壁を押し上げられ、腰がびくん、びくんと跳ね上がる。

「っ……あ、あっ、ああっ……んあぁっ」

　たまらずに身体が勝手に逃げだそうとする。這うように、うつ伏せになろうとしたが、彼の手がそれを制止し、肩をぐっとベッドに押しつけた。

「ここも好きですよね。もっと舐めさせて」

　甘く誘うような声が零されたあと、ちゅっ、ちゅっと胸の飾りを吸われ、首を反らせた。全身が粟立って、頭も目の前も白くなっていく。

「は……あぁ……、あっんっ……あ、悠、矢……」

　大きな手に乳房が包み込まれる。肉粒を指で摘ままれ、捏ねて扱かれると耐えがたいほどの快感が背筋を走った。頭を左右に振って、どうにか意識を保とうとしたが、狙い澄ましたように膣壁がぐっと押し上げられる。

「っふ……ぅ、く……んあ、あ、……ああっ」

　腰がなにかに打ち上げられたように大きく跳ね上がった。そのあと、ガクガクと激しく痙攣して揺れ、意識が一瞬途切れる。

「は……っあ……」

　呼吸を荒らげて、絶頂したのだと気づいたのは少ししてからだった。目の前がチカチカする。身体がだるい。でも。

「明純さん……、まだ足りないですよね」

　一度顔を覗き込まれ、彼がなにか納得したように頷いた。そして、両脚を抱え上げて秘部を大きく晒す格好にさせられる。

「悠矢……、これは……」

「もっとよくしてあげますね」

　身体をずらし、彼が秘所へ顔を寄せる。敏感になった肉芽にちゅうっと吸いつかれ、達したばかりの身体から快感が引きずり出されていく。

「んああぁっ……、あ、はっ……んっぅ……」

　蜜口から再び指が押し込まれる。達したばかりの膣壁が蠢いて、彼の指をきつく締めつけていく。

「明純さんの中……柔らかくて……」

　悠矢が喉を上下させる。

「……めちゃくちゃにしたい……」

　はあっ、と零れた吐息が肉芽を刺激する。びくっと身体が反応すると、気をよくしたのか再び蜜口に顔を寄せ、ぷっくりと熟れて膨らむ花芯をちゅうっと吸い上げた。

「んっ、あ……あ、ああっ……っは……」

　脚がビクビクと跳ね上がる。膣壁をぐちゅぐちゅとかき回されるたび、敏感な場所を掠められて下腹部が熱くなっていく。

「あっ……悠矢……ぁ、ああっ……」

「ね……、気持ちいいって言って……？」

　ジュッと蜜を啜り、蜜孔に舌を差し入れ、ねだるように彼が囁く。

「気持ち……いい……悠矢、あ……っ」

「うん。僕もすごく興奮する」

　指先で花芯を擦られ、快感が増していく。じわじわと追い詰められるように這い上がってくる感覚に、シーツをたぐり寄せて身構えた。

「んっ、ふ…………あっ、あっ……」

　絶頂感が迫ってくる。足先が浮き上がり、高みへ上ろうと無意識に力がこもった。

「あああ、あぁ……っ！」

　目の前が白くなってなにかが弾けた瞬間、腰から下が激しく跳ね上がって震えた。

　びくびくと震えていると、悠矢が肌にキスを落とす。

「明純さん、僕を跨いで」

　促されて、ベッドに横になる彼の身体を跨ぐ。

「これって……」

「上に乗るのは嫌？」

　甘えるような顔で聞かれたら、嫌だとは言いにくい。でも、うまくできるだろうか。

「嫌じゃない……けど、自信ない……」

「なにも心配しないで」

　腰を抱き寄せられ、蜜口に避妊具を装着した悠矢の欲望が押し当てられる。そのままゆっくりと腰を落とすと、ぬぷぬぷと体内に熱い楔が入ってくる。

「あ……っ、あぁっ……」

　内側に熱が広がっていく。いつもより増した質量に、浅く呼吸を繰り返した。

「ゆう……や……気持ちい……？」

　彼が顔を上げる。恍惚と、快感に身を委ねている切なげな表情で頷いた。

「気持ちいい……しかなくて……」

　腰を掴まれ、ぐっと引き下ろされる。

「んああっ……、はっん……」

　下から突き上げられると、深い場所に彼の欲望が届いて最奥が強く叩かれた。

「っ……、は……あっ、あっ……あぁっ、……そこ、あ、んっぁ……」

「ここ……好きですよね……」

　ズッ、ズッと何度も突き上げられ、開いた唇から嬌声が絶え間なく漏れる。

「っは……あ、ああっ……んっふ……そこ……ばっかり……」

　揺さぶられるまま快感に耐えるだけで精一杯だ。気を抜くと意識が飛んでしまう。

「ああっ……あ、んっ……は、あっ……」

　悠矢の身体に手を突いて、身体を上下に揺する。彼のものを飲み込むたびに、深い場所まで届いて背筋がぞくぞくと甘く震える。

「明純さん、もっと激しくしていいですよ」

「で、でも……」

　いまでも精一杯なのに、これ以上は難しい気がする。

「ちゃんと支えるので、好きに動いてみて」

　背中と腰元に手を添えられると、身体が自然と反った。そのまま先ほどと同じように上下に動くと、一瞬で目の前に火花が散った。

「あ……、あっ……や、これ……」

「ここが明純さんの好きなところ」

　私の動きに合わせて下からも突き上げられる。膣壁が彼の熱に擦られるたび、身体が寒気を感じるようにぶるぶると震えてしまう。

「んっ……あ……、あ……悠矢……、あ……っ、どう、しよう……気持ちいい……」

「いいよ……、もっと気持ちよくなって」

　体勢が崩れないように支えられているからか、弱い場所ばかりが突き上げられる。大きく動くほど、悠矢が甘いと息を零して息を詰めるから、もっと私にも彼を気持ちよくできるのではないかと思えてしまう。

「あ……っ、もっと……あ、っ……はぁ……っ」

　腰をくねらせ、自分の快楽を追いかけながら悠矢の反応を見下ろした。こんなふうに彼を見下ろすことはあまりない。恍惚と感じている姿はなんだか新鮮だ。

「悠矢も……ちゃんと気持ちいい……？」

　彼が頷いた。

「いつもよりいいです……中、きつくて……」

　切なげに囁かれると、それに反応するように膣壁が蠢いて彼の欲望を締めつけた。きゅうきゅうと引き攣れるような内側を肉塊が強引に開いていく。そのたびに息が止まりそうな快感に飲まれた。

「あああっ……あ、ああっん……ゆう……や……ああっ」

「明純さんが感じると、僕もよくなるから……もっとねだっていいですか……」

　首を何度も縦に振ると、腰を強く掴まれる。身体が浮き上がるほど上下に揺さぶられ、ぬちゅぬちゅと愛液が泡立っていく。

「んっ、は……あ、あっ……深い……あ、あっ」

「……明純さんをめちゃくちゃにしたい……」

　激しく肌がぶつかり合うほど打ち付け合う。まっすぐ貫かれる衝撃に身体を仰け反らせ、咥え込んだ彼の熱をきつく締めつける。

「悠矢になら、いいよ……、んっ……あ、あっ……」

　手を握られ、指を絡ませ合う。

「明純さん……、ずっと僕のものですよ……」

　下から突き上げられて子宮口をドッと強く叩かれた瞬間、絶頂の波に飲まれた。

　ガクガクと身体が震え、彼の手に支えられても耐えきれずにベッドへ伏して快感の余韻に浸る。下腹部がきゅうきゅうと攣縮して、まだ悠矢の熱を欲しているのがわかった。

「後ろ、向いて」

　悠矢の声とともに手を添えられ、身体がうつ伏せに反される。そして腰を高く引き上げられると、後ろから屹立が蜜口から押し込まれた。

「っ……あ、ああっ、あ……待っ……あ、んっふぁ……あ！」

　身体の痙攣が止まらないまま穿たれ、シーツをきつく握りしめる。それでも揺さぶられて絶頂の波を絶え間なく繰り返す。

「悠矢……あ、ああっ……お腹、変……あ、あっ……」

　ずんずんと容赦なく突かれ、下腹部が強く圧迫される。快感に攣縮し、彼に楔を打ち込まれ、苦しいはずなのにさらに深く彼を飲み込もうとする身体が恨めしくなった。

「あ、ああっ……悠矢、あっ……んっく……」

「今日は、加減できないかも……」

　うなじに吸いつかれ、胸に手が掛けられる。先端をきゅっと摘ままれると電流が走るような感覚が全身を駆け巡った。

「ああっ……、んっ、ふ……あ、あっ……」

　腰を回して中をかき混ぜられる。お腹の中がぐちゃぐちゃになってしまいそうで、お腹に手を当てた。

「悠矢……それ……あ……っ、だめ……」

「だめじゃないよ。もっと……明純さんの奥まで入らせて」

　これ以上深くなんて無理だと首を左右に振ったが、彼の律動はさらに激しくなって子宮口を穿った。

「あああっ……、あ、あっ、く……はぁっ……無理……、あっ」

「明純さんの中は、僕をもっと奥まで飲み込もうとしてるみたい」

　たしかめさせるように、ぬちゅぬちゅと音を立てて抽送される。内側が、歓喜するように震えるのを感じて当てた手を強く押しつけた。

「もっと奥……なんて……」

「無茶なことはしません。明純さんが一番大事……だけど、全然嫌がってないですよ」

　ドキリとした。口でどれだけ抵抗して見せても、私の本音は彼に溺れたいと思っている。悠矢だから、それを望んでしまう。

「気持ちいいことにもっと溺れていいんですよ。そんな明純さんも大好きだから」

　耳元に顔を寄せて、甘く囁かれる。こくりと頷くと、耳にちゅっとキスをされた。

「で、でも……悠矢……私、変じゃない……？」

「ううん。全然。僕は、とろとろになる明純さんを見られると幸せなんです」

　ぎゅうっと抱きしめられながら、緩やかな律動が繰り返される。

　一方的に奪われるような動きから、静かに愛し合うような優しい動きに変わって、彼の腕にすり寄った。

「も……もうちょっとだけ優しく……してほしいな……」

「明純さんがなにをしても可愛いとしか思わないので、ちょっと無理です」

　あっさり言い切られて彼を振り返る。茶化しているのかと思ったが、悠矢の表情は至って真剣だった。

「……わかっ……た。頑張る……」

「うん。頑張って」

　覚悟を決めようと息を吸ったが、すぐに強く腰を打ち付けられて息ができなくなった。

「っ……あ、っは……ん、んっぅ……あっ」

「さっきよりきつくなった……」

　はぁ、と甘い吐息が零れ、何度も深い場所を貫かれる。

　シーツを掴んで容赦のない打擲にびくびくと身体を震わせた。気持ちいい。猛る熱を一番奥に感じる。

「は……あぁ……、あっ……」

「気持ちいいって言って……明純さん」

　彼の手が脇腹から腰、下腹部へ流れて秘所へ下っていく。

「だ、だめ……いま触られたら……、あ、んっふ……あ、ああっ……！」

　肉芽を捏ねられ、絶頂に果てる。意識が遠くなって身体から力が抜けても、悠矢の手は私を解放することなくさらに熱塊を打ち込んだ。

「っは……、あ、ああっ……あ、気持ちい……から……、ゆう、や……あっ、んあっ」

　ぐちゅぐちゅと愛液の混ざり合う音が大きくなっていく。

　激しく打擲され、快感と打ち付けられる衝撃にくらくらして意識が途切れた瞬間、ひときわ強く最奥を穿たれた。

「っ……あ、あ……ああっ！」

　びくびくと跳ねて震える身体を悠矢に抱き込まれ、膣壁の内側で彼の欲望が脈動して吐き出される。

「……明純さん……大好きです……」

　まるで絶対に手放さないと言うように、きつく身体を抱きしめられたままベッドに倒れ込んだ。呼吸を荒らげ、頭もぼうっとしてなにも考えられなかったが、悠矢と触れ合い、繋がっていられる幸せを噛み締めた。

「私も大好きよ……悠……、んっ……」

　肩を押されて仰向けにされると、呼吸を奪うようにキスをされる。呼吸も整わず、心臓もばくばくと早くなっていく。頭がくらくらして、また欲望に飲まれた。

「明純さん……本当に寝かせたくないんですけど、いいですか？」

「本気……だったの？」

　軽い冗談だろうと思っていたが、しゅんとする彼を見るとだめだなんて言えなかった。

「……明日、お休みだからいいよ」

　彼が喜んでくれるといいなと思ってそう口にしたが、一瞬で悠矢の目の色が変わってうっとりと微笑まれた。

「じゃあ、加減しなくていいですね」

　少し後悔したけれど、欲望の赴くまま彼に身を委ねた。




　それから程なくして私は久隆繊維を退社し、正式に高場さんの弟子となった。新しい生地を作り上げるため、久隆繊維と一緒に試行錯誤を繰り返す毎日だ。いままで力を入れていなかった宣伝にも力を入れるようになって、仕事が慌ただしくなり始めたころ──。

「高場テーラーから参りました、今岡です。本日はよろしくお願いします！」

　ヒロヤマホールディングスとの共同商品開発が決まり、その打ち合わせの初日。

　大きなミーティングルームに通され、大勢のヒロヤマ社員に囲まれながら、意見交換をおこなう予定だ。はじめて顔を合わせる人が多い中、美濃さんと久しぶりに話ができたのは、緊張をほぐしてくれる要因のひとつだった。でも、一番私をリラックスさせてくれたのは、静かに席に座って端正に微笑む悠矢の姿があったから。

「それでは始めましょうか」

　彼の声を合図に、長い打ち合わせが始まった。
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　このたびは拙作をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　ファミレスでの出会いから始まる今回のお話。ヒーローはなぜファミレスにいたのだろうかと彼の心情を探ってみたら、なんとなく切なくなりました。

　元々は、草食系男子を書きたいというところから始まったのですが、草食系とは……？　という状態になってしまい。最初からぐいぐいいく押し強めなヒーローになりました。

　個人的に、こういうタイプのヒーローは好きなので、お口に合うとうれしいです。

　装画は小こ島じまきいち先生がご担当くださり、ラフを拝見したときからはしゃぎ通しでした。セクシーな雰囲気と溢れる色気がたまりません。本当に、ありがとうございました。

　作品作りを支えてくださった編集様、デザイナー様、出版社様。多大にご尽力いただきありがとうございます。

　お一人でも多くの方のお手元に届きますように。

　皆様に、感謝を込めて。






桜旗とうか
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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